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１沿革

昭和１６年４月

昭和５１年４月

昭和５５年３月

滑川市高月の富山県水産講習所（明治３３年２月創立）を改組し、

試験部が独立して富山県水産試験場となる

滑川市高塚に本館が完成昭和４６年４月の用地買収後､栽培漁業施設等を新設し移転

漁業指導調査船立山知１５６．３８トン,ディーゼル１，００OPS)が竣工

昭和５９年４月から滑川漁港が定繋港となる

食品研究所が設立され､利用増殖課を水産増殖課に改める(庶務課､漁業資源課水産増殖課）

魚類隔離飼育棟を増築

漁場環境調査船の代船 栽培漁業調査船はやつき(１９トン,ディーゼル６００PS)が竣工

富山県水産試験場創立５０年記念式典を挙行

ヨＶ７ＫＥ ９０，３／陶

庶務課を総務課に改める

海水取水施設を漁港ルートで更新（表層海水取水能力１５０，３／時）

水産増殖課を栽培･深層水課と内水面課に分ける

深層水利用研究施設完成（海洋深層水取水能力３，０００，３／日）

サクラマス卵管理棟を増築

昭和５８年１０月

昭和６２年２月

昭和６３年３月

平成２年１１月

平成３年８月

平成４年４月

平成４年９月

平成６年１０月

平成７年３月

平成１０年３月

平成１０年１０月

平成１１年３月

平成１１年４月

漁業調査船立山知１６０トン,ディーゼル１，５００PS)が竣工

船員室を増築

深層水氷実験室を新設（食品研究所より所属替え）

2．位置･交通

（１）位置 〒９３６－８５３６滑川市高塚３６４ＴＥＬＯ７６－４７５－００３６

ＦＡＸＯ７６－４７５－８１１６

ＵＲＬ ｎｍｏｐｒｅＳ/１６９０１６９０．ｈｔ

（２）交通◇ＪＲ滑川駅から徒歩１５分タクシー５分

北陸高速自動車道滑川インターチェンジから車１０分

富山空港から北陸高速自動車道経由３０分

3．土地･建造物･鴎笹船等

（１）土地２８，２０８．３９㎡

（２）建造物

本館(鉄筋コンクリート造２階）延べ面積１，

船員室（鉄骨造）

漁具倉庫(コンクリートブロック）

漁具器材倉庫(鉄骨造）

車庫一般倉庫（コンクリートブロック）

その他

３３９nrf

８０㎡

２０６㎡

２３３㎡

１３５㎡

９８㎡

１

屋内飼育棟(重量鉄骨造）

魚調隔離飼育棟（鉄骨造）

低温飼育棟（鉄骨造）

サクラマス飼育棟（鉄胃造）

サクラマス卵管理棟（鉄骨造）

深層水機械棟（鉄骨造）

上屋飼育室（鉄骨）

深層水氷実験室（鉄骨造）

６１４㎡

２３３㎡

５５６㎡

３９０㎡

１０６『Tｆ

ｌＯ６ｎｆ

２０２㎡

５０㎡



（３）調査船

〔漁業調査船立山知

建造:平成１０年１０月船体:総トン数１６０トン全長40.51,幅7.0ｍ深さ3.0ｍ

速力・航続距離：最大速力14.55ノット航海速力１３ノット航織臨鋤3,700海里

定員：19人（乗組員13人認笹員６人）

主機関：４サイクルディーゼルエンジン1,500ＰＳ／'750ｒｐｍ、４翼可変ピツチプロペラ

主な業務:海洋観測、プランクトン・卵稚仔採集､採水･採泥調査、ホタルイカ・ベニズワイ採集調査

スルメイカ釣り試溺桑業､園生生物分布調査

〔栽培漁業調査船はやつき〕

建造：昭和６３年3月船体:総トン数１９トン全長20.45,幅4.08ｍ深さ1“ｍ

速力・航綴醸&:最大速力14.4ノット航海速力13.1ノット航続E鴎&約350海里

定員：10人（乗組員４人調査員６人）

主機関：高速ディーゼルエンジン600ＰＳ／1,850ｒｐｍ、３翼可変ピツチプロペラ

主な業務:海洋観測、プランクトン･卵稚仔採集､採水･撫尼調査､種苗放流調査

（４）主要研究備品

口

目ロロ

低温飼育水槽

生物顕離寛

落射式蛍光顕鱗寛

落射式蛍光顕総寛

生物顕雛覚

実体顕微鏡

実体顕微鏡

ハイスコープシステム

海中係留式

流向流速連続記録計

流向

海中係留式

流速連続記録計

深海用ビデオカメラ

装置

型式

ＦＲＰ製、１０トン

ＦＲＰ製

ヤンマ－ディーゼル

ニコン製

オリンパス製

オリンパス製

オリンパス製

ニコン製

ハイロックス製

アレック電子製

ｾﾝｻー ｿ゙ ﾝAglL500

船上ﾕﾆｯﾄＰ-1000

アレック電子製

キューアイ製

耐圧1,000ｍ

画像解析装置付き

数量

２

１

１

１

１

１

１

１

１

４

１

１

１

４

単価 金額(円） 購入年月日

1,596,500 3,193,000 平成５年３月３１日

1,328,700 1,328,700 平成８年２月２９日

1,270,000 1,270,000 昭和51年10月１５日

1,012,000 1,012,000 昭和54年３月１０日

2,673,880 2,673,880 平成２年３月２３日

2,814,000 2,814,000 平成11年３月３１日

1,499,000 1,499,000 昭和63年３月１６日

1,234,970 1,234,970 平成５年３月３１日

1,993,050 1,993,050 平成５年３月３１日

1,863,750 7,455,000 平成10年７月３１日

1,951,850 1,951,850 平成９年３月３日

1,995,000 1,995,000 平成９年７月８日

1,649,970 1,649,970 平成10年３月１２日

19,677,000 19,677,000 平成10年９月３０日

－２－

備考

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替
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浅海用水中テレビ

カメラ装置

耐圧100ｍ

ﾓﾆﾁ･ｵｯｷ付き

発電機付き

１ 3,129,000 3,129,000 平成10年９月３０日 管理替

水中垂下式ｸﾛﾛﾌｨﾙ

自動測定装置

アレ

ＡＣ

１ 2,721,600 2,721,600 平成10年７月３１日 管理替

サリノメーター ギルドライン社

オートサル840OＢ

１ 5,565,000 5,565,000 平成10年９月３０日 管理替

超低温フリーザー 三洋電機製 １ 1,190,000 1,190,000 昭和62年２月７日 管理替

高遠令却違心分離機 クボタIm-180B １ 1,260,000 1,260,000 昭和53年６月５日 管理替

フレンチプレス 由圧ﾌ゙ﾚｽ、ﾌ゚ﾚｯｻーｾﾙ １ 1,480,000 1,480,000 昭和60年７月２５日 管理替

水中切離し装置 キューアイ製 １ 1,967,000 1,967,000 平成９年３月２１日

水中切離し装置 キュ

切難

一アイ製

し部５台

１ 8,190,000 8,190,000 平成10年９月３０日 管理替

自動イカ釣り漁労装置 式
台
１
皿

１ 9,817,500 9,817,500 平成10年８月３１日 管理替

自動曳網装置付き

ワープネット式

トロールウインチ

(立山丸機付き）

ニチモウ製 １ 37,000,000 37,000,000 平成10年７月２９日 管理替

高速冷却遠心機 日立製 １ 2,360,000 2,360,000 昭和62年２月７日 管理替

自動分光光度計 島津製ＵＶと260 １ 2,330,000 2,330,000 昭和60年３月３０日 管理替

分光蛍光光度計 島津製RE5300PC

データ処理装置付き

１ 1,987,900 1,987,900 平成８年３月２９日 管理替

原子吸光分析装置 日本ｬーﾚﾙｱｯｼｭ製

AAP890

１ 4,944,000 4,944,000 平成３年11月２日 管理替

マイクロプレート

リーダー

テカン社製 １ 2,410,200 2,410,200 平成７年12月２２日 管理替

窒素炭素自動分析装置 コールマン29Ｂ型 １ 2,700,000 2,700,000 昭和52年６月３０日 管理替

誘導起電式塩分計 YEOKAL社製

vIODEL601MKIll

１ 1,800,000 1,800,000 昭和63年３月４日 管理替

ｼー ﾄー゙ 社製

SBE911PluS

１ 20,464,500 20,464,500 平成10年８月３１日 管理替

全自動回転式

ミクロトーム

ライカ社RM2155 １ 2,464,000 2,464,000 ヰリ戎10年11月２７日 管理替

１ 9,187,500 9.187,500 平成10年９月３０日 管理替

栄養塩分析装置

分析部

１ 6,331,500 6,331,500 平成13年３月２３日 管理替

憾
鯛

》 サヌキエ業製

Ｆｌ－５０００

１ 6,898,500 6,898,500 平成13年11月２８日
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鴬務_調予算･出納会計･庁舎管理･物品購入等庶務一般

園一睡~昌十電黒I墓繍報の鵬資源餌技術開発i難駐態砿

閑語深層澗栽培資源培養技術開発深層水水産利用研究･漁場環境調査

一栽培漁業調査船はやつき

内水面調,， ･資源生態研究･魚病研究水面漁業資原増養殖技術開発

5.職員の現員数

(平成１５年３月３１日現在）

4.組織と業務内容

｢］ ｜[－l－

－４－

職名

組織

場
長
次
長
課
長

副
主
幹

副
主
幹
研
究
員

係
長
主
任

主
任
研
究
員

主
事
技
師

研
究
員

技
術
員

嘱
託

計 摘要

総務課 １ １ １ １ ４

漁業資源課

立山丸

１

２

１

４ ５

１ ２

２

５

1３

需

獅

親音･濡氷課

{まやつき

１

１

１

１

３

１

２ ７

３

内水面課 １ １ １ １ ４

計 １ １ ３ ３ ３ ５ ５ ５ １ １ ５ ２ １ 3６
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立山丸

6．職員一覧と担当業務

副主幹 田中孝世 船長業務･船舶保守管理（総括） 船長事務取扱

副主幹 西浦正 機関長業務・機関設備の保守管理 機関長事務取扱

係 長 石浦光英
難
．

係 長 幅寿悦 甲板員の業務

係 長 森田満 機関員の業務

係 長 高田弘基 一等機関士の業務・機関系統の管理

主 任 島倉清弘 一等航海士の業務・船内の安全衛生管理

職名 氏名 分担業務 摘要

場長鈴木満平 水産試験場の総括 農学博士

次 長 高松賢 郎

漁慧繍長
総務課長 笹倉国男

総務課の鮒舌

職員の人事･予算･出納事務・庁舎管理等

主 事 吉森尚美
会計.決算･物品購入・給与事務、庁内ＬＡＮ

職員の諸届･福利厚生、文罫UZ発・管理等

嘱 託 中島信一 自動車の操車･管理

漁業資源課長 高松賢 郎

副主幹研究員 若林信
クロマグロ調査研究・

スルメイカ漁場認笹研究･立山丸の維持管理

主任研究員 内山勇
"I，アノレケＩノ』彦孔側汀＝』E漂即1コ1分J7日シIJT陸1丁ノ』.ｍ画則｣里Ｌ

スルメイカ新規加入量調査、

定置網漁業実態調査、図書委員会業務

研究員 井野慎吾
漁業資源評価調査、ブリ回遊生態調査研究

新漁業翫里制度推適胃軸是供事業

水産情報ネットワークシステムの運用管理

研究員 前田経雄

ベニズワイ･パイ類の資源管理調査

深層水利用によるベニズワイ資源生態研究

資源回復計画に係る調査､編集委員会業務

農学博士



Iまやつき
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副主幹 演本八次郎 船長業務、観測機器の保全 船長事務取扱

主 任 西浦富幸 機関長業務､調査機器の保全

技 師 金谷文樹 甲板員の業務、司厨業務

職 名氏名 分担業務 摘要

主任 日又伸夫 機関員の業務

主 任 山本三千男 甲板設備､漁労賞材､船舶用

主 任 関口裕市 甲板員の業務

主 任 西島直樹 甲板員の業務

技術員 谷内正尚 甲板員の業務

技術員 水林伸夫 甲板員の業務

司厨業務賄い資器材の保守管理

栽培・深層水課長 林清志

栽培･深層水課の総括

深層水利用研究の企画

はやつきの運航調整､編集委員会業務

副主幹研究員 堀田和夫

マコナの9厘国午産可支耐闘禿"↑五

深層水利用による親魚養成と種苗生産技術

開発研究(マダラ・ハタハタ）

主任研究員 野沢理哉

ｒ~1″竜一ＥＦＦ１日』月”６．JﾛDK〃I[ｐｑＪＮ１ﾗ刑フヒドワIプレＤｆＵ，

放流i力果調査

深層水利用研究施設の管理

主任研究員 渡辺孝之

主任研究員 渡辺健

深層

こう

深層

水多段ﾘ用開発研究と調整

メの資源管理調香

水利用蕊易海藻培養試験

研究員 小善圭一

富山湾深層水の性伏等の

漁場環境保全調査､潤1１

榔
州
究

質環境調査

深層水による微細藻類の培養､編集員会業務

研究員 浦遇清治

f毎超J牌リグ甲巧Ⅸヱニリ団回邑部Ａ〃ｌＵグ馬U"脚Ｐ、ヲ画屍"ＵプＬハムーザｕｒ蔀彩可切

留鯛の生物調査研究はやつきの維持管理

図書委員会業務
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職名 氏名 分担業務 摘要

内水面課長 角祐 内水面課の総括
》
》

一
畠

副主幹研究員 小谷口正樹

主任研究員 田子泰彦 調査研究
農学博士

研究員 村木誠一
さけます増殖調査

謹謹熟内水面増翻費術指導



7．決算

(1) 歳入

科目 決算額(千円） 摘要

国庫支出金 15,122

国庫補助金 12,922

農林水産業国庫補助金 12,922

水産試験場費 12,922

漁業資源評価調査費 880

栽培漁業開発試験費 670

魚病対策費 748

深層水有効利用研究費 2,980

新漁業管理制度推進 969

内水面増殖調査 6,675

委託金 ２200

農林水産費委託金 ２200

水産試験場費 ２200

内水面増殖調査 ２200

諸収入 3１ 126

受託事業収入 3０ 184

水産試験場受託事業 3０ 184

水産試験場受託事業 3０ 184

漁業資源評価調査費 1６ 356 水産総合研究センター

栽培漁業開発試験費 １350 滑川市、魚津市

深層水有効利用研究費 1２ 478 水総研、ＭＦ２１ 、 ＪＳＰＳ 、 ＪＯＩＡ

雑入 942

雑入 942

納付金 2４

水産試験場 2４ 嘱託雇用保険料事業主立替分
雑入 918

水産試験場 918 漁船保険無事戻金、行政財産使用許可分電気料
使用料及び手数料 2７

使用料 2７

その他使用料 2７

その他使用料 2７

水産試験場 2７ 行政財産使用料
合 計 46,275

８



(2) 歳 出

科 目 決算額(千円） 摘要
農林水産業費 153,030

水産業費 153030

水産試験場費 153030

水産試験場費 ９790

漁業調査船経常費 3１ 089

沖合漁場開発調査費 ２922

漁業資源評価調査委託事業費 1８ 116

栽培漁業調査船経常費 ８768

栽培漁業開発試験調査研究費 ７624

富山湾漁場環境調査費 1778

魚病対策費 １496

深層水有効利用研究費 4４ 670

新漁業管理制度推進情報提供事業費 ３339

水産情報ネットワーク管理運営費 ６918

内水面増殖調査研究費 1６ 520

経常経費計 153030

総務費 1１ 222

総務管理費 ８640

人事管理費 ４586

人事事務費 ４586 嘱託賃金、共済費、普通旅費
財産管理費 ４054

庁舎維持管理費 ４054 建物等指定修繕、特許出願及び同審査請求

企画費 ２582

計画調査費 ２582

海洋総合利用調査費 ２432

客員研究員招へい費 150

衛生費 132

公害防止費 132

公害防止対策費 132

公共用水域水質調査費 132

農林水産業費 6,166

水産業費 ６ 166

水産業振興費 ６166

漁場水質保全対策費 １264

資源管理体制強化実施推進事業費 ３902

内水面活性化事業費 １000

商工費 １1５１

工鉱業費 １1５１

工鉱業総務費 １151

深層水産業推進事業費 １138

科学技術振興対策費 1３ 夏休み子供科学研究室

本庁配当経費計 18,671

合 計 171,701

９



Ⅱ調査研究事業実績の概要

1．漁業資源課
１．１新漁業管理制度推進情報提供事業

（１）沿岸定線海洋観測

（２）沿岸漁況収集

（３）漁況海況情報の提供

①ブリの漁況予報及び情報提供

②ホタルイカの漁況予報及び情報提供

１．２沖合漁場開発調査

（１）日本海スルメイカ漁場調査

１．３資源評価調査事業

（１）資源評価基礎調査

（２）魚卵稚仔分布調査

（３）スルメイカ漁場一斉調査

（４）新規加入量調査

①ブリ

②スルメイカ

（５）ベニズワイ資源生態調査

（６）海洋廃棄物生物影響調査

（７）日本周辺クロマグロ調査

１．４複合的資源管理型漁業促進対策事業

（１）ベニズワイ調査

（２）パイ類調査

（３）ヒラメ調査（栽培。深層水課）

（４）定置網漁業調査

１．５ブリ回遊生態調査
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井野慎吾

【調査結果の取りまとめと報告】

調査結果は観測終了後速やかに日本海区水産研究所

及び関係機関に通報した。また沿岸漁況観測事業で発

行した「富山湾漁況海況概報」に観測結果の概要を記

載した。観測結果は磁気媒体に累積記録した。当調査

結果による平成14年度の湾内平均水温を図lに示した。

【目的】

沿岸定線（二－7線）の海洋観測調査を行い，海況の

実態を詳細に把握し海況変動の規則性を探求するため

に必要な資料を得る。

【方法】

沿岸定線海洋観測調査は，調査船立山丸を用いて，

魚卵稚仔分布調査などの他事業と共同で沿岸定線（二

一7線）において毎月実施した（表l）。調査は26定点

において，水温，塩分，水色．透明度及び海象を観測

項目として行った。水温及び塩分の測定はＣＴＤを用

い,原則として水深500ｍまで実施した。表面水温は棒

状温度計で測定し，塩分は同時に採水した試水を持ち

帰り，サリノメーターで塩分を測定した。

【調査・研究結果登載印刷物等】

日本海漁況海況速報（日水研）．

富山湾漁況海況概報

海洋観測結果表，
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１．１新漁業管理制度推進情報提供事業

（１）沿岸定線海洋観測
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富山湾の水温変化 ÷200ｍ

調査項目調査点数 備考調査月日

図１富山湾内17定点の平均水温及び平年差(平成14年４月～平成15年３月）

※平年値は１９９９年以前過去30年間の平均値

４月期:卵稚仔調査と共同

５月期：〃

６月期：〃

７月期：

８月期：

９月期：

10月期：

11月期：

12月期：

１月期：

２月期：

３月期:卵稚仔調査と共同

H14.4/2～３

５/8～９

６/3～４

７/2～３

７/30～3１

８/27～2８

１０/3～４

１１/6～７

１２/2～３

H15.1/8～９

２/3～４

３/5～６

水温･塩分・ＰＬ

〃

〃

水温･塩分

〃

〃

〃

〃

〃
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鯛
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3０

２５

ＰＬ：卵稚仔プランクトン採集

卵稚仔調査：資源評価調査委託事業による調査
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表１平成14年度の沿岸定線海洋観測調査実施状況
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（２）沿岸漁況収集

【目的】

富山県内の漁獲量情報収集及び分析を行い‘「漁況

旬報」及び「富山湾漁況海況概報」を発行し，漁業者

や関係機関への情報提供を行う。また，漁海況資料を

磁気媒体に蓄積し，漁海況予測の研究や資源研究の基

礎資料として整備する。

【方法】

県下の主要9産地市場（氷見．新湊，四方．岩瀬，水

橋‘滑川，魚津，経田，黒部）の協力を得て水産情報

システムによって収集した漁獲趣情報を分析した。

【結果】

１漁海況情報の提供

調査した漁況情報を旬毎に集計し，「漁況旬報」を

旬１回，「富山湾漁海況概報」を月１回発行し，関係機

関に送付した（表l）。なお、主要魚種の魚種別漁獲量

Iま表2のとおりである。

－１２－

表ｌ旬報，概報の配布状況

配布先

地方自治体等

漁業団体等

研究機関等

その他

合計

旬報

９

4４

１８

１０

8１

概報

９

4４

１８

１０

8１

井野慎吾

【調査・研究結果登載印刷物等】

漁況旬報：平成14年４月上旬～平成15年３月下旬（合

計36報）．富山県水産試験場．

富山湾漁況海況概報：平成14年４月～平成15年3月

(合計12報），富山県水産試験場．
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表２主要魚種の漁獲量（水産試験場調べ，漁獲量ｔ,平年値は過去10年の平均）
魚種 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 平年値 14年 平年比

カタクチイワシ 1．７２４ 550 144 、082 ､477 3.458 794 2.397 ２．０２０ 317 1，３９６ 2.569 184％

アジ 2.227 1.659 2.996 ４，０８０ 877 ２．６４６ ３．１１１ 5.449 4.904 ３．２６１ 3．１２１ 2.212 7１ ％
■■

〃 ﾐタルイカ ３．８８８ 1．６９９ 2.563 ２，２３１ 1.394 805 1．９８６ １．２８４ 1.423 720 1，７９９ 2.207 1２３％
ｏ
Ｑ
ａ
Ｕ }岸スルメイカ ２｡ 8６ 1.647 1．１１９ ２，０１０ ３■ 8４ 1.43 ■603 １．２４１ 680 726 1,583 1.594 １０ ％

プ1Ｆフハ式鍍冒 1,470 １－，，ク 4創貝 653 1,762 1,521 1,221 １．０２ 664 1.546 １■ ３〕 1．５１９ 134％
堅 ロタママ■夕屯田！

ソウダカツオ
ロ■■▼■ーロ

1.243

Ｌロ■ｰｰ～Ⅱ

506

Ｌ一ローーロ

774 693 1．１４１ 1.263 1.436 ３．０８４
一

Ｚ．「『己 ４，２６１
戸

■ 「 ５ 1.480
一言言団
○ｏＪｂ

フクラギ 1,178 580 2,202 ２．５８７ 2.419 ■307 ■066 879 ■470 ■296 1.499 １● 5５ 77％

ペニズヮイ 7２５ 635 643 666 729 682 595 634 644 715 667 729 109％

シラエビ 605 571 446 497 526 603 641 609 696 654 585 665 １4％

沖合スルメイカ ２，４１０ ２．６０１ １，６９７ 1．２５１ 1.249 881 924 783 796 789 1，３３８ 653 49％

シイラ 1８９ 3７ 201 373 1５１ 1５２ 390 292 280 727 279 595 213％

カマス 1６６ 2０ 1８０ 254 449 1．１８４ 683 675 1.523 629 576 584 101％

フグ類 4６ 1４ 200 2７ 1５６ 342 5３ ６ ６ ■025 250 331 488 48％

アオリイカ 7２ 5１ 323 312 1７ 288 295 349 439 274 242 421 174％

ﾋラマサ ０ ２ 2２ ９ ２ 1２３ 9０ 2３ 2２ 3９ 3３ 297 893％

サケ 7８ 1３３ 1８６ 243 1０ 6６ 6２ 8２ 9８ 0６ 1１６ 1６１ 39％

サワラ ２ １ ２ ０ ０ ０ ２ 4９ 282 1４５ 4８ 1５２ 315％

ブリ 227 495 386 402 301 456 784 341 241 269 390 147 38％

マダイ ３ 1９６ 6５ 4７ 9０ 5０ 1４ 3７ 8６ 1６４ 1１６ 1２９ 111％

ウルメイワシ ６ ６ 1９９ 1５ ７ 9６ 6６ 9０ 249 1９５ 1２５ 1９０ 1１９ 62％

メジ･シピコ 1１２ 4０ 8６ 1６ 1４６ 6８ 8７ 1４０ 303 205 1３０ 1１６ 89％

マイワシ ■241 ３．６５３ 2.624 ２．０８６ ■797 ■ ４ 1１２ 763 2２ ５ 1．３６２ 1１３ 8％

サバ 264 643 1，２８０ 964 757 496 1.251 914 1．１５５ 330 805 1０７ 13％

ﾋラメ 4７ 4８ 3９ 4５ 3５ 3５ 2１ 6３ 6８ 0５ 5１ 1０１ ｸ00乳

ﾒダイ 2９ 6３ 4２ 4０ 9９ 8５ 6０ 9３ 156％

ﾀチウコ 1０５ 3５ 2８ 1６ 4５ 3４ 2９ 6４ ７ 3８ 4６ 8５ 183％

ホッコクアカエビ 2４ 2９ 3６ 3３ 3３ 2７ 3８ 6２ 7６ 7５ 4３ 7９ 183％

スケソウタラ 250 4４ 402 355 285 238 1８８ 6６ 4０ 239 6７ 28％

ハチメ類 3４ 3３ 3０ 4４ 3３ 1７ 2４ 6０ 7８ 6９ 4２ 6４ 152％

ﾒジナ 2８ 4０ 9９ 5６ 6３ １型
ニギス 0５ 276 262 1９２ 1１３ 7３ 1２０ 6５ 1０３ 7９ 1３９ ５ 37％

ヤリイカ 7９ 4４ 4０ 5９ 8４ 4９ 7２ 5８ 7０ 7８ 6３ 5０ 79％

ｸロダイ 3４ 2７ 3６ 4７ 1８ 1７ 2３ 5９ 5４ 5８ 3７ 5０ 134％

スズキ ５ 1２ ７ 1５ 1６ 1２ 1３ 3２ 4２ 5２ ２１ 3９ 89％

ガンド 254 2４ 1８ 8９ 6０ 1９ 6１ ９ 2４ 5０ ６１ 2８ 46％

サヨリ 1３４ 9３ 6３ 2４ 2４ 2２ 4０ 2６ 2２ ５ 4５ 2３ ５ ％

マグロ ３ 1４ 1７ ６ ２ ２ ３ ６ ３ ６ ２ 35％

漁繕景鍛計 2２．６４８ 1８．７４６ ク、－４ ５ 2３．００１ 20.522 2０．３２６ 19.495 2４．２２４ 2４．０１８ 2０．３６４ 2１．３７６ 20.463 ９6％



（３）漁況海況情報の提供

①ブリの漁況予報及び情報提供

【目的】

富山県で漁獲されるブリ（フクラギ、プリ）の漁況

予報を行うとともに，その技術向上を図り‘漁業生産

の安定及び効率的操業に資する。また．必要な情報提

供を行う。

【方法】

県下の主要9産地市場（氷見．新湊．四方，岩瀬，水

橋，滑川，魚津．経田．黒部）の協力を得て水産情報

システムによって収集した漁獲量情報を分析した。市

場調査によって得られた魚体測定データを分析した。

日本海沿岸府県の漁獲量データ及び、九州～山陰沖で

行われているモジャコ採捕の状況を分析した。海洋観

測調査によって得られた水温データを分析した。

【結果】

１．平成14年秋期（9～12月）のフクラギ漁況予報

（１）予報文

水試収集の平年漁獲量（過去１０年平均：９～12月に

1.129トン）をやや下回ることが予想される。

（２）根拠となった情報

①：モジャコ情報（全国かん水養魚協会公表資料）

モジャコの漁模様は、九州では好調であったが、

四国以東の太平洋側や日本海では低調であった。

採捕目標充足率は全国で約60％・山口県、島根県、

鳥取県、兵庫県の採捕目標充足率は20～40％（低

調な漁模様）。

②：８月の近県のツバイソ、フクラギの漁況

新潟県：平年を大きく下回った。

石川県：漁獲且約４１トン。平年を下回った。

福井県：漁獲邑約3.5トン。平年を大きく下回った。

京都府：漁獲量約１５トン。平年を大きく下回った。

③：８月の富山県のツバイソ、フクラギの漁獲尾数

８月のツバイソ、フクラギの漁獲尾数が多いと漁

期全体（８月～翌年６月）のフクラギの漁獲尾数が

多い関係がある。今年の８月の漁獲尾数は20.2万尾

（漁獲鼠38トン）と推定されており、前記の関係

から、漁期全体では225万尾（過去１０年平均：３４９

万尾）が漁痩されるものと計算される。近年は9～

１２月の主漁期に、漁期全体の64％が漁獲されてお

り、今年9～12月の予想漁獲尾数は144万尾（過去

１０年平均：214万尾）と計算される。漁獲盆に換算

井野慎吾

すると、魚体サイズ（魚体重）が500～7009主体で

ある9～10月に多獲されれば約900トン、8009前後

が主体となる11～12月に多獲されれば約1,100トン

が漁獲されるものと考えられ、平年（過去１０年平

均：1,129トン）をやや下回る公算が強い。

④：８月及び９月の富山湾内の水温

かつて1998年頃までは、８月及び９月における富

山湾内の表層から50ｍ層までの平均水温が高いと、

９～12月のフクラギの漁獲量が多い関係が見られた。

しかし、近年はこの関係が見られなくなり、水温

値からフクラギの漁獲量を推定することができな

くなった。ちなみに8～９月にかけての富山湾内の

水温は、平年並みに推移している。

「フクラギのまとめ」

山陰でのモジャコの.漁模様が悪く、稚魚の発生

状況が良好であったとは言い難い。また、富山湾

及び周辺海域の7～８月の漁獲量を勘案すると富山

湾周辺に加入しているフクラギの量は平年を下回

ると思われる。平成14年9～12月のフクラギ漁獲量

は、平年(9～12月に1.129トン)をやや下回るレベ

ルであろうと予想した。

（３）実際のフクラギ漁況

平成14年秋期（9～12月）のフクラギの漁獲量は

881トンで平年を下回った。

２．平成14年漁期（11月～翌年４月）のプリ漁況予報

（１）予報文

平年漁獲且（過去10年のうち、1997年を除く9年の

平均：１１～４月に291トン）を下回ることが予想さ

れる。

（２）根拠となった情報

①：日本海北部の漁況

新潟県粟島や秋田県、青森県で春から夏にかけて

ブリが漁獲された。今年も日本海北部に大型ブリが

回遊する傾向は続いている。佐渡島では120トンの漁

獲が記録された（珍しい）。各地で漁獲されたブリ

は満3歳魚（秋までに10kg前後に成長するもの）が主

体であった。

②：５～７月の新潟県粟島の漁況

新潟県粟島の漁獲量が多いと富山県の漁獲量が多

い関係があり、今年の粟島の漁獲堂は約４７トンであ
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年

ある満3歳魚の資源レベルは比較的良好（上の中レベ

ル）であると考えられ、春～夏にかけて日本海北部

で好調に漁獲されている。豊漁レベルとは言えない

が、この年齢の漁獲は、ある程度期待できると思わ

れる。一方、６kg前後（小プリ）で漁獲される見込み

である満2歳魚の資源レベルは、やや低い（中の下レ

ベル）。また、この年齢の魚は冬季の水温が高めに

推移した場合に北方海域（新潟沖、山形沖など）で

越冬してしまう可能性がある（富山湾まで南下しな

い可能性がある）ので、現時点ではあまり期待でき

ない。今漁期は大ブリの漁獲が、ある程度（一昨年

の実績と同レベル）は期待できる考えられ、漁獲量

は合計で約220トンと予想される。平年値である291

トン(過去１０年のうち1997年を除く９年の平均：１１月

～４月に291トン)を下回るレベルとなるであろう。

（３）実際のプリ漁況

平成14年漁期（11月～翌年４月）のブリの漁獲量は

133トンで平年を下回った。

【調査・研究結果登載印刷物等】

富山湾漁況海況概報：平成14年４月～平成15年3月

(合計12報），富山県水産試験場．

った。この値から計算すると富山県の予想漁獲量は

約130トンと計算される。

③：ブリの資源レベル

国と県が行っている資源評価調査の結果から、今

シーズン「プリ」として漁獲される見込みの魚のう

ち、2000年産まれの満2歳魚（6kg前後）の資源レベ

ルはやや低い（中の下レベル）が、1999年産まれの

満3歳魚（１０kg前後）の資源レベルは比較的良好（上

の中レベル）であると考えられる。

④：魚体測定データの分析結果

過去の魚体測定データの分析結果から、ガンド(満

1歳魚)が多いと翌年に6kg前後(満2歳魚)が多く漁獲

され、６kg前後(満2歳魚)が多いと翌年に10kg前後(満

3歳)が多く獲れる関係がある。昨年漁期の測定デー

タを基に計算される今年漁期の予想漁獲尾数は、６ｋｇ

前後(満2歳魚)が約8,200尾(54トン)で、１０kg前後(満

3歳魚)が約16,500尾(166トン)。漁獲重量は合計220

トンとなる。

「ブリのまとめ」

日本海北部にブリが回遊する傾向は今年も継続し

ている。１０kg前後（大プリ）で漁獲される見込みで

ブリの漁期(10～翌年４月)別漁獲量推移
1,200
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②ホタルイカの漁況予報および情報提供

【目的】

富山湾のホタルイカ漁況予測の技術向上を図り，的

確な漁況予報を行う。また必要な情報提供を行う。

【方法】

(1)富山県内の９産地市場（氷見，新湊，四方，岩瀬，

水橋町，滑川，魚津，経田及び黒部）の，日別のホタ

ルイカ漁獲量を調査した。

(2)2002年漁期中に漁獲されたホタルイカの外套背長，

体重及び生殖腺重量を，毎旬１回１００個体ずつ測定した。

(3)当場所属調査船立山丸を用い，2003年２月１７～１９

日に富山湾内の３地点において延べ９回の中層トロー

ル網による採集調査を実施した。調査は夜間に行い，

網を海面から水深約85ｍまで斜･めに曳網した。曳網速

度は２～３ノット，曳網時間は30分前後であった。

(4)日本海側の府県（鳥取～新潟）の水産試験研究機

関から，ホタルイカ漁況に関する情報の収集を行った。

【結果の概要】

(1)富山県の漁況（図１）

2002年の富山県のホタルイカ漁獲量は2,207トンで，

平年（1953～2001年平均1,861.3トン）の119％とやや

豊漁であった。漁況経過は，魚津地区を除き３月上旬

から順調な始まりで，４月には全地区合計で旬当たり

400～500トン漁獲された。しかし，５月上旬には300ト

ンを割り，その後漁獲量は急減し下旬以降は極めて低

調に推移した。全地区合計および魚津，滑川地区では

漁獲の峰が４月中旬にみられたが，富山市（水橋，岩

瀬，四方）合計および新湊地区では，４月中旬にはむ

しろ小さく落ち込み，漁獲の峰は４月上・下旬にみら

れた。

(2)漁獲されたホタルイカの大きさ

滑川地区で漁獲されたホタルイカの平均外套長は

54.2～60.2mmの範囲にあり，３月中旬に例年よりやや小

さかった以外，期間を通じて例年並みかそれよりもや

や大きかった。また例年と同様，時間経過とともに大

きくなる傾向が見られた。

(3)中層トロール網による採集結果（表１）

ホタルイカは全ての調査点で１～13個体採集され，

内山勇

平均の採集数は3.8個体であった。ホタルイカ以外では，

ホタルイカモドキが全ての調査点で９～38個体，ツノ

ナシオキアミが全ての調査点で0.1～2.7kgされた。こ

れらの他，スルメイカ，カタクチイワシ，ハタハタ，

ビクニン，キュウリエソ，シラエビなどが採集された。

ホタルイカとホタルイカモドキの合計採集数はそれぞ

れ34および204個体で，過去の結果と同様ホタルイカに

比べホタルイカモドキが多く採集された。

（４）日本海におけるホタルイカの漁獲量（表２）

各府県水産試験研究機関に照会した2002年の日本海

のホタルイカ漁獲量は7,129.5トンで，富山湾以外でも

漁獲されるようになった1984年以降では最高の値を示

した。

(5)・漁況予報の発表

2003年３月１日付けで2003年漁期の富山湾のホタルイ

カの漁況予報を次のとおり発表した。①本年のホタル

イカの総漁獲量は，平年（昭和28年～平成１４年の平均

漁獲量１，８６８トン）並みの2,000トン前後と予測される。

②漁獲盛期は４月下旬～５月上旬になり，ここ数年より

も遅くまで漁期が続く可能性がある。

根拠は以下のとおりである。①２月の漁獲量が多れ

ばその年の漁獲蛍も多い傾向にあるが，本年の２月の

漁獲量は27日までの合計で約１７トンで，平年並み程度

の総漁猿量になる可能性がある。②漁獲量の長期変化

をみると1994年以降減少傾向にあったが，2001年以降

は横這いか増加に転じたように見え，本年が好漁にな

る可能性もある。③２月中旬に岩瀬沖で実施した立山

丸の中層トロール網による採集調査では，岩瀬沖にお

いてホタルイカが１曳網平均で3.7個体採集された。

1988年以降の採集数とその年の総漁獲量の関係から総

漁獲量は1,644トンと計算される。④富山湾の水温と総

漁獲量の関係から総漁獲量は2,323トンと計算される。

⑤ある年の５月の山陰沖の水温と翌年の富山湾漁獲量

の変動には共通したパターンが認められる。1984年以

降の山陰沖の水温と翌年の富山湾漁獲量の関係から総

漁穫量は2,717トンと計算される。⑥漁況は４．６月の

湾内水温（１００～200m深）が高いほど早く経過し，漁

期も早く終わる傾向があるが，冬季の気候から判断し

て本年の４．６月の水温はここ数年より低い可能性が
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あり，漁期もここ数年よりは長く継続する可能性があ

る。 【調査結果登載印刷物等】
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図 1 2002年漁期の富山県の旬別漁獲量推移

表 1 中層トロール調査実施状況

点名 月日時刻 曳始位置 採集物

1 No. 1 
2// / / / / / / / 1719:0036-50.5N137-134E 

7 15 10 3 90g 52 
2 No. 1 2/17 21:23 36-51.3N 137-24.8E 3 38 3 3 
3 No. 1 2/18 00:22 36-58.7N 137-07.6E 2 14 10 
1 No.2 21818:3436-51.1N N N 137-12.9E 24 31 12 20g 36 

2 3 NNoo..2 2 218220:55336-558.3137-25.9E E 29 3 
2/18 23:21 36-59.1N 137-07.7 13371--4O2O2g  g2  

1 No.3 21918:3936-51.0N 137-13.2E E E 3 16 1 2 200R 39 

3 2 NN o.3 2219231:00366--588.4N N137-28 5.8 9 4 
o. 3 19 23:43 36-58.3N 137-08.1 3 22 

表 2 日本海におけるホタルイカ漁獲量(単位トン)

年 鳥取 兵庫 京都 福井 石川 富山 新潟 合計

1984 362.9 1.2 729.0 8.3 1101.4 
1985 518.6 51.6 1060.3 930.0 15.4 2581. 9 
1986 498.2 6.6 1646.4 296. 1 476.0 12.2 2935.5 
1987 1225.4 32.8 2043.4 351. 3 800.0 4.5 4451.4 
1988 1271.4 21. 0 1170.3 151. 3 1342.0 12.5 3974.5 
1989 12.6 1831. 3 14.0 2174.0 223.3 2225.0 7.8 6488.0 
1990 30.3 1872. 7 13.0 1132.5 47.2 3732.0 54.3 6882.0 
1991 46. 7 2097.0 10.7 1597.4 95.6 1290.0 12. 1 5145 9.5 
1992 56. 7 1889.6 11. 6 503.2 79.0 3895.0 16. 1 6451. 2 
1993 26.4 2566.9 2.9 613. 1 188.5 1698. 7 2.5 5099.0 
1994 81.6 2514. 1 4.0 915.0 14.6 2562.5 0.3 6098. 1 
1995 36.8 1545.3 0.5 948.9 45.9 2231. 1 0.6 4809. 1 
1996 149. 7 2465.0 2.5 985. 1 131.0 1394. 1 5133.4 
1997 188.9 3638.0 O. 1 580. 7 86.5 805.3 5299.5 
1998 151.8 2310.5 13.2 824.6 126.3 1986.2 5418.6 
1999 190. 1 2815.2 2.3 639.2 52.4 1282.2 9.9 4991. 3 
2000 39.2 2391.9 3. 7 147.5 118.5 1423.5 5.4 4735. 7 
2001 226. 1 2798. 1 3. 1 532.9 77.4 720.0 12.5 4370. 1 
2002 81. 1 3363.0 3.0 1300. 1 133.6 2206.6 42.1 1129.5 

• 84平-0均l 96.1 1923.6 11. 5 1065.6 130. 7 1640. 1 11. 6 4176.8 
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１．２沖合漁場開発調査

（１）日本海スルメイカ漁場調査

【目的】

富山県の沖合漁業の主体である沖合スルメイカ釣り漁業者

に対して，的確な漁海況情報を提供し，漁業経営の安定と向

上に寄与する。

【方法】

漁期前調査(４月)及び盛漁期調査(９月)において，富山県漁

業調査船「立山丸｣により釣獲試験及Zﾉｳk温,塩分等の海洋

観測を実施した。

①漁期前調査

・調査期間

2002年４月１７日（水）～２４日（水）

・調査海域及Zj噌閉査点

北緯37度40分以南の東経132度00分～135度00

分の海域の26の調査点で海洋観測調査を実施し,その

うち５点で畿醗調査を実施した(図l)。

②盛漁期調査

・調査期間

2002年９月２日（月）～９日（月）

・調査海域及ひ顎匿点

北緯39度00分以北東経134度００分～137度００

分の海域の１９の調査点で海洋観測調査を実施し,その

うち６点で釣獲調査を実施した(図2)。

【調査結果の概要】

①漁期前調査結果

・海洋観測調査

表面水温は13.6～15.8℃であった｡水深50ｍの水温

は11.40～15.06℃であった。

表面と水深50ｍの水温分布を図3及び図４に示した。

隠岐島周辺から経ケ岬沖の沿岸海域で水温が高い傾向

にあった。

・釣獲調査

若林信

５回の操業で3,137尾のスルメイカが漁獲された。

釣機１台１時間あたりの漁獲個体数(CPUE)は,１．４４

～17.55であった。最高値を示した調査点は隠岐島西

方のSt､５，最低値は経ケ岬沖のSt､26であった。隠岐

島周辺海域でCPUEが高く，それより東方の海域で低い

数値であった（図5)。このような倒句は前年度の調査

でも認められているが，ＣＰＵＥは11.8～24.4であり，

今年度は前年度に比べて低調であった。

スルメイカの外套背長範囲は10.5～25.6ｃｍであっ

た。各調査点における外套背長のモードはＳｔ,５で

19.5cm､その他の調査点で15ｃｍ前後に認められた。

②盛漁期調査結果

・海洋観測調査

表面水温は22.8～24.5℃であった｡水深50ｍの水温

は8.93～16.24℃であった。

表面と水深50ｍの水温分布を図6及び図7に示した。

水深50mでは､大和堆の南(S1.7)で水温が低かった。

・釣穫調査

６回の操業で19,249尾のスルメイカが漁獲された。

CPUEは19.16～116.85であった。最高値を示した調

査点は大和堆のほぼ中心部のＳ1.6で，突出してＣＰＵＥ

が高く，それ以外の海域では19～38程度であった。最

低値はS１．６の西方のS1.4であった（図8)。

スルメイカの外套背長範囲は14.8～29.5ｃｍであっ

た。各調査点における外套背長のモードはＳｔ､４で

24.5cm,Ｓ1.6及びＳｔ､９で23.5cm，Ｓ1.12,Ｓｔ､１６及び

ＳＬｌ９で22.5cmであった。

漁期前調査及び盛漁期調査の結果はそれぞれ2002年５月及

び９月に関係機関に送付した。

－１８－

【調査結果搭載印刷物等】

平成14年度富山県水産試験場年報資料

2003年７月富山県水産試験場．
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１．３資源評価調査事業

（１）資源評価基礎調査

井野慎吾

【結果】

調査結果は日本海区水産研究所に報告したほか．

「富山湾漁況海況概報」で随時発表した。魚体測定結

果は磁気媒体に記録した。魚種毎の体長組成表をデー

タ集に示した。

【目的】

我が国周辺水域における漁業資源の状況把握及び評

価を行い，その適切な保全と合理的かつ永続的な利用

を図るために必要な関係資料を整備する。

【方法】

水産庁が定める平成14年度資源評価調査実施計画に

基づき．アジ．サバ，イワシ類，プリ類などの魚体測

定等を行った。調査対象魚種毎の測定回数及び尾数は

表lのとおりであった。

【調査・研究結果登載印刷物等】

富山湾漁況海況概報：平成14年４月～平成15年３月

(合計12報）．富山県水産試験場．

平成15年度資源評価票．2003年，日本海区水産研究

所．

表１平成14度の魚体測定回数及び尾数

４月～３月

〃

〃

〃

〃

魚種調査港調査期間測定回数測定尾数測定項目

－２１－

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

マアジ

マサバ

プリ

ペニズワイ

氷見・魚津

〃

。〃

〃

滑ノ1１

８
４
４
０
１
５１

８００

４００

２６２

１０，０８３

３１０

ＢＬ,ＢＷ

ＦＬ,ＢＷ

ＦＬ,ＢＷ

ＦＬ,ＢＷ（ﾋﾗﾏｻを含む）

BW・甲幅ほか

Ｉ



魚卵稚仔分布調査(2 ) 

年4.......6月は，その他を除くと卵及び稚仔ともカタク

チイワシ，キュウリエソ，コノシロ，ホタルイカモド

キ科，ニギスの順に採集数が多かった。

採集個体数が一般に多い6月の， 1982年以降のマイ

ワシおよびカタクチイワシの卵および稚仔採集数(曳網

点当たり， 1995， 1996年は調査せず)を図 1に示した。

マイワシは2002年同様卵・稚仔ともに採集されなかっ

たが，カタクチイワシは卵の採集数が1989年以前の水

準に比べ多く採集されていた。

勇内山

【目的】

多獲性浮魚類であるマアジ，マサパ，イワシ類，

ルメイカ等の日本海における卵・稚仔の分布状況や出

現量を把握し，経年的な情報の蓄積から，これら浮魚

類の資源変動を予測するための基礎資料を得る。

ス

【方法】

水産庁の定める f海洋観測・卵稚仔・スルメイカ漁

場一斉調査指針Jに基づき実施した。使用船舶，調査

時期および項目等を表 1に示した。

【調査・研究結果搭載印刷物等】

調査結果は日本海区水産研究所に報告し，該当魚種

の資源評価の基礎資料として活用されている。

【実施結果】

採集された卵・稚仔の個体数を表2に示した。 2002

347 

マイワシおよびカタクチイワシの卵・稚仔曳網点当たり探集数(1995.1996年は調査せず)図1

月別魚種別の卵稚仔の採集個体数表2魚卵稚仔量調査表 1

'02.6 '03.3 

卵稚仔卵稚仔

マ了シe

ij-，，'属 0

マイワシ O 
カタクチイワシ O 
ウルメイワシ O 
スルメイカ ー

ホタルイカモドキ科 20 

キュウリエゾ 18 
ニ干ス 6 
コ/シロ O 

その他 l 

n
v
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
q
'』
内

J
n
u
n
u

ワ
H
---A 

-
n
u
n
u
n
u
n
U

一

0 

0 
0 

53 

0 
0 
7 17 

27 0 

110 

16 0 

28 1 

10 

0 
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3 

22 

71 
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'02.5 

卵稚仔

n
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9』
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i

... ‘
・
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n
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n
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u
q
L
 

種魚考

改良ノルハ")クネ7ト

備調査点数

n
w
d
n
u
d
n
u
d
n
u
 

---A--Ea---A---A 

'02.4. 2-3卵稚{子7'ラン
'02.5. 8-9クトン採集及び
'02.6. 3-4海洋観測
03.2.26-27 

調査項目調査時期船名トン数

立山丸

160トン

-22-



2002.6.24~2８梅鯛測

釣溌燃

若林信

【調査結果のとりまとめ】

海洋観測結果及びスルメイカ釣獲調査結果は,日本海区

水産研究所へ送付した。

調査海域及び各釣穫調査点における釣機１台１時間当た

りの漁獲個体数(CPUE)を図１に示した。

【目的】

日本海におけるスルメイカ資源状況の評価を行なうた

めの基礎資料を収集する。

【方法】

独立行政法人水産総合研究センター日本海区水産研究

所の定める「スルメイカ漁場一斉調査指針」により実施し

た。

【調査結果搭載印刷物等】

平成１４年度対馬暖流系スルメイカ資源評価に関する資

料，2002年７月，日本海区水産研究所．

【実施結果】

表ｌのとおりスルメイカ漁場一斉調査を実施した。

表１スルメイカ漁場一斉調査実施状況

38Ｎ

識群月日ｌ鋼等事項餓釧羅淀点蝿個憾
40Ｎ

厚
’：’

（３）スルメイカ漁場一斉調査

立山丸１３点

〃 鋪4点5,625
39Ｎ

37Ｎ

図１スルメイカ漁場一斉調査点及びCPUE
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４

井野慎吾

よって，流れ藻に付随しているプリ類の稚魚を採集し

た。

【結果】

平成14年７月９～10日１７～１８日の計２回調査を実施し

た。７月９～１０日の調査ではブリ類が採捕されなかった。

７月17～１８日の調査ではブリが38尾採捕された。採捕状

【目的】

日本海北部海域に加入するブリ当歳魚（稚魚）の加

入状況を把握し，ブリの資源評価に資するため，平成

14年度資源評価調査の一環として独立行政法人水産総

合研究センターの委託を受けて，流れ藻に付随しなが

ら日本海を北上するブリ類の稚魚の分布調査を行うも

のである。

【方法】

調査船立山丸を用いて，流れ藻を探しながら調査海

域を航行し，流れ藻を見つけた場合には小型まき網に

表１ブリ類の採捕状況

況の詳細は表l及び図lのとおりである。

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし

凸
０

調査日採捕位置採捕魚種尾数魚体サイズ(F､Ｌ）

７

H1４．７．１７３７°２５Ｎ、ｌ３７ｏ２５Ｅブリ ６６．５～８．２cｍ
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１．８資源評価調査事業

（４）新規加入量調査

①ブリ
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図ｌ：７月１７～１８日に採捕されたブリ稚魚の体長(F,Ｌ)と体重(B､W)の組成
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内山勇

【目的】

日本海におけるスルメイカ資源評価のための基礎資

料を収集するため，表層トロールにより採集試験を行

い，漁獲加入前の発育段階別の分布量を把握する。

表１新規加入量調査実施状況

使用調査採集外套長(､､）
船舶定線個体数範囲

平均

調査
項目

調査

年月日

【方法】

日本海区水産研究所の定める「平成14年度スルメイ

カ新規加入量調査要領」に基づき実施した。調査定点

を図１に示した。

2002.海洋観測立山丸Ｌｉｎｅ37242.1-178.0
4.10-14採集調査一Ｂ５６．２

2003.同上同上同上１９２１．３－５２．３
３．１１－１３３６．３

【調査結果】

調査結果は表１のとおりで，2002年４月の調査では

合計372個体，2003年３月の調査では合計19個体のスル

【調査・研究結果搭載印刷物等】

調査結果は調査終了後日本海区水産研究所に報告し，

スルメイガ資源評価の基礎資料として活用されている。
メイカ幼体が採集された。

l34El35El36El37El38E
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４ 011

②スルメイカ
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図１平成１４年度スルメイカ新規加入量調査調査点
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雄

､＝１９８

前田経雄

【目的】

日本海における重要底魚資源の一つであるベニズワ

イの資源評価の精度を向上させるためには，資源量を

推定することが重要である。しかしながら，かご漁具

については漁獲効率が明らかとなっていないことから，

「カニかどの有効漁獲面積」（カニかご一つあたりど

れだけの面積からカニを誘集しているのか）を明らか

にする必要がある。そこで，富山県水産試験場は日本

海区水産研究所ならびに水産工学研究所との共同調査

に参画し，ベニズワイの生息密度が予め推定された（水

産工学研究所が水中ビデオカメラ調査により実施）海

域において，ｌかごあたりの漁獲個体数を明らかにす

るためのカニかご試験操業を担当した。

各定点における漁獲個体数ならびに漁独重量を表２

に示した。４定点を合計すると，雄は１９９個体（43.0

表ZZOO2年８月の大和雌におけるカニかご鋼壷による漁蜜個体数および沌塘亜至

水深浸涜時間

閏壷定点２０かごによる漁硬漫の合計かご数１かごあたりの漁猛景

位習詞査定点かご揚げＥ

鯉 除 越 睦

鑓度（Ｎ）経度（E】
－■

F職

【結果の概要】

０１０２０３０４０５０６０７０８０９０１００１１０

甲幅（ｍ、）

図２２００２年８月の大和堆においてカニかごで漁獲

されたベニズワイの甲幅組成

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし

個体数重量（kg）個体数重量（kg）個体数重量（k2）個体散重量（kjz1

－２６－

ＹＡﾏｮ

YＡ－４

ＹＡ－Ｓ

ＹＡ－６

７
０
４
８

Ｚ
ｍ
４
２

６．２

２１．１

１０．０

５．７

叩
８
０
２

１．０
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０．０

０２

０
０
０
０

２
２
２
２

４
０
２
４

●
●
●
ユ

ー
５
２
１

３
１
５
３

●
●
●
▲

０
１
０
０

0.5

0.4

0°Ｃ

０－１

１
０
０
０

●
■
●
凸

０
０
０
０

3９．

３９．

３９．

３９．

合計１９９４３－ｏｚ０２－１８０２－５０５０３００

-３８．９９１

－３９．８３９

－４５．９９０

－４７．７１４

kg)，雌は２０個体（2.1ｋｇ）が漁獲された。ｌかごあた

りの雄の漁獲個体数は，１．４個体（YA-3および４）か

ら５．０個体（YA-4）で，平均では２．５個体であった。

漁獲されたベニズワイの甲幅組成は，雄では６０～115

mmの範囲にあり，９０ｍｍ以下（漁獲禁止サイズ）の個体

が大部分を占めていた。雌では５５～７０ｍｍの個体が漁

狸され，雄と比較して小さかった。

本調査結果と，水産工学研究所が推定したベニズワ

イの生息密度から算出された有効漁獲面積（甲幅９ｃｍ

以上の個体を対象）は，400～7,000㎡/lかごと変動が

大きかった。したがって今後は，生息密度の高い海域

においてより多くの調査を実施する必要があると考え

られる。

【方法】

２００２年８月２２～２４日に漁業調査船立山丸により，

カニかごを用いた漁獲試験を大和堆の水深約８００

（YA-3）～1,100ｍ（YA-6）の４つの定点において実

施した（表ｌ)。

、_目
表12002年８月に大和堆において行われたカニかご畑査定点

YＡ－３

ＹＡ－４

ＹＡ－Ｓ

ＹＡ－Ｇ

(5)ベニズワイ資源生態調査

0賑

旨宅牟弓
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iONg

２１時間

２４時間

２１時間

２２時間

８２９ｍ
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ｌＯ２Ｓｍ

ｌＯ７８ｍ

１３５．

１３５．
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１３５｡

-４３．６３５

－４０．９８４

－３０．９６２

－２２－１９３

O_弓

かにかご（底面の直径１３０cm，高さ７２ｃｍ，かご上

部の陥入口の直径４０cm，目合１５ｃｍ：秋山工業所（境

港）製）をｌ連あたり５０ｍ間隔で２０かご取り付けて

使用した。餌のサバは１かごあたり４尾ずつ取り付け，

かごの浸演時間は原則として２２時間（実際は２１～２４

時間）とした（表ｌ)。

漁独されたベニズワイはかご毎に雌雄別の個体数を

計数した。雌雄ともに甲幅を0.1ｍｍの精度で計測し，

雄の場合にはハサミ幅の計測も行った。さらに，定点

毎に雌雄別の漁獲物重量を測定した。

８月Ｚ４日

８月２３日

８月２４日

８月２３日
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(6晦洋廃棄物生物影響調査

【目的】

海洋中に流出または投棄された漁具が，流出後も漁獲を

続け（ゴーストフィッシング)，生物資源に負の影響を与え

ていることが近年問題となっている。ベニズワイを対象と

したカニかご漁業においても，かごの網地には分解されに

くい化学繊維が用いられていることから，ゴーストフィッ

シングが生じていると指摘されており，その対策は急務と

いえる。

この解決策として生分解性プラスチック（繊維）の漁具

への応用が考えられる。しかしながら実用にあたっては，

使用中は十分な強度を保持し，かつ使用後は海水中で分解

するという性質が要求される。このため，生分解性プラス

チック（繊維）の海水中における分解機構や分解に伴う物

性の変化を明らかにしておく必要がある。また，ベニズワ

イは深海で低温という特殊な環境下に生息している。そこ

で本調査では，低温環境下における生分解性プラスチック

（繊維）の分解挙動を実験的に明らかにすることを目的と

した。

なお，本調査は水産工学研究所ならびに東京水産大学と

の共同研究により実施した。

【方法】

富山湾の水深321ｍの海底から汲み上げられた海水を，ベ

ニズワイの生息水温とほぼ同じ0.5℃に冷却し，水槽にかけ

流した。その水槽内に2002年１２月２４日より，分解性合成

繊維のボリカプロラクトン(PCL)モノフィラメント（110,

300,500デニール)，ボリヒドロキシブタン酸（PHB/V）モ

ノフィラメント（300デニール)，およびFieIdMale（8lb)，

天然繊維の綿糸ならびに絹糸の合計７つの種類や太さの異

なった繊維を４組浸潰した。なお，繊維には光が当たらな

いように水槽に蓋をして遮光した。

水槽内の水温を１週間に１回，棒状水温計により測定し

た。

【結果の概要】

実験開始後の水槽内の水温は約0.7℃でほぼ一定であった。

前田経雄

３０日後(2003年１月２３日)，９０日後(2003年３月２４日）

にそれぞれ1組の繊維を取り出して，水洗後乾燥させた。

繊維は，分析実施機関である東京水産大学水産学部海洋生

産学科機能材料設計学研究室に送付した。

【調査・研究結果搭載印刷物等】

なし

－２７－



(2)生物測定調査

若林信

【目的】

富山湾で漁獲されるマグロ類等の漁獲データ・生物学的情報

等の収集・解析を行い，北太平洋のマグロ類等の資源評価に必

要な基礎資料を整備することを目的とする。

表１－２クロマグロ漁獲状況(魚津）

メジ・シビコマグロ

漁獲重(kgj調査年月

2002年l～１２月氷見市場及び魚津市場において合計１９回の

生物測定調査を行い，合計８７３個体のクロマグロの尾叉長を測

定した。測定結果は表２のとおりであった。

メジ・シビコマグロ

2002.

０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０

２
０

１

７
０
０
０
４
３
８
４
７
８
㈹

９
５
４
１
艶
馳
犯
７

９
１１2002.1

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

【方法】

独立行政法人水産総合研究センターの定める｢平成14年度日

本周辺高度回遊性魚類資源調査の手引き｣に基づき,漁獲状況，

生物測定，標本収集及び標識放流について調査を実施した。

【実施結果】

(1)漁穫状況調査

調査対象市場（氷見・魚津）におけるクロマグロの銘柄別漁

獲状況は表１‐１及び表１‐２のとおりであった。

０
１
２

２
３
４
５
６
７
８
９
１
１
１

表１－１クロマグロ漁獲状況(氷見） 合計 1224,148

調査年月調査回数測定尾数尾叉長モード

（c､）

表２クロマグロ幼魚尾叉長測定結果(氷見･魚津）

調査年月 漁獲重(kg）

(3)標本収集

2003年１月２４日氷見市場においてクロマグロ幼魚28尾を鱗

（７）日本周辺クロマグロ調査

－２８－
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2002.5

2002.9
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入し，その筋肉，硬組織(耳石・脊椎骨)標本を独立行政法人水

産総合研究センター遠洋水産研究所に送付した。

(4)標識放流調査

富山湾において富山県栽培漁業調査船「はやつき」（１９トン）

によりクロマグロ幼魚の釣獲と標識放流を行なった。標識放流

結果の概要は表３のとおりであった。

表３クロマグロ創漁標識放流結果

放流年月日尾叉長

(cﾛウ

2002.11.2946

2002.11.2946

2002.11.2946

2002.12.447

2002.12.448

2002.12.446

2002.12.446

2002.12.446

2002.12.447

2002.12.4４３

標識番号

アーカイバルタグダートタグ

336

1717

1740

2169

2074

2123

2094

330

2232

５５９

ｌＷＱ１ＮQ２

14611460

14621459

14631464

６５６６

６７６８

６９７０

７１７２

７３７４

７９８０

７７７８

【調査結果搭載印刷物等】

平成14年度日本周辺高度回遊性魚類資源調査，2003年３月，

独立行政法人水産総合研究センター

－２９－
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前田経雄

(1)ベニズワイ調査 富山湾とその周辺海域における漁期始めの資源状態

を把握するために，富山県かにかご漁業保護組合の漁

業者に３０かごで漁獲されるかにの個体数，操業位置，

水深，かごの浸潰日数等の記帳を依頼した。本調査は

禁漁開けの初回操業時に行った。

【目的】

富山県におけるベニズワイの漁獲量は減少傾向にあ

り，以前と比較して漁獲物のサイズも小型化してきて

いる。さらには近年，漁獲金額も減少していることか

ら，ペニズワイについて資源管理型漁業を推進する必

要がある。富山県かにかご漁業保護組合では，平成１１

漁期年（平成１１年９月～平成１２年５月）から漁獲限

度量を定め，自主的な資源管理に取り組んでいる。今

後，適正な漁獲限度量を設定するためには，ペニズワ

イの資源状態および漁獲実態等について調べておく必

要がある。そこで以下の３項目について，昨年度に引

き続き調査を実施した。

【結果の概要】

①漁獲統計調査

ペニズワイの漁獲量と漁獲金額の推移を図ｌに示し

た｡平成１３年の漁獲量は754トン,漁獲金額は３億673

万円であった。平成１２年の漁獲量（675トン）および

漁獲金額(3億966万円）と比較すると,漁獲量は11.7％

増加したが，漁獲金額は0.9％減少した。

２０００ １０

０

1.4複合的資源管理型漁業促進対策事業

叩
“
皿
５

５

（
八
壬
）
頃
璽
風

【方法】

①漁獲統計調査

ベニズワイの漁獲量および漁獲金額（属地統計）を，

昭和３０年～平成１３年の「富山県水産業の動き」（北

陸農政局富山統計事務所編）によって調べた。

②曳航式深海ビデオカメラによる生息密度

調査

富山湾におけるベニズワイ資源の醗向を判断する上

で必要となる生息密度を明らかにするために，曳航式

深海ビデオカメラ（渡部・山崎，1999）による調査を

実施した。平成１３年７月２３～２５日および８月６～８

日に富山湾中央部（図２）において，長さ2.5ｍ，高さ

1.5,,幅1.6ｍの楕円形の曳航体に，深海用ビデオカ

メラ（水深1,000ｍの耐圧ハウジングにビデオカメラ

が内蔵されたもの）を取り付け，タイマーにより海底

で約１時間の撮影を行った。曳航距離はＧＰＳによって

測定された調査船の位置から求めた。ビデオカメラに

映ったベニズワイの個体数を計数し，観察面積（曳航

距離×視野幅1.6ｍ）で除することにより，生息密度(個

体数/1,000㎡）を求めた。

③資源評価調査

額金
量
獲
獲
漁
浬
一
一

０

⑩、⑩辰、⑳、の、８ｎｏ
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図１富山県におけるベニズワイの漁痩量およ
び漁獲金額の推移（属地統計）

②曳航式深海ビデオカメラによる生息密度

調査

１２回のビデオカメラの曳航により，合計32,937㎡の

面積を撮影し，４４６個体のペニズワイを確認した（表

l)。調査ライン毎の生息密度は5.4～22.4個体/１０００㎡

と推定され，平均では１３．１個体/１０００㎡であった。平

成１２年および’３年に同一海域で行った調査では，平

均の生息密度は12.6および'0.5個体/１０００㎡であった。

したがって当海域においては，生息密度に大きな年変

動は存在していないと推測される。一方，富山湾にお

ける生息密度は,依然として日本海における他海域(隠

岐諸島周辺，奥尻海嶺）における密度よりも低く，資

源の状態は低水準のままであると考えられる。
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富山湾における調査海域と曳航式深海

富山湾内での操業については，かご揚げ位置とIかご

あたりの甲幅９cmを超える雄の漁獲個体数を図３に示

した。かごの浸潰日数は１日から２０日間と差が認め

られたが，本調査では浸漬日数の違いを考慮に入れて

いない。ｌかごあたりの甲幅９ｃｍを超える雄の漁獲個

体数は，1.2～25.5個体の範囲にあり，平均値は１０．１

個体/ｌかごであった。平成１１～１３年漁期（平均値：9.5,

8.7,12.7個体/ｌかご）と比較して，大きな差は認め

られなかったことから，富山湾周辺におけるベニズワ

イ資源は，顕著な減少傾向を示していないと考えられ

る。富山湾内（No.ｌ～１０）と湾外（No.１１～15）にお

ける漁獲個体数を比較したところ，富山湾内では平均

で７．２個体/lかご（範囲：1.2～15.3）であったのに対

し，湾外では平均で15.9個体/１かご(範囲:4.2～25.5）

であり，これまでの年と同様に湾外における漁獲個体

数の方がが多かった。したがって，本調査からも富山

湾内における資源状態は依然として低水準であると推

測される。
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表12002年７月および８月に富山湾中央部において曳銃式深海用ピデ

オカメラにより推定されたペニズワイの生息密度一一

2301.6

2055.4

1850.4

２１９１．６

１１８６．７

885.1

１１４６．０

１３７４．１

2128.1

1949.4

２１４９．７

１９４２．５

曳航ＮＣ鯛査日観察距麓観察面積観察個体数生息塵度

－３１－

(個体数／1,000㎡）(、）（㎡

③資源評価調査

富山県のかにかご漁業者により，漁期始めに３０かご

で漁獲された甲幅９ｃｍを超える雄の個体数，かご揚げ

位置，水深，浸漬日数等の結果を表２に示した。また，
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あたりの甲幅9cmを超える雄の漁獲個体数
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(2)パイ類調査

④高水温を経験したツバイの生残率

一度船上に水揚げされたツバイが，再放流された

後に生き残るのかを明らかにするために，水槽内で

ツパイに様々な水温を経験させて生残率を調査した。

パイかごが揚網されて徐々に水温が上昇する過程と，

船上から再放流後に海底に向けて沈降し，水温が降

下しくいく過程を再現するために，図５に示すよう

に５℃ずつの段階的な水温変化を経験させた。夏季，

春・秋期，冬季を想定して，約３０，２０，１０℃まで

の水温を経験させた。コントロール区は0.5℃とし

た。

平成１４年３月２３日に新湊市場において購入した

活きたツバイのうち，大型群（50.5±5.5ｍｍ（平均

殻高士ＳＤ)）および小型群（31.0±2.5ｍｍ）の２つ

のサイズグループについて，各試験区あたり１０個

体ずつに高水温を経験させて，１４日後までの生残

個体数を調べた。

【目的】

富山県では深海性エゾボラ科巻き貝（以下パイ類

とする）である，ツバイ，オオエッチュウパイ，カ

ガバイ及びチヂミエゾボラ（エゾボラモドキ）の少

なくとも４種類が水揚げされている。平成元年～１１

年にかけては,４種を合計したパイ類の漁獲量が３００

～400トンで比較的安定していたが，平成１２年に

は３００トンを割り込んで２９１トンとなり，漁獲量は

大きく減少した。

パイ類資源を今後も持続的に利用して行くために

は，富山県におけるパイ類の漁業実態やその生態を

明らかにし，適切な資源の管理方法を検討する必要

がある。そこで以下の４つの調査を行った。

【方法】

①漁獲統計調査

パイ類の漁獲量および漁獲金額（属地統計）を昭

和５３年～平成１３年の「富山県水産業の動き」（北

陸農政局富山統計情報事務所編）によって調べた。

②漁獲物測定調査

平成１４年１１月１４日に富山湾において漁獲され，

新湊市場に水揚げされたチヂミエゾボラ１７５個体の

殻高，軟体部重量.（殻なし体重）および生殖腺重量

を測定した｡生殖腺重量指数を次式により求めた(生

殖腺重量指数（GSI）＝生殖腺重量/軟体部重量×１００)。

雌雄の判別はペニスの有無によって行い，雄の場合

にはペニス長を計測した。

③ツバイの飼育による成長試験

平成１４年４月２４日に殻高を計測したツバイ２７１

個体（平均殻高±SＤ39.7±6.4ｍｍ）を，１トン水

槽に収容して飼育を行った。飼育水には0.5℃に冷

却した深層水を用い，餌料は２週間に１回程度の割

合で冷凍サバ，オキアミ，カタクチイワシ等を与え

た。飼育開始１年後の平成１５年４月２４日に全個体

を水槽より取りあげて，殻高を計測した。

【結果の概要】

①漁獲統計調査

昭和５３年以降の富山県におけるパイ類漁獲量お

よび漁獲金額の推移を図ｌに示した。漁獲量は，昭

和６３年以前には増減が認められていたのが，平成

元年～１１年までは300～400トンの範囲で比較的安

定していた。しかしながら，平成１２年以降は減少

傾向にあり，平成１３年の漁獲量は２７９トンで，平

成１２年から4.1％減少した。漁獲金額は，平成元年

～１０年には４億円を上回る高水準を維持していた
500
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富山県のパイ類漁獲量と漁獲金額の推移
（属地統計）
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殖腺重量指数は，雄では殻高１００ｍｍ以上で，雌で

は120ｍｍ以上で値の大きな個体が出現した（図３)。

雄のペニス長は，殻高６０ｍｍでは１０ｍｍ程度であっ

たのが，殻高120ｍｍで４０ｍｍ，殻高160ｍｍで７０～

80ｍｍに発達した（図３)。以上の結果から，チヂミ

エゾボラの雄は殻高ｌＯＯｍｍで，雌は殻高120ｍｍ以

上で成熟する可能性が示唆され，そのような個体が

漁獲物に占める割合は小さいことが明らかとなった

（図２)。

③ツバイの飼育による成長試験

1年間のツバイの殻高の成長量は-4.9～5.2ｍｍの

範囲にあり，平均値±標準偏差は0.58±1.29ｍｍで

あった（図４)。平均の成長量が１ｍｍを下回り，さ

らには３９％の個体がマイナス成長を示した。このよ

うに成長が極めて悪かった原因としては，薄く割れ

やすいツバイの殻を，飼育中のハンドリングにより

傷つけていた可能性が高いと考えられる。今後はこ

の点に留意し，低密度の飼育を行い，ツバイの成長

を明らかにしていく必要がある。
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図２２００２年１１月１４日に富山湾で漁
獲されたチヂミエゾボラの殻高組成
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が，平成１１年以降は減少に転じ，平成１３年には２

億8,883万円と，平成１２年から2.8％減少した。

平成１３年の主要市場における漁獲量とその割合

は，宮崎浦１７トン（6.1％)，黒部４０トン（14.3％)，

魚津１５４トン（55.2％)，滑川４トン（1.8％)，新湊

６２トン（21.5％)，その他地区３トン（1.1％）であ

った。

②漁獲物測定調査

平成１４年１１月１４日に富山湾で漁獲されたチヂ

ミエゾボラの殻高組成を図２に示した。殻高組成は

雌雄でほとんど違いが認められず，３０～160ｍｍの

個体が漁獲され，３５～60ｍｍの個体が多かった。生

④高水温を経験したツバイの生残率

実験開始後のツバイの生残個体数の変化を図６に

示した。大型群，小型群ともに２０，１０℃区および

コントロール区においては，２週間後においても死

亡個体は現れなかった。３０℃区においては，大型群

では実験後５日目から死亡個体が出現し，１４日後

には６個体が死亡した。小型群では実験後１日目か

ら死亡個体が出現し，７日目にはすべての個体が死
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図４２００２年４月～２００３年４月
におけるツバイの殻高の成長量
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びに雄の殻高とペニス長の関係



亡した。以上の結果より，表面水温が３０℃近くに

達する夏場においては，船上に引き揚げられたツバ

イを再放流しても，高い確率で死亡すると推定され，

その傾向はより小型の個体で顕著であると考えられ

る。
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図５ツバイの生残率試験における各試験区の
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【調査結果搭載印刷物等】

平成１４年度複合的資源管理型漁業促進対策事業

報告番

０
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1４７
実験日からの経過日数

図６ツバイの生残率実験における生残個
体数の推移
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（３）ヒラメ調査

【目的】

栽培対象種であるヒラメの効率的な資源管理を行うた

め、漁獲実態を調査し、現在の小型魚の再放流サイズ（全

長15cm）の拡大を検討する。

【方法】

平成14年５月から15年２月にかけて、氷見、魚津及び滑川

の各産地市場に水揚げされたヒラメの全長組成、各サイズ

毎の単価及び放流魚（体色異常魚）の漁獲状況について調

査を実施した。

滑川市場については､平日の市場開場日に毎日調査を実

施した。氷見市場については、月にl～２回調査を実施した

が、これ以外に富山県水産公社職員が毎週１回調査を実施

しており、本報ではこのデータも併せて使用した。また、

魚津市場については、月に１～２回調査を実施した。

なお、市場調査により取得したデータについては、他県

から搬入された魚を除外し、各産地所属の組合員が地場で

漁獲したヒラメに限り使用した。

【結果の概要】

①操業実態

氷見地域では、定置網、刺し網及び地曳き網によってヒ

ラメが漁獲されており、魚津、滑川地域では、刺し網によ

る漁獲がほとんどであった。

②漁獲物の全長組成

１４年５月から15年２月までの各市場で漁獲されたヒラメ

の全長組成を図－１に示した。また、漁獲物に占める全長

30cm未満のヒラメの割合を表－１に示した。

各市場とも、全長30cm未満の漁獲割合が5～１０月にかけ

て高かったが、特に氷見市場では5～８月に全長30cm未満の

漁獲割合が高かった（図－１，表－１）。

氷見市場における漁法別のヒラメ漁穫全長組成（図－２）

では、刺網による漁獲が5～10月にかけて多く、地曳網に

よる漁獲が5～８月に多かった。また、５～８月には、２５cm未

満の小型魚の占める割合が高かったが、刺網、地曳網のみ

ならず、定置網でも同程度の小型魚が多獲されていた。周

年の漁獲物組成（図－１）からも判るように氷見地区では

小型ヒラメの漁獲が多かった。

渡辺健

③市場価格

各市場におけるヒラメの全長毎の価格(活魚として売

られているヒラメの単価）を表－２に、月別の漁獲量のｸﾞ

ﾗﾌを図－３に示した。

滑川及び魚津市場では、漁獲量が多くなる冬季に単価

が安くなり､漁獲量の少ない7～10月にかけて単価の高い

傾向が見られた。氷見市場では、５，６月及び'1,12月に単

価が安く、９，１０月の単価が最も高かった。また、5,6月の

全長20～23C､のヒラメ単価は１００円／尾を割っていた。

④放流魚の漁獲状況

体色異常から判断した放流ヒラメの漁獲状況を表－３

に示した。

放流魚が漁獲物に占める割合は、月及び市場によって

異なるが、０．９～3.3％であった。

【鯛査結果等搭載印刷物等】

平成14年度複合型資源管理促進対策事業報告書

－３６－
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表-1 市場調査における全長30cm未満ヒラメ漁獲割合
(平成14年度)

5、6月 7、B月 9、 10月 11、 12月 1、2月
29cm以下尾数 A 138 104 97 6 5 

滑川市場 調査尾数 B 555 382 693 1975 562 
A/日(今も) 24.9 27.2 14.0 0.3 0.9 

29cm以下尾数 A 54 77 19 6 15 

魚津市場 調査尾数 日 254 122 91 746 541 

AI日(%) 21.3 63.1 20.9 0.8 2.8 

29cm以下尾数 A 1441 1883 201 68 34 

氷見市場 調査尾数 日 2214 2279 559 1497 330 

AI日(%) 65.1 82.6 36.0 4.5 10.3 
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表－３ヒラメ体色異常魚の漁獲状況（平成14年度）
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表－２調査市場におけるヒラメの全長別、
漁獲月別平均単価(円／尾）
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１１２１２
５６７８９月1０１

全長c、

22-23

24-25

26-27２７２５４５５１０

28-29４０２８０４６４８

30-31５８３１２１０９６８４９９４０１
●●●●●●●●●●七｡●●●■｡●のら■の■■■■■■■■■■｡●■●巴｡｡の■■ＣＧ●ｇ■｡●●●◆●●ｅ●●●ｅ●①◆①◆◆◆●◆■●■●ご●■け●◆●ＣＯ●◆●●●●①●●●ＣＣＧ□●■●■■■●●｡●●■■■■一一一号害二号一号舎含舎舎冒三=二■ｐｐ●●●●の■ご●●■■■■■●

３ ２－３３７７３１３５８１２２８５９７６１９

３４－３５１０５６２３００１６８３７７８８４７

36-37１４４３２１４３１０３３９９３

38-39１７２５１３１５１２８４

40-41２２５９１９１２１７０８

42-43２１９８1774

44-45２６６０２２７７

24-25２２６

２６－２７２８０３４１３６０

28-29４０４５２７５３９

30-31６１０６４０６８３４７９
+Ｃｅ●◆◆●●●◆●●●｡●｡●●●●●①◆●●●●●◆◆●●◆●q■つつ●●●●●●｡｡。いむ｡ｐ■■■■■■■■■■■■■■巳●●の弓①巳●●●●●●●●◆ｅ●◆●◆●屯で●Ｇけ。■●■むご●■■｡●●●■｡●●●●●●●。●●●●●◆●①●●｡●◆●ＣＧ■●◆●勺●●■◆●●◆●●●

3 2-33８６５９８２９４４５４０５０６

34-35１０００１３５４１３８１６１４７６４

36-37１３６０１８５４１７８７７９６９４５

３８－３９１９２５２２９３２３５０１１０７１５０８

４０－４１２１４２１５４５１９２７

４２－４３２８２３１９０４２４８６

44-45３５９１２３４６２９１３

－３９－

漁獲月５．６月7.8月9.10月11.12月1,2月

２０－２１６４１２７

２２－２３７３１７３

２４－２５１６１２５８

26-27２２７３６８５８２

２８－２９３０８５１４７０８３４５

３０－３１４４１７４１８３３４６９７６０
和●●●●●●●●◆●●●●●●●●●●●●●●◆●●●■●●●。白■■■■■●●｡●■由一国間｡●●●●●●●●●●●●■●●■｡●●●●■●eeC●●●●●●●●◆●●●①●◆●◆◆●●●●●●●●色色色色■■■■■■■■白●●■■■●●③｡｡｡■①■●の●｡●■■●●●●Ｃ●●

３ ２－３３６２４８１６１１１０５７８７５７

34-35８６２８６６１２５３７６２１０９２

36-37１２６５１４９３１７２８９９８１３１７

38-39１６１７２０１２１２３６１５４３

40-41１９４３１５９３２３６９

４２－４３２２５３１９００２４６５

４４－４５２８９１２４６３



(4)定置網漁業調査

【目的】

富山県の基幹漁業である定置網漁業について，将来

資源管理を行う際の基礎資料とするため，漁具の設置

状況および漁獲実態を明らかにする。

【方法】

聞き取り，アンケート調査，関連資料の分析および

海上や海岸からの観察により，漁具の設置状況を調べ

た。また，漁業種類別の漁獲量のデータを収集した。

【結果の概要】

2000～2002年の調査の結果，富山県沿岸における大

型および小型定置網の設置位置は，図１に示すとおり

37○Ｎ

50,

137oＥ

内山勇・井野慎吾

であった。身網１つを１漁場としてカウントすると，

大型定置網の漁場数は７９，小型定置網では７５漁場と

なった。ただし，重複する漁場が季節別に利用される

場合はそれぞれに，また一時的に利用されていないと

判断された漁場もカウントに含めたので，これらの漁

場数が同時に操業されている網数を示すものではない。

なお,本調査による２００２年の富山県における定置網に

よる総漁獲量は，16,677トンであった。

【調査結果搭載印刷物等】

平成１４年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告

書

20’

図１富山県沿岸における定置網の設置状況(2000～2002年調査による）

－４０－



１．５ブリ回遊生態調査

【目的】

1970年代後半から1980年代にかけて日本海北部

海域（石川県以北）では大型ブリの漁獲趣が低迷

し，漁獲量が１００～200トン程度の年もあった。し

かし，1990年を境に漁況が好転し，2,000～

3.000トン以上もの大型ブリが漁獲されるように

なった。これは，大型ブリの回遊生態が変化し，

日本海北部海域への来遊戯が大きく増加したこと

によると推察される。

本調査は，変化したと考えられる大型ブリの回

遊生態及びその変動状況を把握するとともにその

メカニズムを解明し，漁況予測に資する。

【方法】

平成14年度は関係漁業者及び漁協の協力を得て

下記内容の標識放流調査を実施した。

（１）調査内容

アーカイバルタグ（記録型標識）を使用した

大型ブリの標識放流調査

井野慎吾

（２）標識放流実施場所及び時期

・福井県美浜沖：平成14年５月１５日実施

（FL､７３～85cm），放流尾数：１０尾（ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙ

タグ１０尾）

・長崎県対馬沖：平成15年２月６日実施

（FL､３９～84cm）．放流尾数：４９尾（ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙ

タグ23尾、ヂｨｽｸﾀｸ゙ のみ26尾）

【結果の概要】

平成15年３月３１日現在の放流地別の再捕状況は

表l～２のとおりである。表3～５には平成13年度ま

でに放流した標識魚の平成14年４月～15年３月末に

おける再捕状況を示した。

調査実施協力機関等：石川県水産総合センター．

福井県水産試験場，丹生大敷網組合（福井）．高

浜漁業協同組合（対馬），長崎県対馬水産業普及

指導センター，長崎県総合水産試験場。

【調査･研究結果登載印刷物等】

なし

表１：2002年５月１５日に福井県美浜沖で放流したプリ標識魚の再捕状況
再捕日 再捕場所等 尾数 備考

2002/０５/1７ 福井越廼村，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2002/05/1８ 福井三方町小川，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2002/05/2０ 福井美浜町日向．定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2002/06/0９ 福井河野村，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2002/07/2５ 福井河野村．定置 Ｉ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 故障

2002/１０/0５ 石川能登西沖．まき網 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

合計 ６

表２：２０03年２月６日に長崎県対馬沖で放 たプリ標識魚の再捕状況

再捕日 再捕場所等 尾数 備考

2003/02/1８ 長崎対馬沖，まき網 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

合計 １

表３：1999年１月２９日に富山県氷見沖で放流したプリ標識魚の再捕状況（2002年４月～2003年３月末）
再捕日 再捕場所等 尾数 備考

2002/09/1２ 島根日御崎沖，釣 1

合計 1 水揚げ尾数68尾

放流以降、2003年３月末までに68尾が水揚げされた。（放流尾数：100尾）

表４：2000年２月１６日に長崎県対馬沖で放流したプリ標識魚の再捕状況（2002年４月～2003年３月末）

再捕日 再捕場所等 尾数 備考

2002/04/0９ 東シナ海．まき網 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 故障

合計 １

放流以降、2003年３月末までに１２尾が再捕された。（放流尾数：５９尾）

表５：2002年２月１３日に長崎県対馬沖で放流したプリ標識魚の再捕状況（2002年４月～2003年３月末）

再捕日 再捕場所等 尾数 備考

2002/06/0２ 福井越廼沖，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2003/01／1１ 島根大社沖，まき網 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

合計 ２

放流以降、2003年３月末までに２尾が再捕された。（放流尾数：２５尾）

－４１－



2．栽培。深層水課
2.1栽培漁業開発試験調査研究

（１）新栽培漁業対象種開発研究

①コチ種苗生産技術開発試験

（２）造成漁場調査研究

①滑川地先海域環境委託調査

②滑川市地先造成漁場等委託調査

③魚津市地先造成漁場等委託調査
（３）資源増大技術開発事業（|日浅海域複数種放流技術開発研究）

種苗量産技術開発研究

２．２深層水有効利用研究

（１）深海性有用生物（トヤマエビ）種苗量産ｊ

（２）深海性有用生物の生態学的研究

①深海性パイ類の生態学的研究

②ベニズワイの生態学的研究(漁業資源課）

③マダラ親魚養成に関する技術開発研究

④ハタハタ親魚養成に関する技術開発研究

（３）深層水多段利用研究

①付着珪藻の安定培養技術の開発

②アワビ飼育排水を利用したヒラメ飼育試験

③アワビ類養殖技術の開発

（４）深層水利用藻場海藻培養研究

2.3非水産分野における深層水有効利用研究

（１）微細藻類培養試験研究

2.4富山湾の海洋科学研究

（１）日本海固有水の性状特性に関する研究

（２）湧水域周辺の生物群集に関する研究

2.5富山湾漁場環境調査

（１）漁場環境総合監視調査

①漁場環境監視調査

②生物モニタリング調査

（２）富山湾水質環境調査



２．１ 栽培漁業開発試験調査研究

(１）新栽培漁業対象種開発研究

①コチ種苗生産技術開発試験

【目的】

富山湾における次期栽培漁業対象種としてコチの人

工種苗量産化および放流技術開発のための基礎資料を得

るため，種苗生産試験および標識放流を行う。

【方法】

(1)採卵方法の検討

平成８年度に種苗生産した人工種苗魚および平成11～

13年度に氷見市場に定置網，刺網で漁獲され水揚げされ

た天然活魚を購入し，屋内角形コンクリート４㎡水槽

（1.5×2.8×１．２ｍ・使用水量２㎡）内に収容して養成

した。養成魚には冷凍のホタルイカ，イカナゴ，カタク

チイワシ，マアジおよびウルメイワシを餌料として投与

し，平成14年７月まで生き残った天然親魚７尾全長40.5

～50.0cm，体重550～8709と人工種苗魚16尾全長31.0

～38.5cm，体重200～5809を産卵親魚として用いた。平

成14年７月２日に養成水槽から屋外の上屋付角形コンク

リート６㎡（２×４×1.0ｍ・使用水遇６㎡）産卵水槽へ

収容し，７月20日までの間，産卵水槽の排水口に卵採集

用水槽を設霞し，産出された卵をオーバーフロー式でネ

ット（ナイロン製）で採集した。卵採集用水槽を毎日観

察し，産卵回数および総産卵数を調べた。

(2)アルテミア幼生の給餌期間を変えた仔稚魚の

生残率の比較試験

卵のふ化および仔稚魚の飼育は，屋内の７㎡角形コン

クリート（4.5×2.0×1.0ｍ）水槽２面（N０１，ＮＱ２）で

行った。生残率比較試験に用いた浮上卵は，平成14年７

月１６日に採卵したもので，それらを７㎡水槽２面に分け

てふ化させた。収容卵数は両水槽とも88,000粒であり，

ふ化仔魚数はＮＱ１水槽65,000尾（ふ化率73.9％）および

NoL2水槽71,000尾（ふ化率98.6％）であった。飼育水は

－４２－

堀田和夫

ふ化後１日目までは止水とし,ふ化後２～１５日目までは，

スーパー生クロレラ－Ｖ1２（クロレラエ業株式会社製）

を１日当たり350mＱ添加した。ふ化後２日目以降は流水

とし，仔稚魚の成長とともに注水量および通気量を徐々

に増還した。飼育水の水温は毎日測定し，水槽の底掃除

は汚れの状況に応じて適宜行った｡飼育期間中の水温は，

NcL1水槽で21.5～26.7℃およびNoL2水槽で21.6～26.6℃

の範囲であった。

餌料はＬ型シオミズツボワムシ（以下，Ｌ型ワムシと

いう）を使用し，仔稚魚の成長に伴いアルテミアふ化幼

生（以下，アルテミアという）および配合飼料の順に切

り替えた。Ｌ型ワムシとアルテミアは高度不飽和脂肪酸

（特にＤＨＡ）の強化剤であるスーパー生クロレラ一Ｖ１２

（クロレラ株式会社製）およびパワッシュ一Ａ（オリエ

ンタル酵母株式会社製）で栄養強化して給餌した。アル

テミアの給餌期間は，ＮｃＬｌ水槽でふ化後16～30日目およ

びNu2水槽でふ化後16～40日目までとした。試験はふ化

後50日目まで行い，ふ化後１０，２０，３０および40日目に一

部の個体を取り揚げて全長測定を行った。

(3)中間育成試験および標識放流

平成14年９月５日に平均全長38.9mｍ（全長範囲25.7

～59.5ｍ）の稚魚5,000尾を７㎡水槽１面に収容し，配

合飼料を給餌して中間育成試験を行った。給餌は自動給

餌器を使用して平成15年２月27日まで飼育し，２月28日

にこれらの稚魚に右第２腹篭を切除して標識とし，2,390

尾を富山市四方漁港地先に放流した。標識魚の再捕は，

市場調査や漁業者などからの報告によった。

【結果の概要】

(1)採卵方法の検討

採卵は平成14年７月３日から実施し，７月20日までの



間に産卵は７回みられ，総採卵数は190万粒であり，うち

浮上卵は86.7万粒であった。浮上卵は，すべて受精卵で

あった。平成12年度には333.6万粒（浮上卵15.2万粒，産

卵24回），平成13年度には87.7万粒（浮上卵1.8万粒，産

卵６回）を養成水槽（４㎡）で採卵したが，浮上卵に対

する受精卵の割合は１％以下であった。しかし，今回は

養成水槽より大きい産卵水槽（６㎡）へ収容して産卵さ

せたところ，受精卵の割合が向上した。このことから，

産卵水槽はある程度大きい水槽が必要であると思われた。

(2)アルテミア幼生の給餌期間を変えた仔稚魚の

生残率の比較試験

ＮＯＬｌおよびNQ2水槽の仔稚魚の成長をみると，ふ化後10

日目で平均全長4.8mmおよび4.6mm，ふ化後20日目で平均

全長10.0mmおよび9.3mm，ふ化後30日目で平均全長17.4

ｍおよび15.0ｍ，ふ化後40日目で平均全長28.0mmおよび

26.2ｍとなった。ふ化後50日目の試験終了時の平均全長

は，NOL１水槽で38.9mｍ（全長範囲25.7～59.5mm），ＮｏＬ２

水槽で35.7mｍ（全長範囲23.5～62.3mm）であった。収容

密度が少し低かったNcL1水槽が若干成長が速く，この傾

向は試験終了時まで続いた。試験終了時の生残尾数は，

NoLl水槽11,400尾，Ｎｎ２水槽13,800尾であり，生残率は

それぞれ17.5％と19.4％であった。アルテミアの給餌を

中止し，配合飼料のみに切り替えて以降の共食いなどIこ

よるへい死は，ＮＱ１水槽で約7,000尾，ＮｃＬ２水槽で約4,000

尾であり，アルテミアの給餌期間が１０日間長かったNQ2

水槽のへい死尾数が少なかった。

コチは生物餌料の噌好性が強く，生物餌料から配合飼

料へのスムーズな切り替えが必要である。今後，早朝の

自動給餌器による給餌の効果の検討，浮餌か沈下餌の配

合飼料の検討，給餌回数の検討などを行い，共食いを防

止する方法の開発が必要である。

(3)中間育成賦験および標識放流

中間育成試験に供した稚魚は，平成14年１０月25日（ふ

化後100日目）には，平均全長105mｍ（範囲88～132mm），

平均体重7．０９（範囲4.0～14.09）に成長し，取り揚げ時

の平成15年２月27日には平均全長121ｍ(範囲96～179mm)，

平均体重11.09（範囲5.5～34.79）となった。生残尾数は

2,433尾であり，生残率は48.7％であった。減耗の主な要

因は，中間育成開始当初の共食いによるものであった。

富山市四方漁港地先で２月２８日に放流した2,390尾の

標識放流魚は，平成15年３月末現在，再捕報告は１例も

なかった。今後成長して再捕される可能性があるので，

追跡調査を継続する。

【闇査・研究結果登載印刷物等】

な し
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（２）造成漁場調査研究
①滑川地先海域環境委託調査

【目的』

滑川市が滑川市高塚の大川へ排出される工場廃水の地

先海域に与える影響を調査することに対し，調査船はや

つきにより調査協力を行う。（滑川市から委託）

【方法】

（１）調査地点

高塚地先海域の大川河口より距離200ｍの同心円上

に３点，同様に500ｍに３点さらに1,000ｍの１点の７

点で調査を行なった。（図ｌ）

,／

画E琶差と一一､含K詞

〃滑川潅滋期

図１圏査定点図

(2)調査月日

採水：平成14年６月26日，８月30日，１２月１８日，

平成15年３月１９日

(3)調査項目（水産試験場担当分）

気象：風向，風力，波浪，ウネリ

水質：水色，透明度，塩分（表層及び水深２ｍ）

【結果の概要】

平成１４年度の調査結果を表－１に示す。

塩分：各定点の塩分値は表層で２４．７～３２．１，２ｍで

26.4～32.9の範囲で変動した。１２月調査時（天候:降

雨）には河川水の影響を受け，全ての定点で，表層，２

ｍ層ともに塩分値が３０以下となった。２ｍ層では，１２

月以外の調査月に塩分値が３０を下回ることは無かった。

小善圭一

透明度：各定点の透明度は３．０～12.0ｍで変動し，河

川水の影響が強かった１２月調査時には，全定点で３．０

ｍと，他の調査月に比べ低い値になった。９月，１２月

調査時は８．０～１２．０ｍで，３月調査時には全ての定点で

7.0ｍとごく沿岸としては高い値となった。

調査項目

風向

風力

波浪

ウネリ

水色

塩分０ｍ

2ｍ

透明度

表－１平成１４年度調査結果

６月

SＷ

O～１

１

３

5～６

３１．８～

3２．１

32.3～

32.7

9.0～

１１．０ｍ

８月

Ｎ～NＷ

Ｏ～１

０～３

２

5～６

３１．４～

３１．９

32.6～

32.9

１０．０～

１２．０ｍ

１２月

Ｓ

1～２

1

３

８

24.7～

26.8

26.4～
●

28.9

3.0ｍ

【調査結果搭載印刷物等】

平成１４年度滑川地先海域の水質調査報告書

３月

SＷ

１

１

１

６

28.4～

30.2

30.4～

31.8

７．０ｍ

－４４－



②滑川市地先造成漁場等委託調査

【目的】

滑川市地先における主要底生生物の資源変動の解明や

増殖・効果判定手法開発のための資料を得るため，滑川

市地先の人工魚礁，アワビ増殖場及びテングサ投石

場で人工魚礁の現況及び主要底生生物の分布と生息状

況を継続的に調べる。

【方法】

(1)人工魚礁調査

滑川市高塚地先の人工魚礁群において，平成１５年３

月２０日にスキューバ潜水により施設の現況と生物の蛸

集状況を調べた。

(2)増殖場調査

①大形無脊椎動物の分布圏査

滑川漁港地先のアワビ増殖場において，平成１４年５

月１４．１６日にアワビ増殖場及びその内側の異形ブロック

またはフトンカゴ帯から垂直に２本の側線(長さ各50ｍ，

約20ｍ間隔）を張り，遊泳しながら幅2ｍの範囲で見つ

けることのできたアワビ，サザエ，マナマコ，ウニ類，

イトマキヒトデ，キヒトデの各個体数を水中ノートに記

録した。

②放流貝追跡調査

増殖場の岸側において，平成１４年５月２３日にアワビ

種苗29,000個体が放流されたが，平成１４年７月２３日，

１０月１７日及び平成１５年１月９日に潜水した際,死殻が

確認できたので，死殻を回収し無損傷殻，穿孔殻及び破

損殻の割合と殻長を調べた。なお，放流貝の死殻につい

ては，本年度放流したと思われる殻のきれいなもののみ

を計数した。

(3)テングサ漁場調査

滑川地先のアワビ増殖場岸側に配置されているFRP礁，

井桁礁及び重礁の各種ブロックにおいて，平成１４年４

月１６日，５月１４日，７月２３日，１０月１７日，平成１５年

１月９日及び３月２０日に頂面の写真撮影（平成１４年４

月１６日，５月１４日及び平成１５年３月２０日は潜水によ

る観察のみ）を行いテングサの被度を調査した。

浦遜清治

(4)漁獲物調査

滑川地先において,で平成14年6～７月の１６日間,潜水

により漁獲されたアワビについて,漁獲物中に占める放

流貝の割合を調べた｡殻長はノギスで測定し,人工種苗の

確認は,ワイヤーブラシで殻長部を磨き,グリーンマーク

の有無によった。

【結果】

(1)人エ魚礁調査

ジャングルジム魚礁,電柱魚礁ともに,施設には特に異

常は見られなかった｡調査当日は透明度が悪かったため，

広範囲を見渡すことはできなかったが,魚類ではメバル，

ベラ類,無脊椎動物ではキタムラサキ,キヒトデ,オウギ

フトヤギ（サンゴの仲間）などが認められた。また,人工

魚礁が設置されている砂泥域では多数のマナマコが確認

された。

(2)増殖場調査

①大形無脊椎動物の分布調査

増殖場，その岸側及び沖側における大型無脊椎動物の

生息密度は下記の通りと推定された。

アワビの生息密度は増殖場岸側及び増殖場ともに

0.005(個体/㎡)であった｡サザエは増殖場で最も多く，

過去最高水準を記録した平成13年度の生息密度0.08(個

体/㎡）とほぼ同水準の0.081（個体/㎡）であった。キ

タムラサキウニの増殖場における生息密度は，平成１３

年度の５分の１の水準の０．０１（個体/㎡）であった。平

成６年度の大量艶死以降，増殖場岸側では確認されてい

ない。マナマコの増殖場における生息密度は，サザエの

次に多く０．７８（個体/㎡）であった。キヒトデの増殖場

岸側と増殖場における生息密度はそれぞれ0.02,0.175

（個体/㎡)であった。イトマキヒトデの生息密度は増殖

場岸側で最も多く，過去最高水準を記録した，平成１３

年度の０．３（個体/㎡）とほぼ同水準の０．２４（個体/㎡）

であった。

②放流貝追跡調査

放流貝（840個）と天然貝（44個）の死殻合わせて８８４
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／
〆

個が回収された。放流貝と天然貝の死殻はともに無損傷

殻が最も多く，それぞれ736個と４３個であった。次いで

破損殻が多く，同順に97個と１個,その次に穿孔殻で放

流貝の死殻で７個体であった｡殻長は放流貝で24～59mm，

天然貝で１１～99ｍｍであった｡放流貝のほとんどは成長の

形跡（殻唇の変色）が認められなかった。

(3)テングサ漁場調査

ＦＲＰ礁、井桁礁及び重礁の各種ブロックでは，かつ

てテングサの生育が認められた。しかし，平成１１年２

月に各種ブロックのうちFRP礁の２基で群落が認められ

たのを最後に消失したままである。一方，中川原地先に

おいて平成１３年に９年ぶりに復活したマンガ漁法による

テングサの採取が今年も行われ，漁期の７月中旬～８月

中旬には，採取されたテングサを干す風景が滑川漁港の

市場前岸壁で見られた。今年度は，乾燥重量で約２トン

の漁獲があり単価は400円／kg前後であった。

(4)漁獲物調査

滑川地先で漁獲された合計1,225個体のアワビについ

て放流貝の割合を調べたところ，放流貝は２４３個体

（19.8%）であった。放流貝の殻長の平均は９４±11ｍｍ

であった。

【調査結果搭載印刷物など】

平成１４年度滑川地先造成漁場等調査報告書．

／
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③魚津市地先造成漁場等委託調査

【目的】

魚津市地先における主要底生生物の資源変動の解

明や増殖・効果判定手法開発のための資料を得るた

め，魚津市地先の藻場（アワビ漁場）と人工構造物

（造成漁場・魚礁）でアワビ等の生物の分布及び生

息状況を継続的に調べる。

【方法】

(1)人エ魚礁調査

経田漁港沖及び北鬼江の人工魚礁において，平成１４

年４月２３日に施設の現況と生物の蛸集状況を調べた。

(2)増殖場閑査

①大型無脊椎動物の分布鯛査

魚津市青島地先の造成漁場において，平成15年３月６

日に，大型無脊椎動物の分布を把握するためライン調査

を実施した。ライン調査は，青島地先の藻場調査で利用

している定線（ステンレス製チェーン）の距岸９０～130

ｍ地点が造成漁場に位置するため，ここを基点とし，西

側に４本の側線（長さ各50ｍ，約20ｍ間隔）を張り，遊

泳しながら幅２ｍの範囲で見つけることのできたアワビ，

サザエ，マナマコ，ウニ類，イトマキヒトデ，キヒトデ

の各個体数を水中ノートに記録した。

②放流貝追跡調査

青島地先の定線上（距岸９０～130ｍ地点）において，

平成14年５月２３日にアワビの死殻を回収した。

(3)藻場調査

魚津市青島地先において，平成１４年４月２３日，５月

２３日，９月２６日，１０月３１日，平成１５年１月１６日及び

２月２５日に，同二本松地先の定線二おいて平成１４年５

月２３日，９月２６日及び平成１５年２月２５日に，魚津港

埋立地東側において平成１４年５月２３日，１０月３１日及

び平成１５年２月２５日にスキューバ潜水を行い,定線(ス

テンレス製チェーン）を中心に海藻の生育・分布状況を

調べた。

上記３定線以外では，経田漁港沖で１回調査を実施し

た。

（４）漁獲物調査

浦遜清治

道下倉庫において，６～８月の１２日間で潜水漁業者が

漁獲したアワビについて，漁獲物中に占める放流貝の割

合を調査した。なお、殻長はノギスで測定し，人工種苗

の確認は，ワイヤーブラシで殻長部を磨きグリーンマー

クの有無によった。

【結果】

(1)人工魚礁調査

北鬼江沖の人工魚礁は，距岸250ｍ付近の急斜面の喋

帯の上にある疎に組まれたジャングルジム魚礁で，ツル

アラメ，オオギフトヤギなどが確認された。魚類ではベ

ラ類，スズメダイなどが人工魚礁とその周辺で確認され

た。一方，経田漁港沖の人工魚礁では，頂面のアングル

でイワガキ，オオギフトヤギなどが確認された。魚類で

は小形のブリ，イシダイ，メジナ，スズメダイ，メバル，

ベラ類などが人工魚礁とその周辺で確認され，小形のブ

リ，イシダイ，メジナ，スズメダイは数十尾が群れを成

していた。

(2)増殖場調査

①大型無脊椎動物の分布調査

青島地先の各ラインにおける大型無脊椎動物の生息密

度は，下記のとおりと推定された。

アワビの各ラインの生息密度の平均値は０．０１（個体／

㎡)で,確認された大型無脊椎動物の中で最低であった。

距岸距離別では９０ｍ地点の密度が最高で，１００及び１１０

ｍ地点ではアワビは確認されなかった。サザエの各ライ

ンの生息密度の平均値は０．１６（個体/㎡）で，距岸距離

別では130ｍ地点の密度が最高であった。マナマコの各

ラインの生息密度の平均値は０．３３（個体/㎡）で，距岸

距離別では130ｍ地点の密度が最高で,かつ'20及び'３０

ｍ地点では確認された大型無脊椎動物の中で密度が最高

であった。

②放流貝追跡調査

殻長６７～１０５ｍｍのアワビの死殻４個を回収した。そ

の内，殻長103ｍｍの個体は放流貝であった。

（３）藻場調査

①青島定線調査
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スナゴなどが散見された。

④定線以外の区域の藻場調査

経田漁港沖において９月２６日に潜水したところ,平成

１３年度は確認されたウミヒルモの濃密なマットは見つ

からず，ウミヒルモがｌ株，アマモが数株確認されただ

けであった。

(4)漁獲物調査

北鬼江から仏田までの転石地帯などで漁獲された合計

277個体のアワビについて放流貝の割合を調べたところ，

放流貝は39個体（14.1%）であった。

【調査結果搭載印刷物等】

平成14年度魚津地先造成漁場等調査報告書．

〆

〆
〆
〆

〆
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季節別に見ると４，５月は，平成１３年度と同様ほとん

どワカメは見当たらず，フクロノリ以外はまばらであっ

た。９月以降，ウスカワカニノテなどのサンゴモ類以外

ではフクロノリ，アヤニシキ，アカモク幼体などが散見

される程度であった。

②二本松定線における調査

季節別に見ると５，９月は，距岸６０～80ｍの範囲で海

藻が繁茂しマクサが優先していたが，泥や着生藻によっ

て藻体が汚れていた。２月には５月と９月の調査時に海

藻が殆ど見られなかった距岸１１０～150ｍ地点で，ワカメ，

カギノリなどが見られた。

③魚津港埋立地における調査

季節別に見ると５月は，距岸30ｍ地点でマクサ，ホン

ダワラ類が認められただけであった。２月には距岸30～

50ｍ地点でカギノリ，６０～１１０ｍ地点でフクロノリ，ベ二



(3) 資源増大技術開発事業(旧 浅海域複数種放流技術開発事業)

【目的1

湾内の人工海岸域におけるアワビ・サザエの栽培漁業

の展開のための基礎資料を得るため，モデル地区(入割T吉

原と朝日町赤.JlDの海岸域に設置された人工構造物とその周

辺において，環境調査及t激流貝の追跡調査を実施する。

【方剥

平成14年度資源僧大技術開発事業(浅海域複数グノレーフヲ

報告書を参照。

【結果の概要】

(1)放流技術開発

放流蹴験

入善町吉原サザエ磁において，平成11年度に標識放流された

サザエの潜水追跡調査を5月に1回実施したものの生貝，死貝

ともに発見できなかった唖

朝日町赤川潜提において，平成12年度に標識放流されたサザ

エの潜水追跡調査を5月，6月及び8月の3回実施したものの，

生員，死貝ともに発見できなかった唱また，赤川地区において平

成14年6月初日と8月6日に漁獲された183個体のサザエに

ついて，標識放流個体の有無を確認した締爵鰍流個併は発見

できなかった。

(2) ~b自由境調査

d満生環境調査

入善町吉原地区では 5月にワカメやアカモクが生育してい

たが，ワカメは業のない中肋のみの個体がほとんどであった。

朝日町赤川地区では， 5月はワカメやアカモクが繁茂してい

たが， 6月はワカメを確認したものの葉のない中肋のみの個体

がほとんどで" 8月はウスカワカニノテ，アヤニシキ， ミノレ以

外の直立海藻は殆ど見られなカーった。

②激物環境髄

入替町吉原地区では 5月にアワビ，サザエ，ヤツデヒトデ，

イトマキヒトデ，キタムラサキウニ，ムラサキウニなどを確認

した

黒部工事事務開~9 月に実擁した，朝日町亦川潜堤の

周辺離岸堤の波消用コンクリートプロックの付着生物調査にお

いて， 2地点から得られた合計4個の波消用コンクリートプロ

浦温清治

ックを静〈たところ，殻長1ω--1191:田のアワビ4個体及。瀬高

位~仙血のサザエ9個体の生息を確認した。これらの結果から

波消用コンクリートプロックにおけるアワビ及びザザエの生息

密度はそれぞれaω6個/nf，0.058個/nfと推定された。

@准害実態調査

水槽実験におけるイシガニ 1個体・ 1日当りのエゾアワビの

平時締食個体数は秋季(10月)で0.6個と最多で，春季 (4

月)で0.05個と最少であった。甲幅7伽n以上のイシガニは

季節に関係なくエゾアワピをよく捕食した

(3)放流効果調査

・漁獲物調査

入善町吉原地区において6--7月の6日間で漁獲され出荷され

た207個体のアワビについて放流貝の割合を調べたところ，天

然員は201個体 ω'7.1%)，放流貝は6個体(2.9%)であった。

朝日町亦川地区において6月20日及び8月6日に漁獲された

計122個体のアワビについて放流貝の寄恰を調べたところ，天

然貝は114個体 (93.4%)、放流貝は8個体 (6.6%)であった。

【舗査結果等搭蟻同1属物等】

平成14年度資源増大技締再発事業(浅海域複数グルーフウ報

告書.
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２．２深層水有効利用研究

（１）深海性有用生物（トヤマエビ）種苗量産技術開発研究

【目的】

富山湾におけるトヤマエビの近年の漁獲量はピーク時

（昭和３８年）の１０分の１前後と推定され，その資源は

低い水準で推移していると考えられる。

資源を増大させる有効な方法として種苗の放流が考え

られ，大量の放流種苗を生産するために深層水を利用し

た親エビ養成技術及び種苗量産・中間育成技術の開発，

ならびに種苗を効率的に資源に添加するための放流技術

の開発を図る。

【結果の概要】

(1)親エビ養成

平成１２年3～４月に採苗に用いた親エビ50尾を天然産

雄エビと一緒に継続飼育したところ,平成１４年４月下旬

に12尾の抱卵エビを得た｡それらを継続飼育したところ，

平成１５年１月１９日から同年３月１０日までに１０，５１０尾

の幼生がふ出した。

平成８年に当場で種苗能産したエビを継続飼育したと

ころ，平成１４年３月下旬に２尾の抱卵エビを確認した。

その後，平成１５年１月１９日から３月２３日までに7,243

尾の幼生がふ出した。

(2)種苗生産・中間育成

①種苗生産

平成１４年３月１３日から１８日までの期間に石川県富来

産親エビ188尾から1,001,000尾の幼生を採集し，その

内の670,900尾を６７～７５日の期間飼育し、平均全長

23.3mmの稚エビ366,340尾(生残率54.6％)を生産した。

②中間育成

平均体長４９．５ｍｍの稚エビ（平成１３年３月生）13,300

尾を平成１４年２月から平成１４年５月まで３０，３キャン

バス水槽で飼育したところ，平均体長59.51,,の個体を

野沢理哉・遮辺孝之

7,800尾（260尾／､３，生残率58.6％）得た。また、平成

14年６月５日に平均全長23.3mmの稚エビ60,000尾(2,000

尾／m3)を収容し,８ヶ月間の飼育を行い,平均全長50.7ｍｍ

の稚エビ13,560尾(452尾／m３，生残率22.6%）を得た。

③高水温種苗生産試験

１３，９１０尾の幼生(平均体長18.57ｍl，平均体重0.109）

を，平成１４年３月１８日から高水温により酪死がみられ

るまで表層海水のみで飼育し，その後深層水を混合する

ことで水温の調節を行い，表層水温が18.0℃を下回った

１１月下旬から再び表層海水のみで飼育を行った。

その結果，１１ヶ月間の飼育で平均体長53.71mm，平均

体重2.689となり，過去の水温別飼育試験で成長が良か

った15℃区の平均体長53.04mm,平均体重2.679を体長，

体重とも上回ったが，生残率は飼育密度が異なるため比

較できなかった。

(3)放流技術

①エビの追跡調査

平成14年６月５日に富山市水橋沖(水深約200ｍ)で平

均全長23.3ｍｍの稚エビ(無標識)を457,000尾放流し，か

ごなわにより放流直後から１ヶ月後まで計４回の調査を

行った。

その結果，放流当歳稚エビ（天然稚エビより体色が黒

いことで識別）を放流直後に６尾，１ヶ月後に１尾再捕

した。また、漁獲物の内に標識放流エビがあり，ｌ～２歳

エビと雌エビが165～240ｍの水深で１１尾再捕された。

また，１歳以上の天然エビを４２８尾採捕した。

同時に食害魚と考えているホッケ１尾とニジカジカ２１

尾が採捕されたが，胃内容物にトヤマエビはみられなか

った。

②標識放流調査

富山市水橋沖(水深約250ｍ)で，平成１４年４月１９日
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に緑リボンタグを装着した親雌エビ177尾及び平成１４年

５月７日に青手術縫合糸を装着した１歳エビ2,700尾を

放流した。

平成10～１４年度に放流した標識放流エビの再捕状況等

を滑川漁協市場でのべ244日調査した。

表放流後の再捕状況

放流年度標織再捕個体数再捕率
（%）

１０年度左眼破壊 1７８ 2．６６

右眼破壊 2２ ０．０７

１２年度右眼破壊 3３ 0．０５

左眼破壊 ２１６ 0．７９

１３年度ピンクテグス 2５ 0Ｊ３１

黒手術縫合糸 264 7．０７

１４年度白リボンタグ 8３２７．６７

青手術縫合糸 128 4．７４

緑リボンタグ 2３ 12.99

(4)漁獲状況等

富山県における平成１３年のトヤマエビの漁獲量は約

１０．８５トン(新湊市場６．７０トン，滑川市場４．１５トン)と

推定された。

平成１４年４月～１５年３月の銘柄別尾数割合は，新湊

市場では小(体長１０ｃｍ以下)24.5％，中（体長１０～

１２cm)43.3％，大(体長１２～14cm)22.9％，特大(体長１４ｃｍ

以上)9.3％であった｡滑川市場では小36.7％,中48.4％，

大’2.8％，特大２．２％であった。いずれの市場でも最も

多い銘柄は中であった。

【調査結果登載印刷物等】

平成１４年度資源増大技術開発事業報告書，平

成１５年３月，日本栽培漁業協会（印刷中）
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【目的】

富山湾産深海性パイ類の飼育試験により、それらの生

態学的知見を得る。

【方法】

（１）飼育水槽における産卵状況の観察

富山湾で採集されたカガパイ及びツパイを深層

水のかけ流しにより、１トンＦＲＰ水槽及びアク

リル水槽(60×30×36cm)を用いて飼育し､それら

の産卵状況を観察した。

（２）カガバイ稚貝の水温別飼育試験

昨年度に引き続き、アクリル水槽(20×35×25cm）

を用いて、調温海水のかけ流しにより水温１℃区、

３℃区及び６℃区を設定し本試験を実施した。

試験に用いた稚貝は平成13年12月１８日、同年１１

月２２日及び同年10月１日に卵嚢からふ出した個体

で、それぞれ１００，１００及び'70個体を１℃区、３℃

区及び６℃区に収容し継続飼育してきたものであ

った。なお、本年度試験期間中の各区の水温は１℃

区では0.8～3.3℃（平均水温1.51℃)、３℃区では

２．２～4.8℃（平均水温3.40℃）、６℃区では4.3～

６．８℃（平均水温5.46℃）の範囲であった。また、

餌料はサバ、イワシ及びエビ類を２週間に１回給餌

した。

【結果の概要】

（１）飼育水槽における産卵状況の観察

カガバイの飼育水槽内における産卵は、これまで

と同様にほぼ周年確認することができた。また、ツ

パイは７月に１個体、８月に２個体、９月に２個体、

１１月に１個体の計６個体の産卵が確認できた｡産卵

個体の殻長は46.3～60.6mmの範囲であった。

（２）カガバイ稚貝の水温別飼育試験

各飼育区における稚貝殻長の成長について図１

に飼育試験期間の生残率の推移を図２に示した。な

お、６℃区は平成14年６月16日に事故で全個体へい

死したため飼育を中止した。カガバイ稚貝の殻長は、

６℃区ではふ出後262日後に7.44±1.65mｍ（体重不

明）に成長したが、３℃区ではその大きさに達する

までに約300日を要した（ふ出後310日後、殻長７．６１

±1.26mm、体重0.073±0.719)。また、１℃区では

ふ出後471日を経過しても5mmに達しなかった（ふ出

後471日後､殻長4.65±０．７９mm､体重0.021±0.0089)。

各飼育区の生残率は６℃区では262日間の飼育で

２０．０％、３℃区では467日間の飼育で46.0％、１℃

区では471日間の飼育で5％であった。これらのこと

から生息水温の範囲内では飼育水温が高いほど成

長が早い傾向があることがわかった。また、生残率

の結果から水温３℃近辺の水温が適正な生息水温

であると考えられた。

【鯛査結果搭載印刷物】
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カニかご

前田経雄

飼育実験に用いる未成体の採集方法の検討 冷却した深層水を満たしたポリビンに収容し，富山

県水産試験場の飼育施設に持ち帰った。

【目的】

ベニズワイCAio"Ce“resjapo"jc“では年齢形質が

確認されていないため，甲幅組成に見られる複数の

モード群が年級群に相当するとして成長が推定され

ている（渡辺・鈴内，1982)。しかしながら，脱皮

間隔が明らかになっていないなど，成長については

不明な点が多い。そこで深層水を用いた飼育実験に

より，ベニズワイの脱皮による成長を明らかにする

ことを目的とした。

現段階では，多数のペニズワイ人工種苗を生産す

ることが技術的に困難であることから，飼育実験に

用いるベニズワイ未成体は天然個体に頼らざるを得

ない状況にある。ところが，これまでにペニズワイ

の未成体が多数採集された例は少ないことから，本

年度はベニズワイ未成体を活かしたまま採集する方

法を確立することを目的とした。

【結果の概要】

カニかごおよびエビかごによって漁獲されたベニ

ズワイの個体数を表ｌに示した。カニかごではベニ

ズワイは全く採集されなかったが，エビかごにより

雄５個体，雌の未成体２個体，成体２４４個体が採集

された。このように雌の成体が多数採集されたが，

成体となった雌はこれ以上脱皮を行わない（伊藤，

1976）ことから，飼育による成長の試験に用いるこ

とはできなかった。

表12002年５月２４～２９日に富山湾中央部においてかご飼査で漁痩

されたベニズワイの個体数

４

０
０
０
４２

かごの狸類かご数 調麺個体数、

エビかご

雄股

しかしながら，夏季調査では採集直後に大部分の個

体が死亡し，調査から１ヶ月後の生残率は２．１％と

極めて低かった（表２)。冬季調査においては，６～

１０９ｍｍの個体が採集され（図２)，活かしたまま持ち

未成体成体

－５３－

０
０
０
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②ベニズワイの生態学的研究

大
中
小

０
０
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【方法】

富山湾中央部の水深1,000～1,200ｍの海域におい

て，カニ・エビかごならびにソリネットの２通りの

方法によりベニズワイ未成体の採集を試みた。

２００２年５月２４～２９日に小型カニかご（底面の直

径３５～５０cm，高さ１２～２２cm，陥入口の直径ｌＯｑｎ，

目合１０ｍｍ）およびエビかご（41×４１×６６cmの直方

体，目合３ｍｍ）を用いた漁獲試験を実施した。餌は

ホッコクアカエビならびにスルメイカを用いた。

２００２年７月２３～２５日，８月６～８日（夏季調査)，

2003年１月２０．２２日，２００３年２月２４．２５日（冬

季調査）にソリネット（幅1.6ｍ，目合１０ｍｍ）の

曳網（１時間曳）を合計１７回行った。

調査地点における表層から底層までの水温測定は，

漁具に取り付けた小型のメモリー式水温深度計を用

いて行った。得られたサンプルから小型（甲幅約

30ｍｍ未満）のベニズワイを船上で選別し，0-1℃に

４
２
４
４

１
２
１
１

０２０４０６０８０１００１２０

甲幅（ｍ、）

図１２００２年７月２３～２５日および８月
6～８日（夏季鯛査）においてソリネツトで
採集されたベニズワイの甲幅組成

一方，ソリネツトによる夏季調査では甲幅４～114

mmの様々なサイズのペニズワイが採集され，中でも

甲幅２０mm未満の小型個体が多数採集された（図ｌ)。
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図 2 2003年 1月20・22目および 2月
24 ・25日(冬季調査)においてソリネッ
トで採集されたベニズワイの甲幅組成

52 2002S事7月23-25目.8月6-8日{車掌飼査}および2003年11'120・22
目.21124・25目{冬寧鋼蓋}に.富山湾中央留においてソリネットによって錫鍍
されたペーズワイの個体敵とLZ月後の生畠盟隼敵
飼蚕ライン 関釜毘 綴鏡個体隊第魚拘ち錫 17月後の E量破III

り個体敏 生筏包体感

Line1 2002.7.23 89 39 4 10.3 

L!ne2 2002.7.23 49 33 o 0.0 
Line3 2002.7.24 26 12 o 0.0 
Llne4 2002.7.24 40 24 4.2 

Llne5 2002.7.24 18 12 o 0.0 
L!ne6 2002.7.25 13 9 o 0.0 
L!ne7 2002.8.6 38 18 o 0.0 
Llne8 z∞2.8.6 32 15 o 0.0 
L!ne9 2002.8.7 59 25 o 0.0 
Line10 2002.8.7 17 7 o 0.0 
Line11 2002.8.7 54 15 o 0.0 
Llne12 2002.8.8 55 30 o 0.0 

夏祭調査の合計 490 239 5 2.1 

LineA・1 2003.1.20 61 31 26 83.9 

LineA-2 z∞3.1.22 30 14 12 85.7 

LlneB・1 2003.2.24 12 9 8 88.9 

LineB・2 2003.2.25 2 2 2 100.0 

LineC・1 2003.2.25 91 67 44 65.7 

冬零調査の合計 196 123 92 74.8 

帰った大部分の個体が生き残りヶ月後の生残率

は 74.8%であった(表 2)0 冬季 (2月)には表面水

温は約lOtと低かったが，夏季 (7月)には表面水

温が約 25tにまで上昇していたことから，ベニズ

ワイの生残率の違いは水温によるところが大きいと

推定される。

以上のことから，表面水温の低い冬季にソリネッ

トを曳網することにより，飼育実験に用いるべニズ

ワイ未成体を活かしたまま採集できることが明らか

となった。

【参考文献】

伊藤勝千代 1976. 日本海におけるべニズワイの

成熟と産卵，とくに産卵周期について.日水研報 27，

-54ー

59-74. 

渡辺安広・鈴内孝行 1982. 北海道西岸海域にお

けるべニズワイについて 第 l報 齢期と成長.北

水試月報 39，147・162.

【調査・研究結果搭載印刷物等】

平成 14年度日本近海シェアドストック管理調査

委託事業報告書



③マダラ親魚養成に関する技術開発研究

【目的】

深層水を用いて，人工種苗量産化のための親魚養成技

術を（社）日本栽培漁業協会能登島事業場（以下，能登

島事業場という）と共同開発する。また、人工種苗量産

化および放流技術開発のための基礎資料を得るため，種

苗生産試験および標識放流を行う。

【方法】

(1)親魚の養成

（養成親魚）

飼育に供した親魚は，本年度以前に購入後生き残った２６

尾（Ｈ１1年度購入８尾，Ｈ12年度購入８尾およびＨ１3年

度購入10尾・氷見市場）を用いた。これらの親魚は，ビ

ニールシートでテント状に覆った屋外の14.4㎡楕円形コ

ンクリート水槽に収容し，全てピットタグおよび標識ラ

ベルで個体識別して養成した。親魚には１日当たり１～

３kgの冷凍スルメイカ，ホタルイカおよびイカナゴのい

ずれかを週２～３回給餌した。本年はスルメイカとホタ

ルイカを主体に給餌し，年間の給餌量はスルメイカが148.5

kg,ホタルイカ81.0kgおよびイカナゴが10.0kgであった。

飼育水は深層水を使用し,飼育期間中の水温は2.0～5.5℃

であった。

平成14年６月から全長と体重の測定を適宜行った。１０

月からは，雌雄不明の個体と雌についてカニューレで生

殖線の一部を採取した。採取した生殖線を海産用リンガ

ーに入れ，実態顕微鏡下で卵巣と精巣を判別した。卵巣

卵については，万能投影機とノギスを用いて卵径を測定

した。これらの測定とサンプリングは，６月７日，９月

25日，１０月２１日，１１月１２日，１２月５日および12月26日に

行った。

親魚には日長処理を行い，その方法は平成13年度資源

増大技術開発事業（マダラ）検討会北海道栽培総合セン

ター資料に準拠した。すなわち，飼育水槽を遮光率100％

堀田和夫

のピニールシートを用いて二重に覆い，１８ワット蛍光灯

２本をセットし，日長処理できるようにした。日長処理

は１０月24日から行い，蛍光灯とタイマーを用いて，明期

８時間，暗期16時間とした。その後11月25日には明期10

時間，暗期14時間，１２月５日には明期12時間，暗期12時

間，１２月１２日には明期14時間，暗期１０時間，１２月１９日に

は明期16時間，暗期８時間および12月26日には明期18時

間，暗期６時間とし，産卵終了まで継続した。

腹部が膨満した体型となり，成熟したと思われる雌親

魚から順次，雄１～２尾をあらかじめ収容した１㎡円形

ＦＲＰ（1.48の×0.75ｍ）水槽に収容し，ペアリングを

行い，自然産卵に供した。ペアリングで自然産卵しなか

った場合には，搾出法により卵および精子を採取して人

工受精を行った。自然産卵および人工搾出で得られた産

出卵の産卵量および受精率を調べた。

（天然親魚）

平成14年２月３日から３月４日にかけて，氷見市場に

定置網から水揚げされた天然活魚19尾（全長53.5～91.0

cm）を新たに購入した。このうち，腹部が膨満して成熟

していると思われる雌については，小型水槽（１㎡）で

の自然産卵試験（方法は養成親魚と同様）に供し，産出

卵の産卵量および受精率を調べた。

(2)人工飼育魚の１歳から２歳までの養成

前年の人工飼育当歳魚のうち，大型魚415尾(平均全長

29.2cm，範囲26.2～33.2ｃｍ・平均体重243.49,範囲165.0

～372.09）を選別し，平成14年４月22日にビニールシー

トでテント状に覆った屋外の15㎡円形コンクリート水槽

に収容して養成した。飼育水は４月22日から１０月１５日ま

では表層海水と深層水を混合（８℃前後に調整）して使

用し，１０月16日以降は深層水のみとした。餌料は冷凍オ

キアミ:イカナゴ＝１：１に総合ビタミン剤を外割で２％

添加したミンチ，配合飼料，冷凍ホタルイカ，スルメイ
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力およびイカナゴを用いた。給餌は，土・日・祝祭日を

除き，１１月１日までは毎日行い，それ以降は週３回（月・

水・金曜日）行った。約１年間の給餌量は，ミンチ76.5

kg，配合飼料68.7kg，ホタルイカ511.0kg，スルメイカ

104.0kgおよびイカナゴ69.0kgであった｡飼育期間中の水

温は，表層海水と深層水を混合期間では6.9～9.7℃で，

深層水の期間では2.0～5.6℃であった。これらの養成魚

の成長，生残および成熟状況を調べた。

(3)人工飼育１歳魚の標識放流と追跡

前年の人工飼育当歳魚のうち，2,500尾に背骨型・デイ

スクタグ(赤色l5mm2002トヤマおよび赤色l3mm2002富－１

と刻印）標識を装着した。それらの標識魚2,496尾を４月

26日に富山県滑川市高月沖（水深250ｍ）へ放流した。標

識放流魚の大きさは，平均全長25.4cｍ（範囲20.3～33.6

cm），平均体重148.59（範囲64.0～370.09）であった。

標識魚の再捕は，漁業者などからの報告によった。

(4)人工飼育当歳魚の養成

平成13年度の種苗生産試験で得られた稚魚1,157尾(平

均全長33.9mm，範囲22.6～44.0皿）を，平成14年６月２

日に７㎡角形コンクリート水槽（６×1.5×１ｍ）１面に

収容して養成を開始した。１２月26日の時点で生き残って

いた稚魚700尾を４㎡角形コンクリート水槽（2.8×1.5

×1.2ｍ）２面（N０１水槽に大型魚300尾，ＮｃＬ２水槽に小

型魚400尾）に収容し，養成を３月まで継続した。飼育水

は,９月１５日までは表層海水と深層水を混合して使用し，

水温を８℃前後（7.5～9.9℃）に調整した。それ以降は

深層水のみを使用した（2.3～5.3℃）。餌料は配合飼料

（林兼産業株式会社製，稚仔魚育成用ラブ・ラァパ５～

６号，ヒラメ稚魚育成用ヒラメ１～３号），ミンチ（冷

凍オキアミ：イカナゴ＝１：１に総合ビタミン剤を外割

で２％添加したもの）および冷凍オキアミを用いた。給

餌は12月26日までは毎日行い，それ以降は土・日曜日お

よび祝祭日は給餌しなかった。約10カ月間の給餌量は，ミ

ンチ76.5kg,配合飼料18.4kg，ミンチ116.7kgおよび冷凍

オキアミ11.7kgであった。

(5)種苗生産試験

－５６－

ア２５㎡水槽および７㎡水槽による種苗生産試験

（25前水槽）

天然親魚雄（約２年間養成）の腹部を押して小型水槽

の中に放精させ，約１年間養成した雌親魚１尾から卵を

搾出して受精させた。なお，この雌親魚は，前日まで雄

親魚とペアリングを試みたが，自然産卵しなかった経歴

がある。翌日，受精卵をハッチングジャーに収容してふ

化させ，１月29日にふ化を開始した仔魚120,000尾を１月

31日に25㎡角形コンクリート（５×５×1.3ｍ）水槽に収

容し，種苗牛産試験を行った。

餌料は最初Ｌ型シオミズツボワムシ（以下，Ｌ型ワム

シという）を使用し，飼育水１当たり１～３個体にな

るよう給餌した。仔稚魚の成長に伴いアルテミアふ化幼

生（以下，アルテミアという），配合飼料の順に給餌し

た。Ｌ型ワムシはプラスアクアラン（ビーエーエスエフ

ジヤパン株式会社製）で，アルテミアはパワッシューＡ

（オリエンタル酵母株式会社製）およびスーパーカプセ

ルＡ－１（クロレラ株式会社製）で栄養強化して給餌し

た。

飼育水は，最初は表層海水を使用し，ふ化後44日目か

ら表層海水と深層水を混合して使用して水温が９℃前後

なるように調整した。飼育水は最初から流水とした。飼

育水には，ふ化後50日目までは，飼育水量１ｍ、当たりに

スーパー生クロレラ一Ｖ1２（クロレラ株式会社製）２０～４０

mＱを毎日添加した｡仔稚魚の成長とともに注水量及び通

気量を徐々に増量した。水槽の底掃除は，汚れの状況に

応じて適宜行った｡また,飼育期間中の水温は8.8～10.3℃

の範囲であった。

（７㎡水槽）

小型水槽で天然親魚の雌（２月４日購入）と約２年間

養成した天然親魚の雄２尾をペアリングさせ，自然産卵

で得られた受精卵をハッチングジャーに収容してふ化さ

せた。平成15年２月１３日にふ化を開始した仔魚37,000尾

を７㎡角形コンクリート（2.8×1.5×1.2ｍ）水槽に翌日

収容し，種苗生産試験を行った。

餌料の調整方法，投与量は25㎡水槽と同様とした。ま

た，水温調整，流水条件，通気，スーパー生クロレラ一

Ｖ12添加および底掃除方法も25㎡水槽とほぼ同様とした。



ふ化後63日目に生残魚が少なくなったので，全数とり

揚げ計数し，角形１㎡ＦＲＰ水槽へ収容して継続飼育し

た。飼育期間中の水温は8.7～11.4℃の範囲であった。

イ水温別飼育試験

平成15年２月５日に人工飼育２歳魚（富山県水産試験

場において採卵，ふ化および育成された個体）の雄の腹

部を押して小型水槽の中に放精させ，人工飼育２歳魚の

雌１尾の卵を搾出して受精させた。翌日，受精卵をハッ

チングジャーに収容してふ化させた。円形１㎡ＦＲＰ水

槽４面を用い，６℃区，８℃区，１０℃区および'2℃区の

試験区を設け,ふ化仔魚5,000尾ずつをそれぞれの試験区

に収容し，平成１５年２月１０日から５月７日までの間，水

温別飼育試験を行った。

餌料は最初Ｌ型シオミズツボワムシを使用し,飼育水、

９当たり１～５個体になるよう給餌した。仔稚魚の成長

に伴いアルテミア，配合飼料の順に給餌した。Ｌ型ワム

シはプラスアクアランで，アルテミアはパワッシューＡ

およびスーパーカプセルＡ－１で栄養強化して給餌した。

飼育水は６℃区，８℃区および１０℃区では表層海水と

深届水を混合して水温を調節し，１２℃区では表層海水中

にヒーターを投入して12℃前後なるよう調節した。飼育

期間中の平均水温は,６℃区で6.3℃(範囲5.4～8.3℃)，

８℃区で8.1℃（範囲7.3～9.0℃），１０℃区で10.2℃（範

囲9.4～11.0℃)および'2℃区で12.4℃(範囲11.0～13.1℃）

であった。飼育水は最初から流水とした。飼育水には，

ふ化後50日目までスーパー生クロレラ一Ｖ12を１日当た

り50～300mＱ添加した。仔稚魚の成長とともに注水量及

び通気量を徐々に増量した。水槽の底掃除は，汚れの状

況に応じて適宜行った。

【結果の概要】

(1)親魚の養成

（養成親魚）

表－１に卵巣卵の卵径測定結果を示した。卵径は，測

定期間を通してほぼ直線的に大きくなり,最大で0.8ｍを

超える卵もあった｡前年度のでは卵径が0.8mmに達したの

は１月であり，本年度の大半の雌では，１カ月以上早く卵

径が増大した。

養成親魚の雌６および１は，ペアリングの前Iこへい死

したが，４尾から採卵することができた。それらの雌親

魚のうち産卵に人工搾出を要したのが２尾（養成雌２，

養成雌５）で，自然産卵したのは２尾（養成雌４，養成

雌３）であった（表－２）。受精率は10から51.4％であ

った。前年度の採卵では76.1％の受精率が得られた例も

あり，本年度の受精率はやや低い傾向にあった。また，

例年ではペアリング後60分以内に自然産卵したが，雌３

では140分後に自然産卵した。採卵月日は平成15年１月

14～29日であった。日長処理を行わなかった平成13年度

の採卵日は平成14年２月７～１５日であったことと比較す

ると，最大で１カ月採卵時期を早期化することができた。

受精率が低かった要因として過熟や未熟による卵質悪

化が挙げられ，採卵適期の判定基準の開発などが必要と

考えられる。また，前年度より１カ月採卵の早期化が図れ

たことから，電照による日長処理の有効性が窺えるが，

今後は対照区を設定した試験が必要であろう。

平成15年３月末現在，雄を含めて親魚15尾は採卵後も

生き残っており，その生残率は57.7％で前年度より高か

った。

（天然親魚）

天然親魚では,５尾がペアリング後１～160分の間に自

然産卵した（表－２）。天然１の親魚については，ペア

リングで自然産卵しなかったので，腹部を押すと固かっ

たので過熟卵（これまでの経験から腹部が膨満した雌の

腹部を押して柔らかければ自然産卵の可能性があり，固

ければ全ての個体が自然産卵せずへい死した。へい死し

た個体の卵巣卵をみると卵径１mm以上の過熟卵であっ

た。）と判断し，人工搾出して人工受精させたが受精率

は０％であった。この個体を除くと，天然親魚の受精率

は13.7～90.0％であり，前年度よりやや高い傾向にあっ

た。天然親魚の場合でも，例年ではペアリング後60分以

内に自然産卵したが,本年度の場合は80～160分後に自然

産卵したのが３例あった。

－５７－



表-1 卵巣卵の卵径潤定(平均卵径)結果

測 定 親 魚 区 分

年月日 雌 1 雌2 雌 3 雌4 雌5 雌6

H14. 10.21 0.40 * 0.38 0.44 0.49 0.44 

H14.11.12 0.45 0.54 0.42 0.52 0.58 

HI4.12. 5 0.54 0.67 0.50 0.62 O. 72 

HI4.12.26 O. 80 0.66 O. 77 0.84 

*・ 測定せず 死亡により測定できなかった。

表-2 強成親魚および天然観魚の自然産卵と人工搾出状況

自然産卵 ベアリング後の

親 魚 人工搾出 自然産卵時間

年月日 (分)

養成雌2 HI5.1.14* 

養成雌5 HI5.1.19* 

養成雌4 H15. 1. 29 1 

養成雌3 H15. 1. 29 140 

天然 1 H15. 2. 3* 

天然2 H15. 2.4 8 0 

天然 3 H15. 2. 6 133 

天然4 H15. 2.8 160 

天然5 H15. 2.19 不明

天然6 HI5.2.22 1 

*: 人工搾出

(2)人工飼育魚の 1歳から 2歳までの養成

平均全長29.2叩(全長範囲26.2--33.2cm).平均体重

243. 4g (体重範囲165--372g)で養成を開始したマダラ 1

歳魚は，平成14年9月25日には37.9叩 (33.7--40.5叩). 

653.7g (460--910g) . 12月5日には40.6cm(36.6--45.2 

自然産卵および 産卵量 受精率

人工搾出時の水温

('C) (g) (%) 

9. 0 1. 345 45.2 

9. 7 3. 193 51.4 

8. 9 2.400 10.0 

9. 3 1.903 40.0 

1 O. 0 1. 965 0.0 

9. 4 2.037 75.5 

9. 5 1.464 90.0 

9. 7 4.090 82.3 

9. 6 700 13. 7 

9. 5 2.027 67.9 

侃). 797.7g (540--1. 360g)に成長した.この時点まで

のへい死は8尾で.生残率は98.1%であった.平成15年

1月3日からへい死魚が多くなり，死亡原因はトリコデ

ィナ症と判明した。そこで. 1月12日に水温7.8'Cで30

分の淡水浴を行ったところ，水槽の底に横転する個体が
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受精率

(％）

工飼育魚が満２歳魚で雄の一部が成熟することが確認さ

れていたが，今回雌の一部でも成熟することが再確認さ

れた。

本試験に供したマダラ人工飼育１歳魚は，満２歳魚と

なった３月13日には平均全長43.6cｍ（全長範囲35.2～49.9

cm)，平均体重897.49(体重範囲550～1,2609)に成長し，

生残尾数は199尾であり,養成開始からの生残率は47.7％

であった。この時点で雌11尾（全長37.4～47.6cm），雄

23尾(生残魚,全長35.2～49.0cm)の成熟が確認された。

養成開始からこの時点までのへい死の主な要因は，トリ

コデイナ症（淡水浴Iこよるへい死を含む）で計178尾へい

死した。また，眼球異常魚23尾については，生存してい

たが処分した。

表－３人工飼育２載魚の成熟および卵の受積状況

(m､）

－５９－

親魚

Ｎｏ．

全長

（c､）

人工搾出

年月日

採卵量

（９）

卵 径

出現し，この淡水浴で75尾がへい死した。さらに，１月

１６日に水温2.6℃で30分の２回目の淡水浴を行ったとこ

ろ，今回は１尾のへい死もみられなかった。最初の淡水

浴でのへい死は，何らかの理由で浸透圧調節が充分機能

しなかったことおよび水温が高かったことが原因と推測

される。

平成15年１月28日から，腹部が膨満して成熟したと思

われる雌を用い，順次小型水槽（１㎡）での自然産卵試

験に供した。雄ｌ～２尾および雌１尾でのペアリングを

１～３日行ったが，１尾を除き自然産卵しなかった。そ

こで，小型水槽内で放精させて卵を人工搾出し，受精さ

せた。自然産卵した１尾も全量の卵を放出していなかっ

たので，残りを人工搾出した。

表－３に人工飼育１歳魚の養成で満２歳魚となった人

工飼育２歳魚の成熟および卵の受精状況を示した。雌親

魚の全長は，38.4～46.8cmの大きさであった。採卵量は

226～727gであり，受精率は０～96.7％であった。約半数

の雌から得られた卵の受精率は，８０％以上であった。人

＊：自然産卵魚
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(3)人工飼育１歳魚の標織放流と追跡

平成15年３月末現在の再捕尾数は，234尾で再捕率は

9.4％であった。再捕は石川県で２尾，富山県内で208尾，

新潟県で23尾および山形県の１尾であった。再捕は石川

県より西の府県ではなく,最北は山形県由良沖であった。

富山県滑川地区で最も多く94尾再捕され，次いで富山県

魚津地区の70尾，富山県氷見地区の15尾および新潟県能

生地区の11尾の順であった。再捕は刺網で183尾，底曳網

34尾，定置網13尾およびその他の漁具が４尾であった。

放流から再捕までの経過日数の最長は，337日であった。

今後も再捕される可能性があるので,追跡調査を継続し，

詳細な検討は次年度以降に行う。

(4)人工飼育当歳魚の養成

平成14年６月２日に養成を開始したマダラ当歳魚（平

均全長33.9mm）1,157尾は，同年９月25日には平均全長

14.3C､，平均体重23.59,12月２６日には平均全長17.6cm，

平均体重44.99に成長した。１２月26日に選別を兼ねて全

数を取り揚げ計数したところ700尾が生き残り，生残率は

60.5％であった。減耗の主な要因は，養成開始当初の共

食いであった。これらの魚を引き続き養成したところ，

３月末までのへい死は２尾であった。

(5)種苗生産試験

ア２５㎡水槽および７㎡水槽による種苗生産試験

（25㎡水槽）

平均全長3.6ｍのふ化仔魚は，ふ化後20日目で6.9mm，

ふ化後40日目で11.3mm，ふ化後60日目に18.1ｍ，ふ化後８０

日目で25.2mmとなり，取り揚げの90日目には32.0mmに成

長した。成長は，前年の４㎡水槽による種苗生産試験よ

りも遅かった。ふ化後20日目の生残率は，９９．２％（119,000

尾）であり，ふ化後40日目では56.7％（68,000尾）であ

った。ふ化後45日目頃からへい死魚が多数みられるよう

になり，取り揚げまで続いた。ふ化後90日目で取り揚げ

たところ，生き残った稚魚は平均全長32.0mｍ（全長範囲

20.7～51.60ｍ）の2,587尾で，生残率は2.2％であった。

前年度の４㎡水槽による種苗生産試験より，取り揚げ時

の平均全長（前年度ふ化後90日目，33.9ｍ）はほぼ同じ

－６０－

で，生残率（前年度2.7％）もほぼ同じであった。

（７耐水槽）

平均全長3.6mmのふ化仔魚は，ふ化後20日目で7.3ｍ，

ふ化後40日目で12.1mm，ふ化後60日目に18.8mmとなり，

取り揚げの80日目には30.3mmに成長した。成長は，前年

の４㎡水槽による種苗生産試験よりも若干速かった。ふ

化後20日目の生残率は78.4％（29,000尾），ふ化後40日

目では35.1％（13,000尾）であり，例年よりも非常に低

かった。生残率が低かった要因として，種苗生産に使用

した天然親魚の卵質が悪かったことが考えられる。ふ化

後47日目頃から千尾／日単位のへい死魚が数日みられ，

その後もへい死は続いた。ふ化後63日目にほとんどへい

死したので，全数とり揚げ計数して角形１㎡ＦＲＰ水槽

へ収容した。その時点での生残尾数は292尾で，生残率は

0.8％であった。ふ化後80日目で取り揚げたところ，生き

残った稚魚は平均全長30.3ｍ（全長範囲18.8～40.60mm）

の276尾で，生残率は0.7％と非常に低かった。

前年度の４㎡水槽での種苗生産，本年度の25㎡水槽お

よび７㎡水槽での種苗生産において，Ｌ型ワムシの給餌

を中止し，アルテミアの単独給餌になって５～７日後か

らへい死する個体が急増している。アルテミアの栄養強

化にはパワッシューＡを用い，アルテミアを給餌した際

の水温によるダメージを考慮し，水温15℃で17～24時間

行ったものを給餌していた。他機関ではパワッシューＡ

を用い，水温20℃で栄養強化し，種苗生産に支障がない

ということを情報を得，途中より水温を20℃に切り替え

たのと，栄養強化剤をもう一種類追加したがすでに遅か

った。このように，アルテミアの栄養強化の水温15℃で

は，水温が低いため栄養の強化がなされていなかったと

考えられる。このため，アルテミアの単独給餌になって

からのへい死は，栄養不良によるものと考えられた。今

後，アルテミアの栄養強化には，栄養強化剤の種類，水

温および時間の検討が必要である。

イ水温別飼育試験

図－１に平均全長の推移を，図－２に生残率の推移を

示した。ふ化後20日目では６℃区で6.0mm，８℃区で6.4

mm，１０℃区で7.1ｍおよび12℃区で7.3mmであった。生残



率は，６℃区62.0％，８℃区で32.0％，１０℃区で98.0％

および12℃区で12.0％で，８℃区と12℃区の減耗が大き

かった。ふ化後40日目では，６℃区で9.8mm，８℃区で

10.5mm，１０℃区で11.4皿および'2℃区で12.5mmであり，

生残率は６℃区10.0％，８℃区で30.0％,10℃区で96.0％

および12℃区で4.0％であった｡ふ化後20日目から40日目

までの減耗は，６℃区で大きかった。６℃区と８℃区の

仔魚は，ふ化後50日目頃まで水槽の表面近くに分布し，

遊泳力も緩慢であった。ふ化後60日目では，６℃区で10.1

mm，８℃区で15.1皿，１０℃区で19.6mmおよび12℃区長21.7

mmであった。ふ化後80日目で取り揚げたところ，６℃区

で平均全長14.1mｍ（全長範囲8.5～20.0mm），８℃区で

22.7mｍ（17.6～31.4mm），１０℃区で30.5mｍ（18.2～36.0

mm）および'2℃区で34.5ｍ（19.0～41.6mm）であり，生

残率は６℃区0.6％，８℃区で0.9％，１０℃区で44.7％お

よび12℃区で0.90％であった。成長については，水温が

高いほど速く，６℃区と12℃区を比較すると２倍以上の

差があった。生残率については,１０℃区が最も高く，６℃

区，８℃区および'2℃区では0.6～０．９％と非常に低かっ

た。この試験結果から，飼育水温は10℃前後が適当であ
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なし
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④ハタハタ親魚養成に関する技術開発研究

【目的】

日本海の深層域に生息する，有用漁業資源であるハタ

ハタについて深層水利用による飼育養成を行い，親魚養

成技術（（社）日本栽培漁業協会能登島事業場と共同研

究）の基礎資料を得る。また，放流技術開発に関する知

見収集のため，標識放流と標識魚の追跡を行う。

【方法】

(1)人工２歳魚の卵質改善を目的とした餌料試験

餌料の種類が卵質に及ぼす効果を検討するとともに，

成長および成熟に及ぼす影響を併せて検討した。

秋田県で種苗生産された１＋魚1,776尾を888尾ずつの

２群に分け，深層水をかけ流しとした４㎡角形コンクリ

ート水槽２面に収容した。水槽内の換水率は11回転／日

とした｡両区に配合飼料(ヒラメ稚魚育成用ヒラメ２号，

林兼産業株式会社製）を平成13年12月20日から平成14年

１月９日までの20日間投与した後，一方の区には同配合

飼料を継続して投与し（ヒラメ飼料区），他方の区には

マダイ稚魚育成用ノブァＥＰ－２(林兼産業株式会社製）

の配合飼料を投与した（マダイ飼料区）。試験は平成１４

年１月９日から12月26日まで行った。給餌量は両区とも

８月１９日までは909／日を自動給餌器で朝,夕の２回給餌

し，それ以降はl35g／日を１日当たり３回に分けて給餌

を行った。産卵を確認するために，８月３日以降は漁網

１枚（60×70cIn，目合いllcIn）を各水槽にセットした。

成長および生殖線重量比を調べるために，６月７日，９

月４日，１０月29日および11月29日に雌雄各50尾ずつを各

区からサンプリングし，試験終了時には残った魚全てを

サンプリングに供した。

(2)平成12年度標識放流群（１歳魚）の追跡

ハタハタ１歳魚7,000尾を3,500尾ずつの２群に分け，

それぞれに異なるアンカータグを装着して放流を行った。

堀田和夫

放流は平成12年４月27日に石川県能登島沖（標識は「ノ

ト」と黒色刻印のある黄色20mmアンカータグ）および平

成12年４月28日に富山市岩瀬沖（標識は「トヤマ」と黒

色刻印のある赤色20mmアンカータグ)で行った｡その後，

漁業者などからの再捕報告により，再捕地点および再捕

までの日数を調べた。

(3)平成13年度標徴放流群（３歳魚）の追跡

ハタハタ３歳魚33尾にアンカータグを装着して放流を

行った。放流は平成13年５月22日に滑川市高塚沖（標識

は「9350～9379および9205～9207」と黒色刻印のある赤

色38ｍアンカータグ）で行った。その後，漁業者などか

らの再捕報告により，再捕地点および再捕までの日数を

調べた。

【結果の概要】

(1)人工２歳魚の卵質改善を目的とした餌料試験

収容から第３回目（９月４日）のサンプリング時点に

おいて，成長，成熟ともマダイ飼料区が優れる傾向であ

った（図－１）。しかし，成長（ｔ－検定，ｐ＞0.05）

および生殖線指数（ＧＳＩをアークサイン変換した値を

ｔ－検定，ｐ＞0.05）に有意差は認められなかった。現

在，１０月29日から試験終了時までのサンプリングした魚

を調査中である。表－１に自然産卵状況と発眼率調査結

果を示した。両区とも産卵塊数は50～55個と少なく，得

られた卵の９割以上が未受精であった。
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表-1 人工2歳魚の卵質改普を目的とした餌料館験おける自然産卵状況と卵縄の発眼率

試験区 産卵月日 卵塊数 総重量

(個) (g) 

ヒラメ飼料区 H14. 8. 3-12. 26 5 5 400.8 

マダイ飼料区 H14. 8. 3-12. 26 5 0 520.0 

(2)平成12年度標畿放流群(1歳魚)の追跡

平成15年 3月末現在の再捕尾数は，石川県能登島沖で

放流した群(以下.能登島放流群という)では62尾，富

山県岩瀬沖で放流した群(以下，岩瀬放疏群という)で

は56尾で.再捕率はそれぞれ1.8%と1.6%であった.能登

島放流群の再捕は.石川県より西の府県ではなく，最北

は秋田県北浦沖であった。この群は富山県で最も多く31

尾再捕され.次いで新潟県の20尾，石川県の9尾，山形

県の 1尾，秋田県の 1尾の順であった.再捕時の漁具は

底曳網で30尾，刺網で28尾，定置網の4尾であった.放

流から再捕までの経過日数の最長は， 1， 055日であった。

岩瀬放流群の再捕は，最南西は京都府竹野郡経ケ師沖.

最北は秋田県能代市沖であった.この群も富山県内で最

も多く31尾再捕され，次いで新潟県の21尾，石川県，京

都府，山形県および秋田県の各1尾の顕であった.再捕

時の漁具は底曳網で30尾，刺網で11尾，定置網で7尾.

ごち網の2尾であった。経過日数の最長は， l， 056日であ

った。

能登島放流群は2/3が能登半島および富山湾沿岸に

滞留，残り 1/3が新潟県能生沖から佐渡島南西沖，さ

らには山形県最上堆および秋田県北浦沖まで北上して再

補された.一方.岩瀬放流群は3/5が能登半島および

富山湾沿岸に滞留，残り 2/5が新潟県能生沖から山形

県由良沖および秋田県能代浅内沖まで北上して再捕され

た。

富山湾や若狭湾などにも回遊範囲の比較的狭いハタハ

タ地域群が存在している(南1985，南・梨回・今村1989)

H15.1.28時点における卵塊の状況

発眼率 発眼卵数 経過日数 積算水温

(% ) (粒) (日) ('C・D)

4. 6 932 33......118 132-112 

O. 3 61 33-118 132-112 

こと，産卵期のハタハタは佐渡沖から男鹿半島周辺の産

卵場へ移動すること(船木1984)および男鹿半島周辺の

産卵場での産卵後のハタハタの移動は，短期間に富山湾

まで達することが知られている(沖山1910)。今回の調

査結果から，放流魚の一部は富山湾周辺の狭い範囲内に

滞留し生育・産卵すること，一部は新潟県沖から秋田県

沖にわたる広大な範囲を北上または南下し，回遊するこ

とが改めて確認された。また 1尾ではあるが能登半島

を越えて京都府の経ケ岬沖で再捕されたことは，日本海

北部系群の分布域が能登半島より南西に及び石川・兵庫

両県に達するとの説(藤野・網回， 1984)を裏付けする

ものと考えられる.

(3)平成13年度模様放流群 (3歳魚)の追跡

平成15年 3月末現在1尾も再補されていないので，今

後も追跡調査を継続する.

【調査・研究結果登載印刷物等】

な し
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(3) 深層水多段利用研究

小善圭一

【目 的】 日 自然繁茂種の変遷

海洋深層水のもつ低温性，富栄養性および清浄性とい 加温深層水による培養で、装置内に自然繁茂した付着

う3大特性を最大限活かした効率よい水産利用技術が 珪潔の同定結果を表l、2及び図 2に示す.培養 29日

求められているので，アワビやマツカワなどの冷水性魚 目(表t)には FragiJariastriatuJaが、培養 130日

介類の養殖および餌料用の大型藻類や付着珪藻の培養 目(表 2)には Cocconeisspが第一優占種となった。

を組み込んだ深層水の多段利用技術を確立する。 深層水原水による培養(平成 13年2月培養-72回転/目、

①付着珪藻の安定培養技術の開発 平成 13年7月培養ー20回転/日)では、培養 130日前後

【方法】

深層水原水 (3--4'C)をヒーターで15tに加温し、回

転率20回転/日の条件で付着珪藻の連続培養を188日間

行った。収穫作業を5回(培養29、50、70、100、130日

目)行い、収穫量(湿重量)を測定した。培養29日目及

び130日目の収穫物の一部を種同定サンプル&して、繁

茂種の同定をおこなった。また、 29目、 130日目に栄養

塩測定サンプルを採取し、次式で栄養塩利用率を求めた。

N__ -N r = --61 --a xl00 
Nm 

r = 栄養塩利用率(落)

Nen 培養層入口で測定した栄養塩量(μM)

Nu = 培養層出口で測定した栄養塩量(μM)
【結果の慨要】

i付着珪藻の繁茂状況および収穫量

加温深層水(l5t)による付着珪藻の培養では、培養

開始から 29日目に濃密な繁茂を確認した.深層水原水

(3--4t)による培養では培養開始から 45日前後に加

温深層水と同程度の繁茂状態を確認しており、深層水原

水の場合に比べ、約 2週間早い結果となった。

加温深層水による培養 29日目の培養槽 l本当りの収

穫量は 89.4g(湿重量)であった。同じ回転率で、深層

水原水による培養を行った平成 13年 7月培養(7月 2

日......11月9日)では、培養 27日目で 55.5gであり、今

回の結果はこれに比べ、約 34g高い値となった(図1)。

しかし、収穫作業を重ねていくと、収穫量が減少し、培

養 130日目の収穫量の比較では、加温深層水が 74.旬、

深層水原水による培養が 120.2gとなり加温深層水によ

る培養で低い値となった。

に GJyphodesmis acus， Baci/laria paxi/lifer. 

NayicuJa directa. Melosira nUDJDJulodeが優占してお

り、深層水を加温し長期連続培養することで、優占種が

変動する可能性が考えられた。

15tの加温深層水では収穫(剥離)作業を重ねること

で、立体的群集構造をもっ珪藻が取り除かれ、培養水温

に適し、平面的な群集構造をもっ Cocconeissp (付着

力が強い)が優占していったものと考えられる。

Cocconeis spは空間利用面では立体的群集を形成する

種に劣るものの、餌料価値は高く、有用種と考えられるe

m 栄養塩利用車

栄養塩の利用率(表3)は、培養 29日目では、 N03-N

が 31.9 %、 PO.-pが 25.2革、 Si 02-S iが 33.7%となり、

H13年 7月培養に比べいずれも高い利用率となった。培

養 130日目ではN03-Nが21.0 %、PO.-pが25.1%、SiOz-Si

が23.4%となり、平成 13年 7月培養に比べ低い値とな

った。

収穫量の結果と考え併せて、加温深層水では、連続培

養初期の増殖速度が深層水原水に比べ上昇した可能性

がある。そのため、同時期の深層水原水による培養に比

1・原水1
10加温lj2∞F・・ ，t.，，;;，，;ー:.1

zj:j[Jilt-JJT1111J111iJJJJJJJJ 
o 

o ~ ~ W 00 100 1~ 1~ 100 
培養回数

図 1 培養回数と収量の関係
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べ収穫量が多くなり、栄養塩利用率も上昇したものと考

えられる。一方、連続培養を継続すると、優占種が変遷

し、収穫量が減少したため、栄養塩の利用率が低下した

ものと考えられる。

【圃査結果搭載印刷物等】

平成１４年度深層水多段利用水産増養殖技術の開発に

関する報告書

表１培養層内の自然繁茂種の同定結果

（加温深層水、培養２９日目）

No. 種名

１FraglMa応＄Ｉ砲fUIaLyngbye

２JWrzschja伽sfu伽、（Kuetzing).Grunow

３Frag"a噸exjEuaGrunowinCIeve＆MoeI1er

４CymbelWam伽UfaHiIseinRabenhorst

５maIasSjmemanjtZsc伽jけEＳ（Grunow)Mereschkowsky

６CoCconeiSsMWnens応Hid・SuZuki

７Gompho"ｅｍａｐａｒｗ〃、ⅨuetZing)KuetZing

８AC伽ａｎ的ｅｓｊｍ戯ｐｅｓ

９HantZsChねamPhbXysEhrenberg)Grunow

1０ AC伽a"thjU7Umconyefge"ｓ（Kobayasi)Kobayasi

1１ その他

組成比率(％）

30.3

1４．５

9.4

8.9

7.7

3２

2.7

2.2

1.5

1.4

1８．２

合 計１０００

No.

２

３

４

５

６

７

８

９
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1１

翌２培養屈内の自然繁茂種の同定結果

（加温深層水、培養１３０日目）

種名

ＣＯ“０，２応ｓ力胸hensjsHid･Suzuki
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Ampho個叩.Ｓ－３

lVaWEUlad"ecfa
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組成比率(％）

31.2

1３．０

1１．２
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4.6

1.2

1.1
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海

海

海

海

海

海

海

海

海

海

淡水･海
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図２培養装置内の自然繁茂種の魁成（加温深層水１５℃）

表－３培養に伴う深眉水及び加温深層水の栄養塩変動
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②アワビ飼育排水を利用したヒラメ飼育試験

【方法】

図-1に飼育試験区の概略図を示した。飼育試験用

水には、 18'Cに加温した深層水を使用した。

ヒラメの飼育は、一区当たり 60尾(平均全長約 190

mm)を収容したものを 5区設定した。このうち 1区--4

区では、ヒラメ飼育水措上方にアワビ飼育水摘を設置し、

そのうち 1--3区には、それぞれの排水下流に漉過水槽

を設置してそこからの排水をヒラメ水槽にかけ流した.

4区では、漉過水槽を配置せず、アワビ飼育排水をその

ままヒラメ水槽に流下させた。 5区はコントロール区で、

加温した深層水をかけ流して飼育した。

アワビ(平均殻長約 51mm)の飼育は、 1区には 100

個体を収容してコンプを給餌、 2区には 100個体を収

容して配合飼料を給餌、3区には200個体を収容して配

合飼料を給餌、4区には 100個体を収容して配合飼料を

給餌する方法で行った。

なお、各々の水槽規模及び試験条件の詳細は以下の

とおりであった。

アワビ 100L角形PP製容器に 60L角形PP製

かご (63X40X23叩)を収容して、水深を約 12叩と

なるように(かご内の実容量は約 30L)排水位を調整

し、弱通気を行った。給餌は2日に 1回飽食量を与え、

水槽掃除は 1週間に 1回実施した。

漉過水槽 45L角形PP製容器 (62X41X32cm) 

に漉材として珊瑚砂を収容して漉過水槽とし、アワビ飼

育水槽からの排水が漉過水槽上部から漉材を通過し、水

摘底部から排水(ヒラメ水槽に注水)されるように配置

した。また、漉過水槽の掃除は 1か月に 1回実施した。

ヒラメ 400L角形FRP水槽(137X 60 X 50 cm) 

で、実容量が 150Lとなるように水位を調整し、 1時間

当たり 3回転の換水率となるように注水量を調整し、通

気を行った。また、給餌は 1日2回、週6日行い、そ

の都度飽食量を与えた。なお、水槽の掃除は実施しなか

った。

魚体測定及ぴ水質検査 ヒラメの全長、体重及び、ア

ワビの殻長、体重を概ね 1月毎に 1回測定した。
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水質については、 pH、00、注水量を月 1回測定す

るとともに、排水中の一般細菌数の検査(プレインハー

トインフュージョン寒天培地 20'C 24--36時間培

養)を延べ2回実施した。なお、細菌検査は、各水槽掃

除を実施する前に採水し検査に供した。

【結果】

飼育試験は 14年 11月上旬より開始し、現在継続中

であり、その経過について述べる。

ア生残

ヒラメ 平成 15年2月12日までに、 4区で 1尾

が弊死した(生残率 98%)のみで、その他の試験区で

生残率は 100%であった.

アワビ平成 15年2月12日までに、 2区で 1個

体、 3区で2個体、 4区で 1個体が弊死し、生残率は 1

区から順に 100%、99.0%、99.0%、99.0%、であった。

イ成長

ヒラメ 飼育期間中のヒラメの成長を表-1及

び図ー2に、餌料効率を表-2に示した。

飼育開始後3カ月を経過したが、各区のヒラメ成長に

顕著な差はみられていない.また、餌料効率においても

顕著な差異はみられなかった。

アワビ 飼育期間中のアワビの成長を図-3及

び表-3に、餌料効率を表-4に、また日開成長を表-

5に示した。

コンブを餌料とした 1区のアワビの成長は、他の区

よりも悪かった.この区には、当初の 2カ月間は生コン

ブを投与したが、必要量の生コンプを確保することが困

難であったため、 3カ月白からは乾燥コンプに代えて給

餌した経緯があり、アワビの餌料要求を十分に満たさな

かった期間があったことが成長鈍化を引き起こした可

能性が考えられた。一方、配合餌料を給餌した2区、 3

区、4区では2カ月目の測定で成長の鈍化が見られた(図

-3)。また、飼育密度の高い3区では他の配合飼料給

餌区と比較して殻長の伸びが劣っていた(図-3)。餌

料効率では、配合餌料を給餌した2区が最も高く、飼育

密度の高い 3区では他の 2つの試験区より低かった。



また､コンブを給餌した１区では生コンブを給餌した初

期の２カ月間は4.9％、乾燥コンブを給餌した最後の１

カ月間は7.6％で、乾燥コンブのほうが餌料効率が高か

った（表－４）。なお、乾燥コンブは乾燥重量の４倍を

湿重量として換算して給餌量とした。

ウ細菌検査

結果を表－６に示した。

アワビ飼育排水中の生菌数を検査したところ、生コ

ンブを給餌した１区の排水中の一般細菌数は､配合飼料

を給餌した他区の排水中のそれと比較して少なかった。

漁過槽排水では､アワビ飼育排水とほぼ同様の一般細菌

数であった。また、ヒラメ飼育排水では、アワビの飼育

環境に関わらず一般細菌数は103CFU／ｍｌオーダー

に達していた。

【考察】

前年度の試験において、深層水と表層水を混合し

18℃の水温とし、ヒラメ、アワビの多段飼育を実施し

た。この試験では、上段に設置したヒラメの飼育尾数が

多いほど下段で飼育したアワビの弊死が多く、ヒラメ飼

育排水の汚れがアワビの生残に影響を与えたことが明

らかとなった｡一方本年度の試験では加温深層水を利用

し、前年とは逆に上段にアワビ、下段にヒラメの多段飼

育を試みた｡この試験では現在のところ下段のヒラメの

弊死はほとんどなく、いずれの試験区においても順調に

生育している。

ところで、細菌検査の結果からも明らかなように、

アワビ飼育排水の一般細菌数はヒラメ飼育排水と比較

して明らかに少なく、アワビを飼育した後の排水がヒラ

メ飼育に与える影響は少ないと判断された。

アワビ飼育排水の一般細菌数が少ない理由としては、

アワビ水槽の残餌や糞等のほとんどがカゴ下の水槽に

貯まることによると考えられ､定期的にアワビ水槽の底

掃除が可能であれば､下段で飼育する魚類等への影響は

少ないと判断された。また、アワビ飼育排水においては、

コンブを給餌した試験区が､配合飼料を給餌した試験区

と比較して明らかに一般細菌数が少なく、ヒラメ飼育に

与える影響はより少ないと考えられた。ただし、コンブ

を給餌したアワビは､配合飼料を給餌したアワビと比較

－６９－

して、成長が劣る可能性を考慮する必要がある。

今回の試験で、ヒラメの成長、歩留り及び飼育排水の

細菌検査の結果から判断して、アワビを上段に、ヒラメ

を下段に飼育するという多段飼育が可能であることが

ある程度立証されたが、今後は、現在の飼育試験を継続

しながら、ヒラメが商品サイズ近くに成長するまでその

経過を見る必要がある。また、実際の事業規模で展開可

能な飼育規模を考慮して試験を実施する必要があるで

あろう。

【調査結果登載印刷物等】

平成１４年度深層水多段利用型水産増養殖技術の開発に

関する報告書平成１５年３月社団法人マリノフォー

ラム２１
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表－１ヒラメの成長

平均全長（、）

１区 ２区

開始当初 １９１±１２．６ １９３±１２．７

1か月後 ２２１±１４．８ ２２１±１３．８

２か月後 243±１６．５ 245±１４．３

３か月後 262±２０．４ 268±１４．９

平均体重（９）

１区 ２区

開始当初 ７１．０±１５．３ 70.5±１５．７

1か月後 116.3±２６．３ 113.6±２３．９

２か月後 159.1±３７．８ 160.1±３２．０

３か月後 202.8±５０．１ 213.5±３８．８

３区 ４区

１９１±１３．０ １９１±１１．５

２２１±１５．１ ２２１±１２．１

244±１６．４ 242±１２．８

267±１７．９ 265±１３．０

３区 ４区

68.0±１４．６ 68.5±１３．４

114.3±２４．６ １１３．３±２１．５

160.2±３４．１ 156.6±２８．０

205.8±４３．１ 198.8±３２．４

表－２ヒラメ飼育における餌料効率

（飼育開始当初から測定日までの通算の餌料効率（％））

1区 ２区 ３区

３か月後 121.3 123.9 120.9

表－３アワビの成長

殻長（、）

1区 ２区

当初 ５１．０±２．８ 50.8±３．０

1か月後 52.9±３．０ 54.5±２．５

２か月後 55.2±２．４ 56.5±３．３

３か月後 55.7±３．０ 59.2±３．０

体重（９）

1区 ２区

当初 １６．２±２．７ １６．０±２．９

1か月後 １８．４±３．４ 21.8±３．６

２か月後 19.0±２．４ 21.2±３．７

３か月後 ２１．４±３．７ 28.3±５．３

３区

51.0±２．３

53.3±２．７

54.6±２．７

56.3±３．０

３区

16.7±２．５

20.9±３．３

２１．２±３．４

25.3±４．３

－７１－

４区

119.8

４区

53.1士３．５

55.0±３．２

57.2士３．２

５９．７±２．９

４区

17.3±３．２

２２．９±４．１

22.7±４．２

28.5±４．８

５区

192±１３．０

220±１４．９

２４１±１５．９

265±１８．１

５区

73.2±１６．５

114.4±２６．２

156.5±３４．８

207.7±４４．３

５区

123.7



２か月後

３か月後

表－４アワビの餌料効率

（飼育開始当初から測定日までの通算の餌料効率（％））

１区 ２区 ３区

4.9 3８．４ 33.4

5.9 5０．２ 34.0

最終１か月短期 7６ 6５．６ 35.2

表－５アワビの日間成長（“／日）

１区 ２区 ３区

日間成長（３か月） 4７．５ ８４．８ 53.5

４区

3９．９

44.3

49.9

４区

66.7

表－６ヒラメ・アワビ多段飼育における細菌検査

上段：飼育１か月後

下段：飼育２か月後

1区アワビ１００個

コンブ給餌

２区アワビ１００個

配合給餌

３区アワビ２００個

配合給餌

４区アワビ１００個

配合給餌

５区コントロール

18℃加温深層水原水

(注入水）

アワビ排水

２×１０

４×１０

３×１０２

２×１０２

４×１０２

７×１０２

３×１０２

９×１０２

３×１０

－７２－

(一般細菌数ＣＦＵ）

浦過槽排水

ｌ×１０

２×１０

２×１０２

３×１０２

２×１０２

７×１０２

ヒラメ排水

２×１０３

５×１０３

４×１０２

７×１０３

２×１０３

２×１０３

１×１０３

３×１０３

１×１０３

２×１０３



③アワビ類養殖技術の開発

密度別飼育試験

【目的】

アワビ等の多段飼育に向けて､アワビのサイズ別の適

正収容密度を把握する。

【方法】

１．２０００年貝（生後約２年半）

平均殻長５０ｍｍ以上の大型群と、４５～50ｍｍの小型

群に選別し、それぞれの群を３つに分け、４００個、２００

個、５０個ずつカゴ生賛(80×60×40ｃｍ）に収容し、４００

個を収容したカゴ生賛には波板を投入して、平成１３年

１２月中旬から１４年９月中旬までの９か月間､表層水を

用いて飼育を実施した。なお、給餌はアワビ用配合飼料

を１日おきに週３回、残餌が生じる程度与えた。

２．２００１年貝（生後約１年半）

カゴ生賛（80×60×40ｃｍ）内に平均殻長３２ｍｍのア

ワビ稚貝をそれぞれ900個（波板投入区のみ）、600個

（波板投入区及び非投入区）、300個（波板投入区及び

非投入区）収容し、延べ５試験区で平成１３年１１月下

旬から１４年９月中旬までの期間、表層水を用いて飼育

を実施した。また、給餌は2000年貝と同様であった。

【結果】

飼育期間中のアワビ殻長の推移を図一ｌ及び図－２

に示した。また、試験最終測定時の殻長、体重、肥満度

及び日間成長を表－１及び表－２に示した。

１．２０００年貝

同じ殻長サイズの飼育密度による成長差は､小型群で

顕著であったが､大型群では顕著ではなかった(表－１)。

肥満度は高密度群ほど高い傾向にあった。

２．２００１年貝

９００個収容した群の成長は､他の試験区の成長と比較

して劣っていた（表－２，図－２）。

６００個及び３００個収容した群の成長比較では、３００

個収容した群の成長が良かった。

波板を投入した群とそうでない群の成長比較では、

300個収容した群のうち波板を投入した群の方が投入

しなかった群に比べ成長が良かったが､６００個収容した

群では成長差は顕著ではなかった（表－２）。

－７３－

渡辺健

【考察】

平均殻長32.4mmで試験を実施した2001年貝の飼育で、

300個を収容して波板を投入した試験区が一番成長が良

好であったことから、試験に使用したカゴ（底面積0.48

㎡)で３２mm程度の殻長のアワビを収容する際には､収容

個数を300個以下とすることが望ましいと考えられた。

しかしながら、本結果からは、効率の良い飼育密度の限

界は見い出せなかった。

また､平均殻長４７～４８ｍで試験を実施した２０００年貝

の小型群の飼育で、飼育密度が低くなるにつれて成長が

良好であったが、大型群では飼育密度による成長差は顕

著ではなく、ここでも効率的な飼育密度は見い出せなか

った。

今後は、アワビと魚類等を組み合わせた深層水の多段

的な利用のために、アワビの効率的な成長及び飼育排水

の水質に配慮した適正な飼育密度を検討する必要がある。

【調査結果登載印刷物等】

平成１４年度深層水多段利用型水産増養殖技術開発に

関する報告書平成１５年３月社団法人マリノフオー

ラム２１



窪了隅 歩寺Ｈｆ背

(m､）（m､）

r1

L｣ り４ＵＵ１１召

50mm超波板なし200個５３．１６２４３５．０0.14435.0
50m!n超波板なし５０個５２．２６３．１３３．８0.13540.8
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40～50ｍｍ波板あり400個４７．５５７．４２８．９0.15236.9
40～50ｍｍ波板なし200個４７．４５８０２７．４0.14139.8
40～50ｍｍ波板なし５０個４８．３６０．１３０．２0.139４４．１
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図－１２０００年貝の殻長の推移図－２２００１年貝の殻長の推移
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図２ツルアラメの培養の様子

松村航(科学技術特別研究員)｡渡辺健

実験は，次の４項目①換水率実験：1,3,5,10回転／

日，②適正水温実験：１０，１５，２０℃の３段階，③適正光

赴子密度実験：２０，ｕＥ/m2/sec，６０以Ｅ/In2/sec，１００浬

E/m2/seｃの３段階，④深層水と表層水の混合条件での成

長比較実験:深層水の割合0,25,50,100％の４段階，に

ついて行った．実験期間は１０日間，培養５日後と１０日

後に葉長，葉幅，湿重量を測定した．なお，それぞれの

実験開始前に３日から５日間ほど馴致培養を行った．

葉長,葉幅,湿重量に対する相対成長率(RGR:Relative

growthrate）は，Ｏｈｎｏｅｔａｊ．（1994)の方法に従った．

ＲＧＲ（％day~'）＝lOOt~１１，（Va/Vb）

t：日数Ｖａ:ｔ日後の葉長，葉幅，湿重鑓Ｖｂ：実験開

始時の葉長，葉幅，湿重量

【目的】

本研究は，室内に設置した深層水かけ流し式海藻培養

実験装置（図ｌ）を用いて，日本海側に分布するコンブ

類ツルアラメ此kIo"iastoZo"if直z計aOkamura及びテング

サ類マクサＣｅ"diUlm1eZeg宙"SKiltzingの培養を行い，

水量（換水率：回転/日），光量子密度，水温と表屈水混

合率別の違いが成長に及ぼす影響を調べることで至適培

養条件を明らかにすることを目的とした．本年度は，上

記２種のうちツルアラメについて実験を行った．マクサ

の雌’性配偶体から放出させた四分胞子体の培養株（現在

培養中)あるいはマクサ成体の先端部位を用いた実験は、

平成１５年度に予定している．

【方法】

実験材料：平成１３年１１月に，成熟したツルアラメの母

藻を富山湾内で採取し，富山県水産試験場で一晩冷暗所

に保存した後，遊走子を放出させ，恒温槽内（10℃,２０

～30座/1112/sec､12Light:l2Dark)で単藻培養を行った．

培養液には，PESI(Tatewakil966)を用い，配偶体ある

いは幼胞子体の状態で保存培養したものを実験開始時

に，葉長５～１０cm程度まで成長させ実験に供した．

実験方法：本年度は，上記の培養装世（図１）を用いて

ツルアラメの成長実験を行った．培養容器は，１０の容量

の広口Ｔ型瓶を用い，上部の蓋に深層水注排水用と通気

用の３箇所穴を開け，容器内の水量が800mｌになるよう

に作製した．なお，容器1個に対して藻体を２～３個体入

れ培養した（図２)．

【結果】

ツルアラメEstoZo"m9raOkamura

①最適換水率実験

換水率1,3,5,10回転/日の４段階，水温15℃，光麓子

密度６０“/m2/seｃの条件下で培養実験を行った結果,葉

長，葉幅，湿重麓に対する１０日間のそれぞれの相対成

長率は,１回砿区1.1%,0.5%,2.4%,３回転厩2.4%,4.1%，

6.4%,５回転区２．１%,5.0%,3.6%，１０回転区2.3%,4.5%，

6.7%となり，１日１回転条件よりも３回転条件以上で葉

長，葉幅，湿重jiitのいずれにおいても高い成長率を示し

た（図３)．また，培養開始から５日間と１０日間の相対

成長率を比較すると，３～１０回転区では１０日間のほうが

成長率の高い値となったが，１回転区では低い値となっ

ていることから，３回転以上が適した培恭条件であるこ

謹嚇……三員
燭輝稚;v億Ｊ』！'錐零(癖』；

侭営
〆

一国■画

圧 山、

(4)深層水利用藻場海藻培養研究

図１海藻培養実験装置
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１３５１０

回転/日

図３換水率による葉長,葉幅,浬霞量の相対成長率

■葉長，●葉幅，▲浬置畳

②適正水温実験

水温10,15,20℃の３段階,光量子密度６０座/m2/sec，

換水率３回転/日の条件下で培養実験を行った．能登谷・

足助（1983）によると，ツルアラメの成長に適した水温

は20℃であると報告しているが，本実験の湿重量に対す

る相対成長率は，１０℃と１５℃で6.4%であるのに対し，

20℃では4.9%と低くなった（図４)．また，葉長と葉幅の

相対成長率は，１０℃（1.9%,3.0%）より１５℃(2.4%,４．１%）

の方が高い値となったことから，水温１５℃が最適水温で

あることが認められた．

③適正光量子密度実験

光量子密度20,60,100〃E/､2/secの３段階,水温１５℃，

換水率３回転/日の条件下で培養実験を行った．葉長,葉

幅，湿重量に対する１０日間のそれぞれの相対成長率は，

２０必Ｅ/m2/ｓｅｃ２､０%，３．５%，４．８%，６０以Ｅ/m2/ｓｅｃ２､４%，

4.1%，6.4%，lOO必Ｅ/m2/ｓｅｃｌ､８%，2.4%，4.5％となり，

60〃E/m2/seｃが最も高く，１００“E/m2/seｃが最も低い成

長率を示した（図５)．この結果は，ツルアラメの天然域

での生育場所が１０～20m以深であることを反映しており，

高光量より中から低光量のほうが生育に適しているもの

と示唆された．

1０
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図５光量子密度による葉長,葉幅,湿重量の相対成

長率■葉長，●葉幅，▲湿重量

④深層水と表層水の混合条件での成長比較

深層水濃度１００，７５，５０，２５，０％（表層水100%），水

温１５℃，光量子密度６０座/m2/sec，換水率３回転/日の

条件下で培養実験を行った．葉長の成長率は，濃度0%で

1.4%と低く，濃度２５％以上では２．１～2.5%となり，１．５

～1.8倍の成長率の増加が認められた．葉幅に関しては，

濃度50～１００%で３．５～4.1%であるのに対し，濃度25％以

下では１．５～2.5%と低い値を示した．湿重量の成長率に

関しても，葉幅と同様の結果が認められ，濃度５０～１００％

で６．２～6.9％と高い値を示したのに対し,濃度25％以下

では３．８～4.0％と低くなる傾向が認められた．なお、湿

重錘の成長率は，濃度７５%が最も高い値（6.9%）を示し

た（図６)．この結果から，深層水５０%以上と表層水５０％

以下に混合した条件下がツルアラメの成長に有効である

ことが認められた．
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区

とが認められた．なお，３，５，１０回転区ではほとんど成

長率に差が認められなかった．この結果から，成長に制

限のかからない適正換水条件は，１日に３回転（流量

2.4L/日）以上であるとして、以後全ての実験を１日３

回転の条件で培養を行った．

2０６０１００

光量子密度奴Ｅ/圃2/seｃ

１０１５２０

水温（℃）

図４水温による葉長,葉幅,湿重量の相対成長率

■葉長，●葉幅，▲湿霞畳
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深層水漫度（％）

図６深層水漫度による葉長,葉幅,湿重量の相対成

長率■葉長，●葉幅，▲理窟畳
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【謁査結果搭職印劇物等】

平成１４年度エネルギー使用合理化海洋資源活用システ

ム開発報告書
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（１）

非水産分野における深層水有効利用研究

【目的】

海洋深層水を培地として、微細藻類の培養を行う。得られ

た試料については、薬事研究所において有用生理活性物質の

検索を行う。

防法】

付着珪藻連続培養装置に深層水原水（水温3～4℃）を通水

し、自然繁茂した付着珪藻を連続培養した。付着珪藻を定期

的（３０日～６０日毎）に収穫し、２時間静置して上澄み液を除

去した。

【結果の概要】

本年度は平成14年５月２５日及び７月１０日に付着珪藻を収

穫して（表l)、得られた試料中には浮遊性、付着性珪藻合わ

せて24種が存在した。この試料は薬事研究所へ提供した。

表１提供試料一覧

年月日

平成１４年５月２５日

平成14年７月１０日

【餌査結果搭載印刷物等】

なし

提供試料

自然繁茂種

自然繁茂種

－７８－
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小善圭一

(2)取水深層水圏査

深層水施設内に硝酸塩連続分析装置を設置し,連続分析(１

時間間陶を実施した。

調査期間：平成13年１０月１２日～(現在継続中）

【目的】

現在，取水を行っている海域および取水している深層水の変

動を連続的に把握し、その変動要因を検討する。

防法】

（１）海域囲査

①流向･識速圏査

調査地点の水深100mおよび300mに流向･流速計(ACM-M8M、

アレック電子㈱ﾘを設置し,連続測定(15分間”を行った。

調査期間：

平成14年５月１３日～５月27日(１５日間）

平成14年７月24日～８月８日（１６日間）

平成14年12月１日～12月１７日（１７日間）

調査地点：滑川地先（S，水深365m）

北緯36°48.00,東経137°20.10

②採水困瞳

流向･流速計設置地点を中心に９定点（図l、S-l～9）を

設定し，流向・流速調査開始､終了時にSTD観測を行った。

また､流行流速設置地点ではバンドン採水器により、3,50,

100,150,200,250,300及び350mの各層から採水を実施し、

水温,塩分,栄養塩(硝酸態一N、リン酸態一P,ケイ酸態一Si）

の測定を行った。

G結果の概要】

(1)海域圃瞳

①流向･流速

流向･流速調査結果を表１，図2及び図３に示した。

表１■査ごとの疏遠一覧

５月１００ｍ:最大･最小流速は26.2cm/Sおよび0.2cm/Sで、

平均流速は5.9ｃｍ/sであった。

流向の出現頻度を見てみると、南西から西方向（210～

255°）の流れが31.9％、北東から東北東方向（30～75。）

の流れが23.9％を占めていた。

５月300ｍ：最大･最小流速は8.0cm/Sおよび0.1ｃｍ/Ｓ

で、平均流速は3.0ｃｍ/Sであった。

流向の出現頻度を見てみると、オ陳から東北東方向（30～

75°）の流調が39.8％、南西から西方向（210～255。）の

流れが14.4％を占めており、主要な流向はlOOm層のそれと

一致していたが出現頻度に関しては逆パターンとなった。

７月１００m:最大･最小流速は30.6cm/sおよび0.2cm/sで、

平均流速は10.0cm/Sであった｡流向の出現頻度のを見ると、

南西から西方向（210～255°）43.9％、北東から東方向(４５

～90。）の流れは24.8％であった。

７月300m:最大･最小流速は10.9cm/sおよび0.0cm/sで、

平均流速は2.8cm/sであった｡水深100mに比べ明らかに流

速が小さかった。流向の出現頻度を見ると、南西方向（210

～255。）が35.9％、北東方向（30～75°）が23.3％を占

めていた｡主要な流向の出現頻度および出現パターンは１００ｍ

２．４富山湾の海洋科学研究
（１）日本海固有水の性状特性に関する研究

－７９－
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層と類似していた。

今年度の調査では水深100m層において､5cm/s以上の流れ

が全体の50％以上を占めており､定常的に流れが存在してい

た｡流向は南西から西（210～255。）が主体で、沿岸に沿っ

た流れであった。

水深300m層では、流速が1cm/s以下のほぼ無流状態が５

月は31.2％、７月は36.2％存在していた。また、流向は水

深100ｍの出現頻度と同様のパターンを示す場合と、逆パタ

ーンを示す場合があった。

１２月調査では流行・流速計が荒天のため流失してしまっ

たためデータが得られなかった。

０
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図２－１５月の100,層の流向の頻度分布
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流向（・）

図２－２５月の300ｍ層の流向の頻度分布

①採水頚査

水温･塩分については，200ｍ以深では季節を問わず安定

している。表層から200ｍ以浅では季節により差があるもの

の､水深が増すごとに栄養塩濃度が上昇し､200m以深では安

定していた。リン酸塩､硝酸塩およびケイ酸塩の濃度はそれ

ぞれ1.0邸１以上､１８.OluM以上および30ﾉLLM以上となり、前

年度までの結果と一致していた。また、250m以深では､調査

定点による栄養塩濃度の差もほとんどなかった。

【調査結果搭載印刷物等】

なし
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流向（・）

図３－２７月の300ｍ届の流向の頻度分布
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流向（。）

図３－１７月の100層の流向の頻度分布

０

(2)取水深扇水畷匿

平成13年１０月１２日から平成15年３月１日まで連続分

析の結果、取水深層水の硝酸塩濃度の平均は２３．３“｜

（0.32Ing/L）で､海域における硝酸塩濃度とほぼ一致してい

た｡１２月中旬以降､短時間で栄養塩が大きく変動する場合が

あり、最大で約２０％の濃度変動が見られた。

連続分析期間中､取水深層水の水温は1.50～4.32℃で変動

しており、硝酸塩濃度との関係を見ると、逆相関を示した。

０
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（２）湧水域周辺の生物群集に関する研究

【目的】

魚津市青島地先で潜水調査を行い，湧水の分布を調べ

るとともに，湧水とその周辺における生物相の違いを明

らかにする。

【方法】

(1)魚津市青島沖の湧水の分布

魚津市青島の魚津漁協道下倉庫・斜路沖において、平

成１４年４月２３日,５月２３日,７月６日,９月２６日,１０月

３１日,平成15年１月１６日,２月２５日及び３月２５日の計

８回潜水調査を実施した。

各潜水時には湧水量の程度,その分布範囲及び周囲の

生物を観察し,水中記録や写真撮影を行った。

(2)魚津市青島沖の湧水帯の生物

①付着珪藻

湧水とその周辺における付着珪藻の種組成の違いを把

握するために,魚津市青島の魚津漁協道下倉庫･斜路沖の

ライン上の距岸180ｍ、１９０，，２００ｍ及び210ｍの４地点

において,平成15年２月２５日にコレクターを設置した。

コレクターはスライドグラス（L76mm×W26ｍ×Ｈ１ｍｍ)１６

枚をテグス及び瞬間接着剤によりステンレス製のスライ

ド立て（L150mm×W80mm）に装着し,それをハリガネでレ

ンガ(L200mm×W100mm×H50ｍ)に巻き付けたものである。

なお,コレクターは設置１ケ月後の３月２５日に回収し

たが,距岸180ｍ地点に設置したコレクターは発見でき

なかった｡コレクターを回収後,そこに装着しているスラ

イドグラスの両面からブラシで付着珪藻を剥離し,種類、

スライドグラス１枚当りの細胞数（単位：cells），出現

環境を把握した。

②底生生物

湧水とその周辺における底生成物の種組成の違いを把

握するために,魚津市青島の魚津漁協道下倉庫･斜路沖の

ライン上の距岸190ｍ、200ｍ及び210ｍの３地点におい

て,平成15年３月２５日にプランクトンネットを装着した

手ダモで底生動物を操や砂ごと採集した。

なお,９月２６日にドロクダムシの採集を試みたが，ドロ

クダムシの棲管を確認することができず採集できなかつ

浦逼清治

た。

③その他の生物

魚津市青島の魚津漁協道下倉庫・斜路沖で,各調査時

に湧水地点と周囲の生物分布状況を写真またはノートに

記録した。

【結果】

(1)魚津市青島沖の湧水の分布

魚津市青島では,距岸160ｍ（水深７ｍ）付近の砂帯、

180～220ｍ（水深８～１５ｍ）の喋帯で海底湧水が認めら

れた｡４，５月には海底から５０cm程度の高さまで海水と淡

水が混合することによる「水のゆらめき」が認められた

が,９月には高さ１０ｃｍ程度しか認められなかった。潜水

調査を１０月及び１月に実施したが,底濁りのため湧水を

確認することができなかった。２月及び３月は距岸１６０

ｍ及び180～220ｍ地点で多くの湧水が確認された｡特に，

湧水の湧出量が多い箇所では海底から１ｍ位の高さまで

「水のゆらめき」が認められた。

(2)魚津市青島沖の湧水帯の生物

①付着珪藻

調査結果を付表ｌに示した。

３地点から回収したコレクターには１６属12種(9属で

未同定種を含む）の珪藻が出現した。珪藻の定点別の出

現種類数とスライドグラス１枚当りに付着した細胞数は、

距岸190ｍ地点で１４属１０種（9属で未同定種を含む)、

2,476,786cells,距岸200ｍ地点で１３属10種(7属で未

同定種を含む），1,376,914cells及び距岸210ｍ地点で

15属１２種（８属で未同定種を含む），737,821cellsで

あった。いずれの定点でもノMヨガcuZas”.が優先種で,ｌ

定点当りスライドグラス１枚当りの細胞数の平均は

839,293cellsであった。

同定種の内，３定点に出現した淡水種はcbcc”ejs

pJace"”Iａ，のmmm6e〃ａ”わ“ａ，の"pﾉｹ”e"召

quadr弓ip”c”z”の３種類であった｡このうちcbcc”eお

pJace"”Ｉａとｃ)佃6eIJa“i"“ａは３定点ともに出現

し,Ｇｂｍ１ｐｈ”G"a9uadr今jp”czat”は距岸210ｍ地点のみ出

現した｡細胞内の状態から判断して,同定された３種類の

－８１－



淡水種は調査海域で生息していたものと思われる。

②底生生物

調査結果を付表２に示した。

３地点から,軟体動物５属４種(l属に未同定種を含む)、

環形動物５属５種,星口動物１属１種,節足動物１３属１０

種（4属に未同定種を含む）及び原索動物ｌ属１種が出

現した｡このうち目レベルでは,ヨコエビ目の出現個体数

が最大で,３点で採集された底生生物の合計個体数133個

体中８０個体と60.2%を占めた｡また,定点別では距岸２１０

ｍの底生生物の出現個体数の計が最大で,３定点で採集

された底生生物の個体数の計である133個体中１１４個体

と85.7%を占めた。このうちドロクダムシＣｂｍｐﾉｳj”ｓｐ

は３地点の出現個体数の計が４８個体と,出現した底生生

物の中で最大であった。

なお,4,5月は湧水の湧出箇所が多くドロクダムシの

巣も多数確認されたことから,湧水の消長がドロクダム

シの生息に影響を及ぼしている可能性がある。

③その他の生物

距岸180ｍ（水深８ｍ）付近の喋帯の湧水帯において５

月に海藻ではカシラザキが目立った｡また,大型のサザエ

の死殻を数個見つけた。

距岸180～190ｍ付近の喋帯及びその周辺において９月

にアミ類が帯び状に群泳し,これをキュウセンなどのベ

ラ類が食べていた。アミ類をプランクトンネットを装着

した手ダモで捕獲し同定したところ,捕獲されたアミ類

は全てコマセアミ伽ｉｓロmy窓jsi､jjhmaiNakazawaであった。

【調査結果搭載印刷物など】

調査結果は国際・日本海政策課へ報告する予定。

－８２－



2. 5 富山湾漁場環境調査
( 1 ) 漁喝環境総合監視嗣査

①泡場環境監視調査

【目的】

富山湾沿岸域の定置網漁場における水質環境の現況を調

査し、水質汚濁監視のための資料とする.

防剖

(1)水質環焼厩査

①嗣査方法

栽培検業調査船 fはやっきJにより、各調査定点において表

層の採水を行い、分析に供した.

②嗣査定点

調査は図-1に示した18定点で行った。ただし、定点15......18

は，5......9月のみ採水を行った。

③観測及，lsI臨調目

天気、風向、風力、波浪、ウネリ、涜向、採水時間、水温

@分続項目及的抑坊法

水温:バケツにより表層水を採水し、棒状水銀温度計により

測定した.

塩分:アレック電子AST500-DKによった.

p H:目立・堀場.PHメーターMー飴D型によった.

濁度:日本精密・積分球式濁度計SEP-PI'-201型によっ

た.

COD:日本水産資源保範協会編新編水質汚濁調査指針 G盈

マンガン酸カリウム、 1∞℃、 m分)の方法によっ

た。

溶存酸素 (DO):日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査

指針 (Wm坦.er窒化ナトリウム変法)の方法によっ

た。

⑤F書回数
平成14年4月から平成15年3月までの閥、原則として毎

月1回、計四回の調査を行った。

ω泊燭場規調査
①田章方法

各定置網の採水責任者が採水した表層水を県漁連が回収し

て水試に搬入し、水試が分析を行った。

小善圭一

②飼査定点

宮崎~大境突堤沖の定置網漁場の32定点と河川前の4定点、

計36定点 (図2)。

③観測及Z綱憧頭目

天気、風向、風力、波浪、ウネリ、流向、採水時間、水温、

漁獲物及LN漁獲量

@分析項目及び分析方法

p H:目立・堀場・ pHメーターM-8AD型によった.

塩分:オートラプ・サリノメーターによった.

濁度:日本精密・積分球式濁度計 SEP-PT-201型によっ

た。

COD:日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針 G晶

マンガン酸カリウム、 1∞℃、 20分)の方法によっ

た.

⑤冒書国銑

12回(平成14年4月~平成15年3月、 8月未調査・ 6月

2回調査う

臨操の榔翻
(1)水質環境周査

水温:各定点の表層水温は8.2.......21.6'cであった。最小値は

3月の定点2であった。全ての定点で9月に年間の最大値を示し、

定点15で最高となった.

定点1......14の平均水温は16.9......18.0'C、定点15......19(5月--9

月のみ調査うの平均水温は21.9......22.3であった.定点3.......5のラ

イン‘定点9--11のラインでは、それぞれより岸に近い定点5、

及び11の年平均値が低かった。定点6-8のラインでは定点7で

平糊直が低かった.

塩分:各定点の表層塩分は22.31-33.別であり、最小値は5

月の定点10で、最大値は9月の定点17であった.

定点1......14の年間の平均塩分は28.07......30.99であった。定点

3‘4は平均塩分が29以下と、その他の定点と比べ低川直となり、

河川水の影響を受け易い環境と考えられた.逆に、定点6，9 ...... 

14では平均塩分が31以上とその他の定点に比べ高い値となっ

た。

p H:各定点の表層におけるpHの値は8.1......8.9となり、最

-83ー



小値はl～３月で多く観測された｡最大値は８月の定点15であっ

た｡水産用水基準の7.8～8.4を超えたのは､６月の定点13,14、

６月の定点１５，１６，８月の定点１，２，７，８，１５，１６，１７で観測

された｡定点l～14のｐＨの年平均は､8.2～8.3の範囲にあり、

定点ごとのばらつきは小さかった。

濁度:各定点の表層における濁度の値は0.1～9.2ppmとなり、

最大値は５月の定点10であった。５～10月に、3.0ppm以上の高い

値力視られたが､他の調査月には3.0P”以上の値は見られなか

った。定点l～14の年平均の値は0.8～2.0ppmであった。

溶存酸素（ＤＯ）：各定点の表層におけるＤ○の値は6.9～

11.6mg/Lであり、最小値は６月の定点4および８月の定点9で､最

大値は３月の定点14であった｡全ての定点で水産用水基準(6.0

mg/L以上）を満たした。また、定点l～14の年平均値は8.3～

8.8mg/Lであった。

ＣＯＤ：各定点の表層におけるＣＯＤの値は、0.1～3.8ｍｇ／

Ｌであり、最小値は６，９，１１，１、２月に見られた。最大値は６

月の定点16であった｡水産用水基準の1.0ｍｇ/Ｌ（アルカリ法）

を上回った定点数は､定点18を除く17定点(全定点の94.4％）

であった。１．０ｍｇ/Lを上回った時期は、４～８月に多く、その

他の時期では１０，３月に見られた。

定点l～14の年平均値は、0.5～0.9mg/Lの範囲にあり、水産

用水基準を満たしていた。

(2)漁燭環境罵瞳

水温：各定点の表層水温は3.3～27.1℃であり、最小値は２

月の「庄川前」、最大値は９月の「茂淵三番｣であった。

塩分：各定点の表層塩分の値は2.02～33.48であり、最小値

は５月の「ｦ巳念坊（沿）」、最大値は11月の「茂淵三番｣であ

った｡表層塩分の平均値が20以下を示したのは4～６月に多かっ

たほか、「黒部川前」、「神通川前」、「庄川前」、「小矢部川

前」といった川前の定点では、それ以外の月でも見られた。

各層採水を実施している｢伊古場｣、「鴻津一番｣、「沖住吉]，

Ｉ沖の網」、「大門沖」、「黒山」、「前網岸｣及び｢前網」に

おける20,50m層の塩分は18.55（５月の「鴻津一番」（50m））

～33.94（６月②の「大門沖」（50m））であり、表層に比べ安

定していた。

ｐＨ：各定点の表層におけるｐＨの値は、7.5～8.9であり、

最小値は５月の「天念坊(沿）」、最大値は５月の「酒樽Ｉ」で

あった｡表層のｐＨが水産用水基準(7.8～8.4）の上限値を上

回った定点数は16定点(全定点の44.4％）であり、時期として

は4,5月及び６月に見られた｡逆に､水産用水基準の下限値（ｐ

Ｈ7.8）を下回った定点は「天念坊（沿）」と「小矢部川前」

の2定点(全定点の5.6％）のみであった。各層採水を実施して

いる「伊古場」、「鴻津一番」、「沖住吉｣、「沖の網」、「大

門沖」、「黒山ｊ，「前網岸」及び｢前網」における20,50m層の

ｐＨは、９月の「沖住吉］水深50ｍでのみpH7.7を記録した。

濁度:各定点の表層における濁度の値は､0.1～15.8ppmであ

り、最小値は11月の「宮崎(沖）」、「川中（沿）」、「川中

（沖)」、「高峯（沖）」及び３月の「大門沖」で､最大値は１

２月の「小矢部川前」であった。「黒部川前」、「神通川前」

および「小矢部川前」では10.0p似n以上の値力f見られた。

各層採水を実施している｢伊古場｣、「鴻津一番｣、「沖住吉｣、

「沖の網」、「大門沖」、「黒山」、「前網岸」及び｢前網」に

おける20,50m層の濁度は0.2～21.1ppmで､10.0ppm以上の値は９

月の「沖の網」の50m層のみであった。

ＣＯＤ:各定点の表層におけるＣＯＤの値は0.1～3.3mg/Lであ

った｡最小値は６月②の｢茂淵二番｣、「茂淵三番｣、７月の｢千

ケ淵｣、９月の｢田茂前｣、１１月の｢宮崎(沖)」、「川中(沖)」、

「大門沖｣、「酒樽Ⅱ」、「小矢部川前」、３月の「田茂前」、

「茂淵~番」で､最大値は12月の「小矢部川前」であった。表

層のCODが水産用水基準（1.0mg/L-アルカリ法）を超えた定点

数は28定点（全定点の77.8％）であった。これらの定点では、

4～９月にかけて水産用水基準を上回る場合が多かった。

各層採水を実施している｢伊古場｣、「鴻津一番j，「沖住吉｣、

「沖の網」、「大門沖」、「黒山」、「前網岸」及び｢前網」に

おける20,50m層のＣＯＤは0.1～1.2Ⅱ堰/Lで､５月の｢鴻津一番」

の20m層、６月②の「大門沖」の20m層、で水産用水基準を上回

った。

平成14年度漁場環境保全推進事業調査報告書（作成中）
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②生物モニタリング園査

【目伽

底泥中に棲息する生物（ベントス）の種類･現存量を指

標とし、富山湾沿岸域の底質の富栄養化等、漁場環境の長

期的な変化を監視する。

【方法】

(1)圃査定点

定圃網漁場付近の４定点と河口域の４定点の計８定点(図

１)。

(2)瞬査方法

栽培瀧鴬調査船「はやつき」によりスミスマッキンタイヤ

型（l/1吋型）採泥器を用いて採泥した。採集した底泥の一

部は粒度組成等底質の分析に供した。残りの底泥は１ｍ目の

ふるいを用いてマクロベントスを選別し、その湿重量測定と

種の同定を行った。

③分析項目及び分析方法

粒度組成：ふるい分け法（日本水産資源保護協会編新編水質

汚濁調査指針）によった。

強熱減風（ＩＬ)：日本水産資源保謹協会編新編水質汚濁調査

指針の方法によった。

硫化物：検知管法（日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調

査指針）によった。

ＣＯＤ：日本水産資源保謹協会編新編水質汚濁調査指針の方

法によった。

底牛牛物(ベントス)：日本水産資源保護協会編新編水質汚濁

調劃旨針の方法によった。

側飼査回数

２回（第１回：平成14年４月２２，２３日、第２回：平

成１４年10月７，８日）

､結果の概要】

①底質分析結果

強熱減量：550℃における強熱減量（以後IL550）は、春（４

月調査時）が3.0～7.5％、秋（10月調査時）が1.9～6.4％で

あった。同様に850℃における強熱減量（以後IL850）は、春

が3.5～9.0％、秋が3.0～8.4％であった。春、秋ともに魚津沖

の定点１，２及び氷見沖の定点8で比較的高い値を示す傾向が見

小善圭－

られた。IL850とIL550の差は、春では0.8～2.8、秋は0.8

～2.1ポイントであった｡春は定点l、２，３，８で､秋は､定点１，

２，３，７では1.5ポイント以上の差が見られた。IL850とＩＬ５

５０の差が大きな定点では､サンフ2ﾙ中に貝殻片が多く見られた

ことから、これ力$影響していたと考えられる。春と秋の比較で

は、IL850において定点２，５及び7では､春と比較して秋に値

が高くなり、その他の定点では値が低くなった。IL550にお

いて春より秋の値が高くなったのは､定点５，７であった。全て

の定点で､値が半減あるいは倍増するといった極端な変動はな

かった。

硫化水素臭及び全硫化物:本年度調査で硫化水素臭が認められ

る定点はなかった。全硫化物量は、春では0.03～0.20mg/g･dry

で､秋では0.002～0.18mg/g･dryであった。最大値は春の定点８

で0.20mg/g･dryで、水産用水基準(0.20mg/g･dry）を超えた定

点は無かった。また、春と秋の定点１，２および8は0.14～0.20ｍ

ｇ/g･dryで、比較的高い値を示した。

ＣＯＤ：春は6.9～20.1mg/g･dry､秋は4.8～19.2mg/g･dryであ

った。春の定点8で、ＣＯＤの水産用水基準（20.0mg/g・dry）

を超えていた。定点8では春に比べ秋の値の7.7mg/g･dryと大き

く減少したが､その他の定点で値が極端に変動する定点は見ら

れなかった。

粒度組成:底質の中で細泥及び微細泥を泥と区分し、その割合

を見ると春は78.1～96.5％であり、秋は76.7～97.0％であった。

定点4では春､秋ともに他の定点に比べ､泥の割合が低かった。

また、定点7では春に比べ、秋に泥の割合が11.5ポイント高く

なったが､それ以外の定点では、春と秋を比較した場合、泥の

割合の差は10ポイント以内であった。

②底生生物（マクロベントス）

本年度は春・秋ともに汚染指標種である、チヨノハナガイ、

ヨツパネスピオAは確認されなかった。

春の採取面積（0.1,2）当たりの出現個体数は１０～253個体で

あり、定点8で最小、定点3で最大となった。秋の出現個体数は

16～150個であり、定点8で最小、定点2で最大となった。

類別組成を見ると、春の調査では定点３，５及び7で、甲殻類

の割合が40%以上と高くなった。また定点8では､その他の生物

（主としてホシムシの一種）が多く見られた。定点l、２，４，６
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およrt8では多毛類(主としてナナテイソメのー魁が優占し

ていた.

秋の調査では、定点2で貝類の寄冶均等に比べ大きく上昇し、

50%以上の高い値を示した。春に甲殻類の割合カ滴かった、定

点3、5、7ではいずれもその書l冶が大きく低下した.定点l、4

およZ舟では春と同様、多毛類カt優占していた。

現存量は、春は1.60--28.20~mz、秋は9.20--18.50 g~mZ 

であった。定点l、2および5では春に比べ秋に現存量が減少し

た.逆に、定~4， 6および7は秋に現存量が増加した。

胆惜讐型第積印刷物朝日
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（２）富山湾水質環境調査

【目的】

富山湾における赤潮の発生状況調査と県内の漁業者等

からの依頼による水質等の調査を行い，本県漁場の水質環

境の現況を把握する。

【方法】

（１）富山湾赤潮発生涜査

調査期間に実施した水質分析の結果や漁場保全推進対

策事業における水質測定等の調査で得られた赤潮情報か

ら，赤潮海域の範囲,期間,赤潮構成主要生物を調べた。

①蘭査項目

水温，水色，ＰＨ，塩分，プランクトンの同定と計数。

②赤潮の判定基準

赤潮の判定基準は，海水ｌＬ当たり，珪藻類

（助aeI0cerosspP.,JkeﾉeI0"emacosIaIum）の場合は

104細胞以上，夜光虫（ﾉVOCI〃UCaSCj"〃〃a"S）の場合

は数百個体以上が認められ，海域が変色していたときを

赤潮とした。

（２）黒東海域水質底質鋼査

①飼査方法

栽培漁業調査船「はやつき」により、各調査定点にお

いて表層の採水を行い、分析に供した。

②画杏定童

水質調査：図－１に示した12定点で行った。（定点は平

成13年度に実施された「富山湾漁場環境総合調査」の水

質調査定点27～38と同じ。）調査は平成14年６月13日、７

月15日、８月26日および10月４日の計4回実施した。

底質調査：図－２に示した１０定点で調査を行った。（定

点は平成13年度に実施された｢富山湾漁場環境総合調査」

の底質調査の定点42,43,46,47,49,50,51,53,54,55と同

じ。）調査は平成14年６月14日および９月３日に実施した。

③観測及び溺査項目

天気、風向、風力、波浪、ウネリ、流向、採水時間、

透明度

④分析項目及び分析方法

水質

水温・塩分・クロロフィル

－８８－
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：ACL200-DK（アレック電子㈱）によった。

ｐＨ：日立・堀場・ＰＨメーターM-8AD型によった。

濁度：日本精密・積分球式濁度計SEP-PT-201型に

よった。

ＣＯＤ：日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針

（過マンガン酸カリウム、１００℃、２０分）の方

法によった。

底質

粒度組成：ふるい分け法（日本水産資源保護協会編新編

水質汚濁調査指針）によった。

強熱減量（ＩＬ）：日本水産資源保護協会編新縞水質汚

濁調査指針の方法によった。

全硫化物：検知管法（日本水産資源保護協会編新編水質

汚濁調査指針）によった。

ＣＯＤ：日本水産資源保護協会編新縞水質汚濁調査指針

の方法によった。

底生生物（ベントス）：日本水産資源保護協会編新編水

質汚濁調査指針の方法によった。

【圏査結果の橿要】

(1)富山湾赤潮発生飼査

平成１４年度に確認された赤潮の発生状況を表－１に示

した。平成１４年度は，６月5-10日及び７月18-26日に

珪藻による赤潮を確認した。

表－１赤潮発生飼査結果表

発生期間 発生海域 主な赤潮構成生物

６月５－１０日
滑川沖

～黒部沖

助aeI0cerOSSpp

SAeﾉｅＩ０"”ａｃＯｓＩａＩＵｍ

７月18-26日
氷見沖

～黒部沖

助aeIOcerOSSpp

SkeﾉｅＩ０"emacOSIaIum

(2)黒東海域水質底質調査

①水質調査

表－２に表面海水の水質調査結果を示した。

水温：６月調査時で１７．９～22.3℃、７月調査時２２．３～

24.4℃、８月調査時で26.1～26.9℃、１０月調査時で２２．３

～23.8℃であった。６月、７月調査時に黒部川河口前の定

点３０で最小値を示した。最大値は８月の定点２９で観測



された、26.9℃であった。

塩分：表面塩分は、６月調査時で5.43～32.98,7月調

査時で12.48～30.56,8月調査時で29.78～33.86,10

月調査時で26.51～33.65であった。河口前の定点30で

は、塩分値20以下となる場合があった。

クロロフィル：表面海水のクロロフィル濃度は６月調

査時で0.53～3.48“／L、７月調査時で0.88～4.21陛ｇ

／L,８月調査時で0.21～1.04Jug／L､10月調査時で0.42

～2.89Jug／Lであった｡７月調査時では定点３８を除く定

点で１．０座g／Ｌであったのに対し、８月調査時では定点

３０を除き１．０jug／L以下となった。特に８月調査時では

透明度が7～24ｍとなっており､他の調査月に比べ湾外か

ら流入した海水の影響が大きかったものと考えらた。

ｐＨ：４回の調査において、表面海水のｐＨは8.2～8.5

の範囲内にあった。７月調査時の定点２８（ｐＨ8.5）を除

き水産用水基準（7.8～8.4）をみたしていた。

濁度：表面海水の濁度は、６月調査時で0.1～3.1ppm、

７月調査時で0.3～15.5ppm，８月調査時で0.1～0.6ppm、

１０月調査時で0.3～2.6ppmであった。黒部川河口前の定

点３０、その周辺に位置する定点２７～２９および３１で

1.0ppm以上の値を示す場合が多かった。これら定点では、

表面付近で河川水の影響を受け易い環境にあると考えら

れた。

ＣＯＤ：表層海水のCODは、６月調査時で0.5～1.5mg/L、

７月調査時で0.7～2.3mg/L､８月鯛査時で0.04～0.8mg/L、

１０月調査時で0.2～1.3mg/Ｌであった。水産用水基準

（1.0mg/Ｌ以下）を上回った定点数は、６月調査時で３

定点、７月調査時で８定点、１０月調査時で３定点であっ

た。８月調査時は全ての定点で水産用水基準を満たして

いた。

②底質

表－３に底質調査結果を､図－３にマクロベントスの類

別出現個体数組成を示した。

泥率：粒径0.063mm以下のものを泥、それより大きい

ものを砂と分類し､泥が占める割合を泥率(％）とした。

各定点の泥率は６月調査時で5.5～94.2％､９月調査時で

10.7～94.7の範囲にあった。定点４６，４７，５１，５３，５５

では、いずれの調査時期も泥率が50％以上となった。定

－８９－

点５０では６月調査時に５．５％であったが、９月調査では

78.3％と泥率が大きく変動した。この原因については不

明である。ただし、底質の場合、異なる泥率をしめす海

底泥がパッチ状に分布しており、採泥地点がずれた可能

性が考えられる。

強熱減量：６月調査時期で0.9～5.4％、９月調査時で

1.5～4.7％であった｡いずれの調査時期でも定点４７が最

大値となったが、その値は5.4,4.7％で全湾的にみると

低めの値とであった。

全硫化物：６月調査時で0.01～0.06mg/g乾泥、９月調

査時で0.01～0.21ｍｇ/g乾泥であった。９月の定点47で

水産用水基準（0.20ｍｇ/ｇ乾泥以下）を上回ったが、そ

の他の定点では基準を満たしていた。

COD：６月調査時で0.2～12.3mg/g乾泥、９月調査時で

1.0～11.5であった。いずれの調査時期でも定点47が最

大値となったが、全ての定点で水産用水基準（２０ｍｇ/ｇ

乾泥以下）を満たしていた。定点47は泥率、強熱減量と

もに最大値を示していた。

マクロベ.ントス：本年度の調査では、いずれの調査時

期においても汚染指標種は確認されなかった。採取面積

0.Olm2当たりの出現個体数は６月調査時で25～130個体、

９月調査時でl～27個体であった｡採取面積0.01,2当た

りの湿重量は、６月調査時で3.6～46.19/0.01ｍ２，９月調

査時で0.1～71.39/0.01,2であった。定点４９を除く、

全ての定点では６月調査時に比べ、９月調査時に出現個

体数、湿重量ともに減少した。類別の出現個体数組成を

見ると､６月.調査時の定点54および９月調査時の定点４６

では甲殻類が、６月調査時の定点47および９月調査時の

定点５３では貝類が、６月調査時の定点４２，４３，４６，５１，

５３，５５および９月調査時の定点４７，５５では多毛類が優

占していた。しかし、定点49,55以外の定点では調査時

期による類別組成変動が激しかった。黒東海域は、湾内

でも外海的な特性を持つと考えられるが、これまで季節

別の調査はあまり行われておらず、今後調査を継続して

いくことでその傾向が明らかになると思われる。

【圃査結果搭軟印刷物等】

赤潮鯛査結果：Ｈ１５年版富山県環境白書



図－１黒東海域水質画杏定堂図
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図－２黒東海域底質調査定点図
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平成14年６月１３日

水温(℃） 塩分

定点2７ 22.0 30.87

定鳥 i2８ 2２ １ 29.94

定月 129 2２ ３ 2８ 7６

定鳥 130 1７ ９ ５4３

定月 131 2１ ４ 2７ 7２

定点3２ 22.0 2９ 1２

定点3３ 1９．３ 3２ 9８

定点3４ 20.2 32.85

定点3５ 20.1 32.14

定点3６ 20.2 32.45

定点3７ 20.5 31.45

定点3８ 20.8 32.79

年

水温(℃） 塩分

定点2７ 24.0 28.45

定」 目2８ 24.0 27.97

定」 頁2９ 24.2 27.05

定｣蔦3０ 22.3 12.48

定』 蔦3１ 23.7 27.63

定」 罰3２ 244 29.45

定点3３ 23.8 29.45

定点3４ 23.6 29.31

定点3５ 23.4 29.56

定点3６ 23.2 29.47

定点3７ 23.5 30.12

定点3８ 23.2 30.56

年

水温(℃） 塩分

定点2７ 26.7 29.78

定点2８ 2６ ６ 29.89

定点2９ 2６ ９ 33.86

定点3０ 2６ ５ 30.41

定点3１ 2６ ５ 31.87

定点3２ 2６ ７ 33.78

定点3３ 26.3 31.45

定点3４ 26.2 31.03

定点3５ 26.6 31.46

定点3６ 26.3 31.22

定点3７ 26.1 31.98

定点3８ 26.4 32.41

水温(℃） 塩分

定点2７ 22.3 26.51

定点2８ 23.5 28.46

定点2９ 23.8 33.27

定点3０ 22.8 27.81

定点3１ 22.9 28.93

定点3２ 23.7 33.65

定点3３ 23.2 3０ 2１

定点3４ 23.2 3１ 0４

定点3５ 22.7 3０ 2３

定点3６ 23.2 3１ 3９

定点3７ 22.9 2８ 7５

定点3８ 23.2 3１ 3６

表－２水質溺査結果表

クロロフィル

仏gﾉL）
0.63

1.84

3.48

１1１

１4５

２5１

０5４

０7８

０．８５

0.92

0.67

0.53

クロロフィル

(JLLgﾉL）
3.78

3.65

3.91

1.68

2.85

4.21

2.62

1.46

1.25

1.03

1.14

0.88

クロロフィル

仏gﾉL）
0.85

0.62

0.23

1.04

0.77

０．２１

0.68

０7５

07１

０6９

０7９

0.59

クロロフィル

仏9人）
2.89

0.98

0.42

1.49

1.65

0.45

1.14

1.06

1.39

1.58

1.41

1.02

9１

濁度

(ppm）
０．４

1.2

２７

８

３１

２９

０．４

0.3

０

０７

０７

０５

濁度

bpm）
3.7

４２

４９

1５ ５

４０

3.0

2.0

0.8

０．７

0.5

0.4

0.3

濁度

(ppm）
0.5

０．３

0.1

0.3

0.2

０．１

0.5

0.5

0.4

0.2

０．６

0.3

濁度

(ppm）
2.5

1.4

０３

１７

２６

０７

１２

０７

１４

０７

0.5

0.3

pＨ
ＣＯＤ

(mg／L）
透明度

(､）
8.3 ０．５ １０

8.3 ０．９ ５

8.4 1.5 ３

8.3 0.8 ７

8.4 0.8 ３

8.4 1.2 ３

8.3 0.7 1２

8.3 0.7 1２

8.3 0.9 1５

8.3 1.0 ８

8.4 ０．５ ７

8.3 ０．８ 1３

pＨ
ＣＯＤ

(､g/L）
透明度

(､）
8．４ 1.6 ３

8.5 1.4 ２

8.4 1.7 ２

8.3 2.3

8.4 1.1 ２

8.4 2.0 ３

8.4 1.6 ４

8.4 1.4 ８

8.3 0.9 ７

8.3 0.7 ９

8.3 0.9 ９

8.3 0.9 １０

pＨ
CＯＤ

(mgﾉL）
透明度
(､）

8.3 0.8 ７

8.3 ０５ 10

8.2 ０0４ 2４

8.3 ０８ ９

8.3 ０５ 1２

8.2 ０１ 2３

8.3 ０５ ９

8.3 ０４ ９

8.3 ０．４ 10

8.3 0.3 １０

8.3 0.4 ８

8.2 ０．４ １１

pＨ
CＯＤ

(mgﾉL）
透明度

on）
8.4 1.3 ２

8.3 ０９ ６

8.3 ０２ 1７

8.4 １２ ４

8.4 １０ ４

8.3 ０２ 1５

8.3 １０ ６

8.3 ０９ ５

8.4 ０８ ３

8.4 ０５ ６

8.3 ０９ ３

8.3 ０９ ５
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表－３底質調査結果表
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図－３マクロベントスの類別出現個体数運成（％）
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定点4２

定点4３

定点4６

定点4７

定点4９

定点5０

定点5１

定点5３

定点5４

定点5５

泥率(%）

1８．３

1７．６

80.0

9４．７

3８．４

7８．３

6１．０

8１．５

1０．７

7８．６

強熱減量

(%）
1.8

1.7

3.3

4.7

2.1

3.4

2.7

3.7

1.5

2.9

全硫化物
(mg/g乾泥）
０．０１

０．０１

0.04

0.21

0.07

0,04

0.03

0.05

０．０１

0．０１

ＣＯＤ

(mg/ｔＩ乾泥）
2.6

1.9

7.0

1１．５

２．９

8.7

5.9

6.4

1.0

4.3

定点4２

定点4３

定点4６

定点4７

定点4９

定点5０

定点5１

定点5３

定点5４

定点5５

泥率側

2２．５

3３．５

8３．１

9４．２

5４．１

5.5

6５．８

8５．８

1６．２

6９．３

強熱減量

(%）
2.0

3．０

3.6

5.4

2.6

0.9

2.9

4.3

1.5

3.1

全硫化物
(mg/g乾泥）
0．０１

０．０１

０．０１

0.02

０．０１

０．０１

0．０１

0.06

0．０１

０．０１

ＣＯＤ

(mg/§乾泥）
2.9

3.6

7.1

1２．３

3.8

0.2

5.0

７．４

0.8

4.7



3．内水面課

３．１内水面増殖調査研究

（１）さけ。ます増殖調査

（２）降海性マス類増殖調査研究

（３）海産アユ種苗回帰率向上調査

（４）河川内有用魚介類生態調査研究

3.2魚病対策事業

（１）魚病対策

（２）アユ冷水病調査研究

3.3外来魚緊急総合対策事業



3.1内水面増殖調査研究
（１）さけ｡ます増殖調査

【目的】

秋季の沿岸漁業重要魚種の一つであるサケは、放流

稚魚の大型化と飼育管理技術の進歩により回帰率が向

上し、近年、本県への来遊尾数は増加し、種卵も県内

で確保できるようになったが、稚魚の放流尾数はふ化

場の生産能力からみて限界にきている。そこで、回帰

親魚の資源状況の解析と来遊予測、健康な放流稚魚の

生産技術指導、降海稚魚の移動・分布調査等を行い、

これらの結果から効率的なふ化放流事業の展開を行う。

【方法】

(1)回帰資源調査

サケ親魚の回帰状況は、富山湾沿岸漁業地区(20地

区)及び遡上河川(14水系17河川)におけるサケの漁獲

(捕獲)尾数のデータ（旬計）により調べた。

①年齢組成調査

小川，黒部川，早月川，神通川，庄川及び小矢部川

に遡上したサケについて尾叉長と体重を測定し，採取

した鱗から年齢査定を行った。

②海域環境調査

平成14年秋の海域環境調査として，富山湾東部海域

３定点において，平成14年９月から１１月にかけて表層の

水温と塩分を測定した。

(2)生産技術調査

①管理技術向上閑査

来遊予測の基礎資料を得るために，県内７カ所のサ

ケふ化場にて巡回指導を行い，ふ化場における飼育管

理状況，放流稚魚の性状（大きさ，健康状態）などを

調べるとともに，放流稚魚の体重を測定した。また，１

月30日から３月２７日にかけて，放流直前の稚魚30-100

尾に対して，常法により４８時間の海水馴致試験を行い、

海水適応能を調べた。

村木誠一

(3)移動・分布調査

①海域調査

降海後のサケ稚魚の生息環境を明らかにするため，

平成14年４月上旬から６月上旬にかけて，滑川地先にお

いて水温を測定した。

【結果の概要】

(1)回帰資源調査

富山県におけるサケの来遊尾数の経年変化を図lに

示した。平成14年度のサケの来遊尾数は，128,729尾

（対前年比119.2％）で，平成13年度を上回った。この

うち，海面漁獲尾数は56,341尾（対前年比130.1％），

河川捕獲尾数は72,388尾（対前年比112.0％）であっ

た。来遊尾数に占める河川捕穫尾数の割合は56.2％で，

前年を若干下回った。主要河川における捕獲尾数を見

ると、片貝川，黒部川，早月川、神通川，小矢部川で

は前年よりも減少したのに対し，小川、庄川では前年

よりも増加していた。海面漁獲尾数を東部(境一石田)，

中部(経田一四方)及び西部(海老江一氷見)に分けてみ

ると，東部で17,482尾(対前年比114.1％)，中部で

25,360尾(対前年比125.7％)，西部で13,499尾(対前年

比173.4％)で，全体的に増加傾向であった。

来遊量は平成9年に大きな落ち込みがみられたが，平

成１０年以降はやや回復傾向を示している。この間来遊

尾数を左右する放流尾数、稚魚の飼育管理、放流時の

沿岸水温等大きな原因は認められないことから，北洋

における生息環境の変化が影響している可能性がある。

来遊時期については，海面漁獲の盛期は10月中旬か

ら１１月上旬であり、例年に比べて盛期が長く、ピーク

時である10月下旬の漁獲量は19,896尾（過去3ヵ年の平

均は11,406尾)と多かった。河川捕獲尾数のピークは例

年と同様に１０月下旬であったが，１１月中下旬の捕獲尾

数が昨年より多かったため総捕獲尾数が昨年より増加

したと考えられた。

－９３－
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平成12年度から回帰率を更に向上させるため，健康(飼

育密度㎡当たり１万尾以下）で大型稚魚（１９以上）の

放流を目指しているが、一部ふ化場ではまだ小型の稚魚

も見られるので、今後も指導の必要がある。また、ふ化

場によっては収容能力を上回る稚魚数の飼育により細菌

性鯉病が発生しているため､各ふ化場の収容能力（池数、

水量等）に見合った稚魚数の飼育を今後も指導していく

必要がある。

(3)移動・分布調査

①海域調査

滑川地先の表面水温は，平成14年６月上旬に15℃を越え，

平年並に水温が上昇した。

②海域環境調査

東部海域３定点の平成14年秋の表層水温は９月が26.4

～26.8℃，１０月が23.3～23.5℃，１１月が15.8～16.2℃で

平年並みであった。

【圏査結果登載印刷物等】

平成１４年度さけ。ます資源管理推進事業報告書（作成中）(2)生産技術園査

①管理技術向上圏査

海水馴致試験の結果，４８時間後の生残率は38.3～100％

であり，ふ化場毎に差が見られ、一部50％未満の個体群

が見られた。稚魚の平均体重は0.42～1.26ｇであった。

200000
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①年齢組成調査

平成13年度に各河川に遡上したサケ親魚の尾叉長，体

重及び年齢組成を表ｌに示した。体重、尾叉長ともに近

年顕著な大型化や小型化は認められなかった。主要河川

である庄川の年齢組成は2年魚が1.3％、３年魚が40.8％、

4年魚が47.2％、５年魚が10.7％であり、４年魚の割合が一

番高く、次いで3年魚高かつた。

平成14年度データについては現在取りまとめ中である

ため、次年度年報に記載する。
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図１富山県におけるサケ来遊尾数と放流尾数



表1平成13年度河川別・年齢別の平均体重および平均尾叉長
年令 2年魚 3年魚 4年魚 5年魚

河川名 項目 標本数 FL BW 標本数 FL BW 標本数 FL BW  標本数 FL BW  

月別 (尾) (cm) (kg) (尾) (cm) (kg) (尾) (cm) (kg) (尾) (cm) (kg) 

10月 o 85 64.1 2.3 65 68.4 2.8 2 72.0 3.0 

11月 o o 。 o 
小111 12月 。 o o o 
小針l平均 o 85 64.1 2.3 65 68.4 2.8 2 72.0 3.0 
割合(%) o 55.9 42.8 1.3 

10月 60.0 2.7 45 66.3 3.1 57 70.6 3.7 7 76.1 4.3 

11月 o 31 65.0 3.0 8 68.0 3.6 o 
黒部川 12月 o o o o 

小計|平均 60.0 2.7 76 65.7 3.1 65 69.3 3.7 7 76.1 4.3 

割合(%) 0.7 51.0 43.6 4.7 

10月 62.0 2.0 62 64.0 2.6 26 69.2 3.6 72.0 4.1 

11月 62.0 2.3 89 62.7 2.7 14 66.7 3.4 74.0 3.7 
早月川 12月 o o 。 o 

小計|平均 2 62.0 2.2 151 63.4 2.7 40 68.0 3.5 2 73.0 3.9 
割合側) 1.0 77.4 20.5 1.0 

10月 59.0 2.3 52 64.7 3.0 70 68.9 3.6 10 73.4 4.2 

11月 59.0 2.3 80 63.9 2.8 29 69.0 3.6 o 
神通川 12月 o 。 o o 

小計|平均 2 59.0 2.3 132 64.3 2.9 99 69.0 3.6 10 73.4 4.2 

割合(%) 0.8 54.3 40.7 4.1 

10月 59.0 2.0 69 65.4 2.7 55 70.7 3.3 8 77.9 4.7 

11月 5 57.6 2.0 132 65.9 2.9 161 71.6 3.8 32 77.0 4.6 
庄川 12月 54.0 1.4 13 64.9 2.9 32 72.5 3.9 16 77.8 4.9 

小計|平均 7 56.9 1.8 214 65.4 2.8 248 71.6 3.7 56 77.6 4.7 

割合併) 1.3 40.8 47.2 10.7 

10月 2 43.5 1.6 31 58.5 2.7 10 63.7 3.6 o 
11月 3 49.3 1.6 69 57.5 2.6 16 63.9 3.5 3 60.0 3.3 

小矢部川 12月 o 。 o o 
小計l平均 5 46.4 1.6 100 58.0 2.7 26 63.8 3.6 3 60.0 3.3 

割合(%) 3.7 74.6 19.4 2.2 
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(2) 降海性マス類摺殖調査研究

【目的】

サクラマス資源の造成・増大を図るための知見を集積

するために、サクラマスの幼魚を育成し、標識放流を行

うとともに、河川・沿岸域におけるサクラマスの生態、

回帰親魚の漁獲実態等を明らかにする。また、深層水を

利用して親魚を養成し、種卵を安定的に生産するための

技術開発を行う。

【方法】

さけ・ます増殖管理推進事業実施要領(水産庁栽培養

殖銀)に基づき、以下の調査を実施した.

(1)回帰資源調査

①沿岸海蟻および河川での漁獲

富山湾沿岸海域と神通川および庄川の漁獲状況および

親魚の回帰状況を調査し、サクラマスの漁獲データを集

積した。

②沿岸環境調査

沿岸海域の甑穫量との関係を明らかにするために、親

魚の回帰時期において富山湾の表層水温を調査した.

(2)生産技術調査

①管理技術向上調査

県内河川のサクラマスの放流状況を調査した。

②親魚蓄養技術調査

深層水利用による親魚養成

水産試験場深層水利用研究施設のサクラマス飼育棟内

の25トン水槽6基を用いて、熱交換された深層水と地下

水で親魚を養成し、採卵を行った。餌料には、マス用配

合飼料、冷凍オキアミ、冷凍イカナゴを使用し、 1日当

たりの給餌量は、配合飼料で体重の約 2%、生餌で体重

の5--10%とした.

③幼魚生産技術向上調査

深層水を利用して養成した親魚から得られた稚魚(平

成 13年級群)を、神通川河川敷内中間育成池(延長 83

m、川幅3--7m、水深0.4--1.2m、流量約O.1--2 t /秒)

および神通川鮭鱒ふ化場の陸上池で飼育し、放流前に両

者の種苗性を調べた。河川敷内中間育成池は、発電所で

小谷口正樹

使用した水を神通川本川に放流するための用水を利用し

た。種苗性については、乾出試験(空中暴露)により検

討した。乾出試験は、試料を水産試験場に運搬(輸送時

間約 1時間)し、静穏な状態で丸1日飼育した後‘両者

の供試魚の大きさがほぼ同じになるように選別し実施し

た.乾出時間は 19分間で、その時の気温は 19.2'Cであ

った。

(3)移動分布調査

①沿岸調査

平成13年9--10月に庄川に標識放流した幼魚及び天然

幼魚の沿岸域での出現時期、大きさおよび回遊経路の調

査を行った。

②標識放流

神通川鮭鱒ふ化場で飼育した幼魚(平成13年級群)

に鰭切除標識を施し、幼魚生産技術向上調査において、

同ふ化場および河川敷中間育成池で飼育した後、放流し

た。

【結果の概要】

(1)回帰資源調査

①沿岸海域および河川での漁獲

富山県沿岸域における平成 14年のサクラマスの漁獲

量は 2，I98kg(定置網 2，I42kg、漁船漁業 56kg:水試調

べ)で、昨年 (4，670kg)の約47%であった。

富山湾沿海市場(新湊、四方、滑川、魚津、経由)に

おいて 1-5月に、 45尾の回帰親魚の漁獲を確認した。

そのうちの2尾が標識魚で、脂鰭と右腹鰭切除魚と左腹

鰭切除魚であった。漁協職員に調査を依頼した氷見市場

では、4-5月に406尾の回帰親魚の水揚げが確認された。

そのうちの28尾が標識魚で、脂鰭切除魚が23尾、左腹

鰭切除魚が2尾、脂鰭と左腹鰭切除魚が2尾、脂鰭と右

腹鰭切除魚が 1尾であった。

神通川における平成 14年のサクラマスの漁獲量は

l. 122kgで、昨年の漁獲量をわずかに上回った。

庄川において、捕獲を確認した回帰親魚は2尾で標識

魚は確認できなかった。
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②沿岸環境調査

平成１４年２月から６月の富山湾内１７定点の水温は、

表層では各月とも平年並であった。

(2)生産技術調査

①管理技術向上調査

サクラマス幼魚の放流は、神通川、庄川および黒部川

で実施された｡神通川では神通川遡上系幼魚が４～８月に

635.8千尾、深層水を利用して養成した親魚由来の幼魚

が10月に約６６千尾（河川敷内中間育成池からの放流分

を除く)，庄川では庄川遡上系・池産系幼魚が5～10月に

かけて262.7千尾、黒部川では深層水を利用して養成し

た親魚由来の幼魚が10月に４０千尾放流された。

②親魚蓄養技術調査

深層水利用による親魚養成

（平成11年級群）

平成１３年４月から１４年１０月までの１年半､神通川遡

上系スモルト幼魚1,200尾(平成１１年採卵）を用いて深

層水を利用して親魚養成を行った。

１３年４月（飼育開始時平均体重４８９）から深層水（１

年）と淡水（半年）で飼育を行い、１４年秋の採卵時の雌

の平均体重は約1.13kgとなった｡熱交換器の目詰まりに

よる効率の低下により、飼育水温が昨年に比べ低かった

ため、飼育密度は低かったが、昨年の雌の平均体重１．３１

kgを下回った。ＢＫＤに感染して死亡する個体もみられ

たが､最終分槽時から採卵までの10ヶ月間の生残率は約

97％で、採卵時には657尾（昨年は８１３尾）の親魚を確

保できた。

１４年１０月１１日から１１月８日にかけて、雌親魚５６８

尾から約９３８千粒を採卵した。親魚の尾数は昨年の８１３

尾に比べ少なかったが、雌の割合が９２．１％（昨年は

74.8％）と高かったため、採卵数は昨年を僅かに上回っ

た。発眼率は９１．９％と良好であった。

（平成１２年級群）

親魚養成には、神通川遡上系由来スモルト幼魚９７８尾

（平成１２年採卵）を用い、平成１４年４月に飼育を開始

した。

１４年１２月までの生残尾数は７１９尾で､生残率は73.5％

－９７－

であった。このうちの５５２尾を選別し､４槽に分槽した。

分槽を実施した１２月から１５年３月までの生残率は

97.3％であった。また、成長では１４年４月に平均体重

40ｇであったものが，１５年３月には約750ｇになった。

なお、この群は､平成１５年秋に採卵を実施する予定で

ある。

③幼魚生産技術向上調査

深層水を利用して飼育した親魚から得られた幼魚（平

成１３年級群)を富山漁協の神通川鮭鱒ふ化場陸上池およ

び神通川河川敷内中間育成池において飼育した｡前者(脂

鰭と左腹鰭切除）を平成１４年10月１日に神通川第３ダ

ム下流に６６千尾（平均体重20.59）放流した。後者(脂

鰭と右腹鰭切除)は同年６月２７日と７月４日に合計６１．４

千尾（平均体重１１．９９）を用水に収容したが、６月下旬

から７月中旬の増水による氾濫・施設の崩壊によって飼

育魚が逸散したと思われたので、同年１０月１０日の施設

の開放時に残存尾数をピーターセン法によって調査した

ところ、約９千尾（平均体重１７．２９）と推定された。

種苗性を比較検討するため同年１０月１日に乾出試験を

実施したところ、回復尾数の割合（生残率）が陸上池育

成魚（平均体重１５．２±５．０９、肥満度１１．９±0.9）では

23.5％､河川敷内中間育成池育成魚(平均体重15.6±４．４

９、肥満度１２．２±0.6）では３７．３％と差がみられた。

(3)移動・分布調査

①沿岸調査

富山湾沿海市場における調査時に混獲幼魚を２３尾確

認し、そのうちの１尾が左腹鰭切除魚であった。

富山県沿岸域において４～６月にサヨリ船曳き漁業の

標本船（１ケ統、操業日数１３日）に捕獲された幼魚は１８

尾であったが、標識魚は確認されなかった。その尾叉長

は9.4～18.1cm､、体重は8.0～55.7ｇであった。胃内容

物は､魚類､オキアミ目、端脚類､陸生昆虫等であった。

②標識放流

平成１４年６月４～７日に神通川鮭鱒ふ化場において、

深層水を利用した養成親魚由来の幼魚のうち、６７千尾は

脂鰭と左腹鰭を切除し、７４千尾は脂鰭と右腹鰭切除の標

識を行った。前者（陸上池育成魚）のうち６６千尾は同年

10月１日に神通川第３ダム下流に放流し、後者のうち



61. 4千尾は6月27日と 7月4日に河川敷内中間育成池

に収容して飼育した後、 10月 10日に池の仕切り網を開

放して放流した。

【調査結果登載印刷物等】

平成 14年度さけ・ます資源管理・効率化推進事業報告書

(印刷予定)
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（３）海産アユ種苗回帰率向上調査

【目的】北陸で有数のアユ漁場があり，河川環

境（流量，水質，形状）の異なった神通川と庄川の両

河川において，河川の藻類生産力およびアユの現存量

と藻類生産力との量的関係を明らかにする。これに加

え，生息環境の改善，適正な種苗放流量および適正な

漁業規制を実施するために漁業・遊漁実態，漁獲魚の

大きさおよび漁穫魚に占める放流アユの割合などの基

礎的な知見を集積し，両河川の特性に応じた増殖手法

と効率的な資源管理策の開発に資する。

【方法】

（１）水質環境および蕊類牛産力園査

神通川と庄川における水質環境と藻類の生産力を明

らかにするために，両河川において下流，中流および

上流に３定点（図－１，２）を設置し，７～９月にかけて

月に１回の頻度で，３定点の水質環境（水温，ｐＨ，濁

度）と石に繁茂した藻類の種類，現存麓および増殖量

を調べた。水温は棒状水銀温度計で現場で測定し，ｐＨ

と濁度は現場の水を採水し，水産試験場で測定した。

藻類の種の同定は，現場で藻類を採取して約５％ホル

マリン溶液で固定し，後日水産試験場にて行った。現

存量および増殖量は，ある特定の石の表面から４cm×

4ｃｍの藻類をブラシで採取の後，アユに食べられない

ように金網のカゴで覆い，翌日同じ石の別の表面から

新たに４cm×4ｃｍの藻類をブラシで採取し，それらの

乾燥重量を測定することによって算出した。採取した

藻類は氷冷して水産試験場に持ち帰り，ガラス繊維漁

紙にて吸引の後，乾燥機にて８０℃で２４時間乾燥した

重量およびそれを500℃で１時間焼却した重量を測定

した。

また，神通川では１９．５kｍ地点，庄川では１１kｍ地点

における，６～10月までの定時の水温を漁協資料より

調べた。

田子泰彦

（２）海産遡上稚魚および放流種苗調査

神通川と庄川における海産遡上稚魚の大きさを明

らかにするために，両河川の下流域において（図－１，

２），２８節の投網を用いて，遡上稚魚の採集を行っ

た。庄川では５月１３日，５月２３日および６月３日

に，神通川では４月２３日，５月２日，５月２１日，５

月３１日および６月１３日に採集を行った。また，両

河川で実施された放流の放流日，場所，水温，放

流量，平均体重および種苗の由来を漁協資料より

調べた。

（３）側線上方横列鰻数によるアユの由来判別と

漁獲魚に占める放流魚の割合

側線上方横列鱗数の計数比較には，放流魚では富山

漁業協同組合鮎増殖場（富山市）で平成１３年秋～１４

年に卿化・育成された１代目（親は神通川で採集され

たアユ），２代目および複数年継代飼育したアユ，海

産遡上アユでは４～５月の遡上期に庄川および神通川

で採集されたアユを用いた。また，１代目の放流魚の

一部を平成１４年２月と３月に水産試験場の飼育池(海

水）に収容し，５月から淡水で１０月まで飼育したアユ

も計数に用いた。鱗は背鰭基部を起点に側線鱗の一つ

手前までを計数した。

また，両河川で漁獲されたアユの一部を側線上方横

列鱗数の違いから海産遡上アユと放流魚に区分し，漁

獲魚に占める放流魚の割合を算出した。

（４）漁業・遊漁実態，漁獲魚の大きさおよび漁

獲魚に占める放流魚の割合圏査

漁業・遊漁実態神通川と庄川で行われている漁法

別の漁業・遊漁の実態を明らかにするために，両河川

で日中に行われている友釣り，毛針釣り，投網，テン

カラ網およびコロコロ釣りの件数を，休日と平日に分

けて，漁期間中に２５～２８回，堤防または河原から目

視で計数した。本調査は富山漁業協同組合の監視員並

びに庄川沿岸漁業協同組合連合会の監視員の協力を得
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て実施した。

漁獲魚の大きさ両河川での漁穫魚の大きさを把握

するために，両河川の中～下流域において，６～10月

にかけて月にｌ～２回の頻度で，投網またはテンカラ

網により漁獲調査を行った。また，漁業者が漁穫した

アユを入手し，体重を測定した。

標識放流鱗による海産遡上アユと放流魚の判別が

できない場合を考慮して，鰭切除による標識魚の放流

調査を行った｡標識放流魚は，神通川では５月１６日に

３万２千尾（脂鰭と左腹鰭，平均体重10.19）を，庄川

では５月２４日に１万３千尾(脂鰭と左腹鰭，平均体重

l8g）を，それぞれ中流域に放流した。標識魚の追跡は

漁獲調査によって行った。

【結果の概要】

（１）水質環境および藻類生産力

神通川と庄川の水温，ｐＨおよび濁度を表－１に示した。

８月５日の各定点の水温は神通川で２２．２～25.9℃，庄

川では１９．７～25.6℃の範囲に，８月６日のそれは神通

川で２３．４～26.7℃，庄川では２０．２～26.3℃の範囲に

あり，時間的に庄川から測定したことを考慮するとほ

ぼ似かよった水温と考えられた。８月５日の各定点の

pHは神通川で7.6～7.8，庄川では7.9～8.1の範囲に，

８月６日のそれは神通川で７．２～7.8，庄川では７．６～

7.8の範囲にあり，両河川とも濁水の影響により藻類

の炭酸同化作用が少し落ちているように思われた。濁

度（mg/l）は庄川の上流（St､３）では５．０（８月５日）

と４．７（８月６日）でかなりの濁りであったものが，下

流（St.ｌ）では０．６（８月５日）と０．５（８月６日）と

清澄になる現象がみられた。庄川では９月１７，１８日に

も同様な傾向が認められ，川砂利の浄化能力あるいは

中流域での伏流水の存在が示唆された。一方の神通川

ではそのような傾向はまったくみられなかった。

神通川と庄川の水温の経日変化を図－３に示した。大

きな出水があった７月中旬頃を除いて，庄川の水温は

期間を通して神通川のそれを上回った。また，神通川

の最高水温は２２℃であったが，庄川では２８℃にも達

し，その差は６℃もあった。これは測定地点が１９．５ｋ

ｍ（神通川）と１１ｋｍ（庄川）と違うこと，平常時の

庄川の流量が神通川に比べ少ないため，庄川では気温

の影響を大きく受けるためと考えられた。

神通川と庄川の藻類の乾燥重量，強熱減量，乾燥増

殖量および強熱増殖量を表－１に示した。８月５日の各

定点の乾燥重量（g/m2）は，神通川では１０．８～90.8の

範囲に，庄川では１．４～20.8の範囲に，８月６日のそ

れは神通川では３０．１～74.6の範囲に，庄川では６．０～

21.5の範囲にあり，他河川と比べて少し高い値を示

した。また，神通川の値は庄川よりも高い傾向を示し

た。強熱減量，乾燥増殖量および強熱増殖量ともに同

様な傾向を示しており，これらは濁水の影響により，

砂泥が藻類の表面に付着し，測定値がやや異常な値を

示したものと考えられた。

なお，７月は台風の影響で，９月１８日の午後には神

通川が大増水し，調査ができなかった。

８月５日に両河川で採集された藻類の主な種類を表

－２に示した。比較的きれいな水質に生息するとされる

藍藻のダイツキヒゲモと珪藻のアクナンテスジャポ

ニカが各定点共通してみられた。庄川のＳ1.2とＳｔ､３

では汚濁性の珪藻とされるニッチアパレアが認めら

れた。神通川と庄川では藻類の種類には大きな違いは

ないと考えられた。

（２）海産遡上稚魚および放流種苗溺査

両河川で遡上期である４－５月に採集された稚魚の体

長と体重の頻度分布をそれぞれ図－４，５に示した。体

長のモードは神通川では６cm，庄川では７ｃｍにあった

のに対して，体重ではともに３９にモードがみられた。

両河川に放流されたアユ種苗の概要を付表－１，２に

示した。両河川とも放流は水温１０℃に達してから開始

された。放流期間は神通川では本県の海産アユの遡上

期間にほぼ等しい４月１０日から５月３１日であったの

に対して，庄川では放流終期が７月４日と解禁以後ま

で続いた。両河川とも放流地点は各流域に分散し，大

きい個体から放流する傾向がみられた。神通川ではす

べて自河川の親に由来する種苗であったのに対し，庄

川では神通川産（大門漁協鮎増殖場で中間育成された

もの），宮崎県産および琵琶湖産の３つに由来する種

－１０１－
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図－７平成14年に神通川への放流魚と海産遡上アユの側線上方横列鱗数の頻度分布
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苗が放流されていた。総放流量は神通川では２０トン，

庄川では約１４トンであった。

（３）側線上方横列鱗数によるアユの由来判別と

漁獲魚に占める放流魚の割合

アユの由来判別庄川への放流魚と遡上魚の側線上

方横列鱗数の頻度分布を図－６に示した｡鱗数の範囲は

湖産では１１～１７枚，海産系の人工種苗では１５～１９枚，

５月１３日に庄川で採集されたアユの鱗数の範囲は１８

～２３枚であった。１８，１９枚の鱗数では放流魚と遡上魚

が重複する可能性は残るものの，庄川では側線上方横

列鱗数によって放流魚と海産遡上魚のおおよその判別

が可能と考えられた。

神通川への放流魚と遡上魚の側線上方横列鱗数の頻

度分布を図－７に示した。鱗数の範囲は１代目の人工飼

育魚では１２～１７枚，２代目の人工飼育魚では１１～１６

枚，複数年の継代飼育魚では１１～１７枚であづた｡水試

の池で継続飼育した人工飼育の１代目では13～１８枚で

あった｡琵琶湖産の放流が始まる前の５月１３日に庄川

で採集されたアユの鱗数の範囲は１８～２３枚であった。

４月上旬から人工産の放流が始まっている神通川で４

月２３日に採集されたアユでは庄川と同じく１８～２３枚

であった。これらの結果と鱗の数え違いがｌ～２枚は生

じることから，１８枚の鱗数では放流魚と遡上魚が重複

する可能性は残るものの，神通川では側線上方横列鱗

数によって放流魚（１７枚以下）と海産遡上魚（１８枚以

上）の判別がほぼ可能であると考えられた。

放流魚の割合神通川下流域で漁獲されたアユの側

線上方横列鱗数の頻度分布を図－８に示した｡鱗数は１４

～２３枚の範囲にあった。１７枚以下を放流魚，１８枚以

上を海産遡上魚とすると，漁獲されたアユに占める放

流魚の割合は，６月２８日では３１．２％，７月３日では

8.1％，７月１９日では１８．３％，８月８日では２６．７％，８

月２０日では２５．０％’９月３日では２３．３％，９月１９日

では３０．０％および１０月１７日では１５．３％で漁期を通

して約３０％以下であった。

神通川上・中流域で漁獲されたアユの側線上方横列

鱗数の頻度分布を図－９に示した。同様な仮定のもとに，

漁獲されたアユに占める放流魚の割合を算出すると，

上流域では７月２６日の２６．７％，中流域では７月１２日

では３０．０％，８月２０日では１６．７％，９月１５日では

10.0％であった。中流域では下流域とは違って月の経

過とともに放流魚の割合が減少した。この原因として

は漁種による減耗，増水あるいは産卵期が海産よりも

早いこと（電照操作されたアユが多い）などによって

月日の経過とともに下流域に移行していくことが考え

られた。

庄川下流域で漁獲されたアユの側線上方横列鱗数の

頻度分布を図-10に示した。同様な仮定のもとに，漁

獲されたアユに占める放流魚の割合を算出すると，７

月１６日では２０．０％，８月１５日では４０．０％，９月１０

日では４８．２％で，月の経過とともに増大した。しかし，

１０月１６，２４日では２５．０％に減少した。この原因とし

ては増水あるいは産卵期が海産よりも早いこと（特に

湖産は）などによって月日の経過とともに下流域に移

行していくことが考えられた。

（４）漁業・遊漁実態および漁獲魚に占める放流

魚の割合調査

漁業・遊漁実態漁法別の漁業・遊漁の件数を，日

別に集計したものを付表－３，４に，場所別に集計した

ものを付表－５，６に示した。

ｌ日当たりの漁法別の件数はテンカラ網を除いて，

神通川のそれが庄川を大きく上回った。神通川の漁場

範囲は約１８ｋｍ，庄川のそれは約２０ｋｍであること

を考慮すると，このことは神通川の方が庄川よりもア

ユが釣れる，つまりアユが多いことを示していた。ま

た，テンカラ網だけが庄川の方が多かったのは，庄川

がテンカラ網に向いた水量の少ない川であることを反

映していると考えられた。９月にはいるとコロコロ釣

りが解禁になり，神通川では日中でもコロコロ釣りが

みられたが，庄川では日中には全くみられなかった。

これは神通川は水量が多く川幅が広いので，日中でも

他の漁法と共存して漁が行えるためと考えられた。ま

た，両川とも７月上旬から８月上旬にかけて友釣りの

件数が著しく少なかったが，これは濁水の影響と考え

られた。

１kｍ当たりの漁法別の件数は，全体では神通川のそ

－１０５－
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図－９平成１４年に神通川上・中流域で漁獲

アユの側線上方横列鱗数の頻度分布
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図－１０平成14年に庄川下流域で漁獲された

アユの側線上方横列鱗数の頻度分布
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品

れが庄川の５倍近くあった。庄川では17-21km，

14-15km，6-7kｍの区間，神通川では12-20.5kｍの区間

が多かったが，これは当該区間の河川の環境，アユの

生息密度を反映したものと考えられた。

漁獲魚の大きさ月別の庄川と神通川で漁獲された

アユの体重の頻度分布を，テンカラ網・投網等で採集

したものを図－１１に，漁業者により漁獲されたものを

図-12に示した。両者ともに解禁当初の６月から終期

の１０月まで神通川で漁獲されたアユの体重のモードは

庄川のそれに比べて同等か大きい側にあり，また体重

分布は庄川に比べ大きい側に分布した。神通川では９

月には体重ｌｏｏｇを越えるアユがみられた。これらの

差は両河川の藻類の生産量，アユの生息環境，アユの

生息密度および漁穫圧力を反映しているものと考えら

【調査結果搭載印刷物等】

合対策事業報告書（水産庁）

れた。 平成１４年度アユ種苗総

標識魚の追跡両河川における標識魚の追跡結果を

付表－７，８に示した。両河川とも脂鰭と腹鰭の切除が

そろって確認されたのは，庄川で６月２７日に採捕され

たｌ個体だけで，その他は脂鰭のみの個体が多かった。

これはアユの場合は腹鰭の再生率が高いためと考えら

れた｡脂または腹鰭がなかった個体を標識魚とすると，

全体での標識魚の混獲率は，神通川では０．２％，庄川

では１．２％であった。放流魚の生残率が皆同等である

と仮定すると，全体の放流量が神通川では２０トン，

庄川では１４トン，標識魚の放流尾数は神通川では３２

千尾および庄川では１３千尾であることを考慮しても，

神通川では庄川よりも多くの海産アユが遡上していた

と考えられた。
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（４）河川内有用魚介類生態調査研究

【目的】アユ,サクラマス,サケなどの重要魚種では放

流に関する技術開発が進められているが，これらの生態を利

用した増殖技術や資源量予測についてはなお未解明な部分が

多い。アユでは神通川，庄川および黒部川以外の河川ではほ

とんど調査されていない。

また，カジカ，アユカケ,モクズガニなどの有用魚種につ

いては,本県での生態はほとんど明らかにされていない。さ

らに，さっ河性魚類において川と海をつなぐ水域である河川

下流域では,内水面の漁業権が設定された区域であっても，

ほとんどその生息魚種の調査は行われていない。

このため,河川および河口域付近の水(海)域を含めて,上

記魚種の資源・生態・生息環境を明らかにし,効果的な増殖

施策や資源管理策を検討する。

【溺査方法】

（１）河川下流域の生息魚類調査

神通川下流域（図－１）における生息魚類の調査を,調査船

「あゆかぜjを用いて,平成１４年４月～平成15年３月に,増

水などの調査不能時を除き原則として月に１回行った。調査

に用いた漁具は,底刺網(1反:長さ３８ｍ,高さ2.6,,3枚網）

とカゴ（長さ６２cm,幅45cm,高さ２０ｃｍの四角柱型流速

の強いSt,7では長さ67ｃｍ,幅50ｃｍ,高さ16ｃｍの楕円柱型）

で,カゴの餌は解凍したサバを用いた。漁具は１０:00～11:００

に敷設し,翌日の同時刻に揚げた｡刺網はSt､１の両岸に２統，

St,２にｌ統設置した｡カゴはSt,1,2,4,7に設置し，カゴの１

連の数は８個とした。

各定点の表層と底層の水を転倒式採水器を用いて取水し，

ｐＨ,濁度および塩分を測定した｡ｐＨ,濁度および塩分の測定

は,それぞれｐＨメーター,濁度計および電気伝導度塩分計

によった。

（２）有用魚類の生息環境（河川形状）鯛査

淵は魚の睡眠場所や遊泳力の弱い仔稚魚の育成として利用

される他,出水時および捕獲と捕食動物からの避難場所とな

っており，漁業上は魚の補給源として極めて重要である。ま

田子泰彦

た,瀬と淵は表裏一体の関係にあり，淵が消失すると生産性

の高い下流の早瀬も消失する。

このため,神通川と庄川に存在する淵の大きさと数を明ら

かにすることを目的に,神通川では平成14年６月16日に,庄

川では６月１４日に,それぞれ最下流に位置するダムから下流

（神通川及び庄川ともダム直下の淵は禁漁区となっているた

め,ダム直下の淵を除く)のアユの漁場において,川舟に乗っ

て流れを降りながら,測深用の魚群探知機と目印をつけた竹

竿を用いて淵の水深を,肉眼で淵の長さを調べ,最大水深が

2ｍを越える淵を測定した。川の流れが分流している箇所で

は,水量の多い方の流れを対象に調べた｡淵のタイプは,Ｍ型

（蛇行型），Ｒ（岩型），Ｊ型（合流型）およびその複合型に

分類した。

（３）サクラマスの資源管理に関する試験

庄川では夏季の流量の減少力電しい。このため,流壁の増

減がサクラマス幼魚の成長に及ぼす影響を明らかにすること

を目的に,庄川に放流されるサクラマス幼魚を用いて,増殖

場の飼育池において水深別の成育試験を行った。

試験は平成14年６月７日～９月２０日に,庄川養魚場の飼

育池(幅1.7m,長さ12.6ｍ:21.4,2)９面を用い,水深35cm，

30ｃｍ,１０ｃｍをそれそれ３池づつを設定することによって行

った。なお，当初計画では最大水深を５０ｃｍに計画していた

が,飼育水路の改修により水位が保てなくなり計画どおり設

定できなかった。

幼魚は飼育密度が４．７尾/ｍ２のグループ(G1),飼育密度が

2.3尾/ｍ２のグループ(G2)，飼育密度が1.2尾/ｍ２のグループ

(3)の３グループ(表－１）に分けて飼育した｡分別した各池の

サクラマス幼魚の平均体重には有意な差はなかった（分散分

析,Ｇ１;p=0.320Ｇ２;p=0.743Ｇ３;ｐ＝0.358)｡飼育水は地下水

（約13℃）を用い,注水量は各池約５０１／分とした。１日の

給餌量は魚体重の1～2％ととし,午前と午後の２回に分けて

給餌した。
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（４）小川におけるアユの降下仔魚調査

県内水面漁連の要請を受けて,本年度は小川下流域(図－２）

においてアユの降下仔魚調査を行った。小川の下流域では河

口から約２kｍの地点で舟川が合流し，河川流量が増加して

いる。河川敷も多く存在し,水は河川敷の間を縫うように東

西に別れて河口に達している｡ＪＲ鉄橋～河口までは網漁の禁

止区域になっており，夏の間県内外から多くの友釣り師が訪

れている。

降下仔魚の採集は,平成14年１０月８日，１０月２２日,およ

び11月２９日に,河口から約150ｍのSt,1,同約650ｍのSt､２，

同約1,150ｍのＳｔ､３において,仔魚ネット(口径45ｃｍ,網目

0.3ｍｍ）を用いて行った｡Ｓｔ､１の約100ｍ上流にはサケ用の

梁が設置され,同時に西側への流れが塞がれていたため,調

査地点Ｓｔ､１では全河川流量が流れていた。

仔魚の採集は,仔魚ネット２箇を18:00～22:００にかけて２

時間おきに５分間,河川横断面方向に添って設置して行った。

St､２とＳｔ３ではほぼ同じ水深･流速の箇所でネットを設置し

た｡採集した仔魚は,80％エタノール溶液で保存の後,アユ仔

魚を同定の上,全仔魚を計数した。Ｓｔ､１では河川断面を測定

し,面積法(断面積)により１日の仔魚の降下量を算出した。

（５）有用魚種の生息調査

本県に生息するカジカ・アユカケの生態を明らかにする予

備的な調査として,神通川および庄川での各調査やアユ漁に

よって混穫されたカジカ・アユカケの時期,場所および魚体

の大きさを調べた。

【謁査結果の概要】

（１）神通川下流域の生息魚類調査

神通川下流域における生息魚類の採捕結果を付表－１に示

した。９月は船舶の日程調整が上手く行かなかったことによ

り調査ができなかった｡採捕された魚種は,アカエイ，アカカ

マス，アユカケ，イシガニ，イシモチ，ウグイ，ガザミ，カワ

ハギ,ギンブナ，クサフグ，クロウシノシタ，コウイカ，コノ

シロ，コモンフグ，ゴンズイ，サケ，シマイサキ，シロギス，

シログチ，スズキ，スミウキゴリ，タイワンガザミ，トラフグ，

ナシフグ，ヌマチチブ，ヒイラギ，ヒライソガニ，ヒラメ，ホ

タルイカ，ボラ，マアジ,マゴチ,マハゼ,モクズガニの計３４

種で,昨年よりも７種少なかった。

このうち，遡河性魚類はアユアケ，ウグイ，サケ，ヌマチチ

ブ,モクズガニの計５種で,その他は海水（汽水）魚類であ

った。なお,サケは魚体の腐敗が進んでいたことから産卵を

終えた個体が流下したもの,ホタルイカは死後まもない形態

にあり，沿岸に接岸してきた個体と考えら得れた。

漁法別にみると,刺網では多くの魚種が採捕されたが,カ

ゴではモクズガニ，タイワンガザミをはじめとしたカニ類の

他,ウグイ，マハゼ,クサフグなどが採捕された。

季節的な特徴では,モクズガニは河口域（St､1～2）では６

月までみられたものの,７～８月には全くみられなくなり，１０

月に再び河口域に出現したことから,モクズガニは産卵のた

めに秋頃から降海を始め,産卵期は翌年の初夏頃まで続くも

のと考えられた。モクズガニのいなくなった７～８月の河口

域にはタイワンガザミやガザミの出現がみられた。アユカケ

は12～３月に河口域に出現しており，産卵のために降下した

ものと考えられた。

なお,産卵を終えたサケは刺網に掛かったものの,サクラ

マスおよびサケの遡上親魚は１尾も底刺網で採捕されなかっ

たことから，これら河川に回帰してきたサケ科魚類は,河口

域では,表層（淡水）を遊泳して遡上していくものと推測さ

れた。

調査地点における水質の分析結果を付表－２に示した｡底層

の塩分濃度から,海水は６月ではＳｔ､6,8月ではＳｔ､４まで影

響を及ぼしているものの,その他の月はSt,３までに留まるも

のと考えられた。また,４月ではＳｔ.’の底層では塩分の影響

がほとんど認められなかったが，これは河川水の増水により

海水の侵入が阻まれたか,流速の影響で転倒式の採水器では

うまく採水できなかったためと考えられた。

調査日の河川流量も考慮に入れる必要があるが,大潮で河

川流量が少なくなる夏頃（６月）に、海水は最も奥深く（河

口から約4kｍ）まで侵入することが明らかになった。海水は

月令などの月日，干満などの時刻,河川の流通などの影響に

より，神通川下流域を大きく，満ち引きしているものと考え

られた。

（２）有用魚類の生息環境（河川形状）圏査

神通川と庄川の河川構造の調査結果をそれぞれ図-3,4,表

－２，３に示した。調査距離は神通川では１８kｍ,庄川では

20kｍで,両河川とも調査日の流瞳はほぼ平水に近かった。

－１１１－
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表－１飼育開始当初における各グループのサクラマス幼魚の平均体重と標準偏差（９）
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表一３庄川で最大水深2ｍを越える主要な淵（2002.6.14）

１
２
３

Ｇ
Ｇ
Ｇ

100尾

５０尾

２５尾

2.0士０．４

２．０土０．４

２．２土０．４

４．７

２．３

１．２

２．１士０．４

２．１士０．３

２．０士０．４

２．０±０．４

２．０士０．４

２．１士０．４

湖のタイプ淵の深さ淵の長さ

表－２神通川で最大水深2ｍを越える主要な淵（2002.6.16）

淵の所在地

番号 潟の所在地 潟のタイプ潟の深さ淵の長さ

－１１２－

１
２
３
４
５
６
７
８
９
”
Ⅷ
吃
画

岩木放水ロ上流（左岸）

岩木放水口下流（右岸）

ＪＲ高山線鉄橋下流（右岸）

新蝿大橋下流（左岸）

成子大橋上流（右岸）

成子大橋付近（左岸）

新保大橋下流（右岸）

婦中公園横（左岸）

婦中大橋上下流（右岸）

有沢橋上流（右岸）

有沢橋下流（右岸）

富山大橋上下流（左岸）

ＪＲ上下流（右岸）

中野放水路下流（左岸）

中野放水路下流（左岸）

和田川合流点付近（右岸）

岸邸中央部

飼査日Ｓｔ・時間仔魚数水温濁度ｐＨ

表－４小川下流域におけるアユ降下仔魚圏盃（平成１４年度）

小
大
小

番号

Ｈ14.10.081１８:OＯＯＯ１５．０２．２７．６

Ｈ1４．１０．０８１２０:００１１１４．９３．４７．４

Ｈ14.10.081２２:0０００１４．７３．７７．５

Ｈ1４．１０．０８２１８:0０００１５．０２．９７．６

Ｈ1４．１０．０８２２０:OＯＯＯ１４．８４．０７．４

Ｈ14.10.082２２:OＯＯＯ１４．５３．４７．６

Ｈ14.10.083１８:００００１４．９２．２７．８

Ｈ1４．１０．０８３２０:0０００１４．７４．８７．９

Ｈ14.10.083２２:OＯＯＯ１４．４３．９７．８
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Ｈ14.10.221１８:0０１４９１５７１２．９１．３７．２

Ｈ14.10.221２０:0０１２８１５７１２．８１．３７．２

Ｈ14.10.221２２:００８１１０３１２．７１．１７．１

Ｈ1４．１０．２２２１８:0０９１１１４１２．９１．９７．１

Ｈ14.10.222２０:0０３２６２１２．８１．０７．１

Ｈ14.10.222２２:００２１４６１２．７１．４７．２

Ｈ14.10.22３１８:0０１１１７１２．９１．０７．２

Ｈ1４．１０．２２３２０:0０１３１１１２．８１．２７．２

Ｈ14.10.223２２;0０８１２１２．７２．２７．２
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Ｈ1４．１１．２９１１８:0０２８７３４７．７０．８

Ｈ1４．１１．２９１２０:００２８１７．５０．７

Ｈ1４．１１．２９１２２３００４０１２７．６０．７

Ｈ1４．１１．２９２１８:0０１０７．３１．２

Ｈ1４．１１．２９２２０:0０１０７．２

Ｈ1４．１１．２９２２２:００７０７．２０．６

Ｈ1４．１１．２９３１８:００００７１．７

Ｈ1４．１１．２９３２０:0０００６．９０．９

Ｈ1４．１１．２９３２２:0０００７１．２

2.0-3.0ｍ

1.5-2.0ｍ

2.0-3.0ｍ

１
２
３

Ｒ型

Ｊ型

ＭＲ型



最大水深が2ｍ以上の淵は神通川では13箇所,庄川ではわず

か３箇所であった。最も水深が深く，かつ規模の大きかった

淵は,神通川のNO1で,水衝部が岩盤に当たっている淵であ

った。庄川は神通川に比べて淵の数も少なく，規模も小さか

ったが，これは主に平水時・増水時の流量差および河川改修

の進捗度,砂利採取の有無によると考えられた。両川併せる

と,淵のタイプはＲ型（複合型を含む:以下同じ）が１２と最

も多く，次いでＪ型が6,Ｍ型が３であった。

平成14年の最大水深2ｍを越える淵の数は神通川も庄川も

昨年と同じ数であった。現在のように低水位護岸の建設など

で流路が河川中央寄りに限定され,砂利採集などにより河川

の平坦化が進んだ現在の河川形状（構造）では,今後とも出

水によるこれ以上の数の大きな淵の形成は期待できないもの

と考えられた。

（３）サクラマスの資源管理に関する試験

同年９月１８日の各池の平均体重と標準偏差を図－５に示し

た｡水深別に飼育したサクラマス幼魚の体重の平均値にはＧ１

とＧ２では５％水準で有意な差が認められたが,Ｇ３ではわず

かに５％の値を超えた（分散分析,Ｇ１;p＝0.034,Ｇ２;p=0.021,

Ｇ３;p=0.055)。各グループとも水深３０ｃｍと３５ｃｍでは体重

の平均値には有意な差が認められなかったが(posthoctests，

各p＞0.10），Ｇ１とＧ２では水深10ｃｍと水深30ｃｍとの体

重の平均値に１％水準で有意な差が認められ（同，各ｐ＜

0.01），Ｇ３では水深10ｃｍと３５ｃｍとの体重の平均値に５％

水準で有意な差が認められた（同,Ｐ=0.016)。

今回の飼育試験では水深５０ｃｍの設定ができなかったが，

それでもと水深30ｃｍまたは35ｃｍで飼育した個体の体重の

平均値は,水深１０ｃｍで飼育した個体のそれよりも有意に大

きくなるグループが認められた。このことから,浅い水深は

ある種のストレスとなり，サクラマス幼魚の成長に悪い影馨

を及ぼすものと推測される。このことは,庄川で夏季の河川

流壁を増加することができれば,サクラマス幼魚の個体重の

増加につながり，翌春に降海サイズに達するサクラマス幼魚

を従来よりも増加させることが可能なことを示唆している。

（４）小川におけるアユの降下仔魚調査

小川下流域における降下仔魚の採集結果および水質調査結

果を表－４に示した。１０月８日には仔魚は１尾しか採集され

なかった｡各調査日ともに18:00の仔魚の採集尾数は多く，時

間が遅くなるほど少なくなる傾向が認められた。仔魚の時間

的な尾数の変化が直線的に変化するおよび１８:00～22:００に

降下する尾数の割合が庄川と同じであると仮定して算出した

小川（St､1）の１日の降下尾数は,１０月８日では４千尾,１０

月２２日では975千尾および11月２９日では396千尾であっ

た。

濁度は１０月８日では2.2～4.8の範囲にあり，川は増水し

て濁っていた。水温は１０月８日には16℃よりも低く，１１月

２９日には8℃を切っていた。

１０月８日では仔魚がほとんど採集されなかったことから，

小川におけるアユの主な産卵期間は１０月以降であると考え

られた。河川水温の低下が県下では比較的早い河川であるに

もかかわらず,産卵開始期間が遅い理由の一つとして,琵琶

湖産アユの放流量が少ないことが考えられた。１０月２２日は

最も降下尾数が多かったが,Ｓｔ､３でも仔魚の降下がみられた

ことから,産卵場の一部はＪＲ鉄橋よりも上流にあることが

示唆されたが,どの調査地点も１８:００ほど採集尾数が多かっ

たことから，主な産卵場はＪＲ鉄橋から下流部の狭い範囲に

集中しているものと考えられた。１１月２９日には仔魚の降下

はみられたものの,ほぼ最下流部のst､1だけで降下が認めら

れた。

これはＳｔ､１から数十メートル上流部で素堀のサケの飼育池

（湧水が出ている）からの水が流れ込んでいるが,素掘池で

のアユの産卵の可能性が考えられた。

（５）有用魚種の生息圏査

平成１４年度に各調査で混穫されたカジカおよびアユカケ

の時期,場所および魚体の大きさを付表－３に示した｡採集さ

れた両種の全長と体重範囲はそれぞれ2.1～11.6ｃｍと0.1～

17.49および3.0～25.0ｃｍと0.3～228.09で，カジカでは５

～８月に，アユカケでは５～３月に,稚魚から成魚までの個体

が採集された。

【調査結果登載印刷物等】

なし
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3.2魚病対策

（１）魚病対策

【目的】

本県の増養殖対象種への伝染性疾病による被害を低

減させるため，魚病被害等調査，防疫対策定期パトロ

ール，魚病検査依頼の対応を行う。また，食品として

の安全な養殖魚を生産するため，医薬品適正使用対策

と医薬品残留総合点検を実施する。

【方法】

(1)魚病被害等調査

県内の全増養殖場を対象に，魚病被害の実態及び水

産用医薬品等の使用実態についてアンケートによる調

査を実施した。

実施期間平成14年４月-15年３月

実施地域福岡町，城端町，平村，上平村，利賀村，

福光町，入善町，宇奈月町，大山町，八尾

町，上市町，立山町，氷見市，黒部市，魚

津市，富山市，新湊市，小矢部市

経営体数５３増養殖場

(2)防疫対策定期パトロール

八尾町、利賀村、平村、上平村、城端町、福光町の

サケ科魚類養殖場を年２回(６月、１１月)巡回し，飼育技

術指導、防疫対策指導および発病状況等の聞き取り調

査を行った。

(3)魚病検査依頼対応

増養殖業者等からの魚病検査依頼に対応した。

(4)保菌種苗入防止対策

①富山県栽培漁業センターのクルマエビ種苗生産用

親エビを検査対象として、ＰAＶ（急性ウイルス血症）ウ

イルス保有検査を行った。検査方法はPCR法を用いた。

②富山県水産試験場にて養成したサクラマス採卵親

魚を検査対象として、細菌性腎臓病原因菌

"e"/bac/erj”ｓａﾉ"0"ｊ”r”の保菌検査を行った。検

村木誠一

査方法はPCR法を用いた。

(5)医薬品適正使用対策

サケ科魚類養殖業者を対象として，防疫対策定期パ

トロール時および魚病検査時に，医薬品の使用状況と

魚病に対する効果の聞き取り調査、また医薬品使用の

指導を行

った。

(6)医薬品残留検査

せつそう病の治療に用いられるオキソリン酸を対象

に残留検査を実施した。イワナ養殖場l業者から出荷前

のイ

ワナ１０尾を採集し，簡易法（バイオアッセイ法）にて

残留検査を行った。

【結果の概要】

(1)魚病被害等圏査

５３増養殖場のうち18増養殖場から回答があり（回収

率：３４．０％)，魚病による被害額は2,478千円(対前年

比69.1%)で生産額の4.9％であった。報告のあった被害

額はすべて「その他のさけ。ます類」であった。

調査結果を取りまとめ，水産庁へ報告した。

(2)防疫対策定期パトロール

県内サケ科魚類養殖場を巡回し、魚病発生状況の聞

き取り調査を行うとともに、飼育技術および魚病の予

防と治療の指導を行った。魚病の発生は、イワナのせ

つそう病、細菌性鯉病が多く、特に新しいものはなか

った。いずれも条件性疾病であるため、飼育環境や飼

育技術の指導を行った。

(3)魚病検査依頼対応

魚病検査結果を表Ｉに示した。平成14年度の魚病検査
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依頼は24件で、サケ科魚類およびアユについての依頼

が多くあった。

(4)保菌種苗搬入防止対策

①種苗生産用親クルマエビ108個体を検査した結果、

全て陰性であった。

②サクラマス採卵雌親魚568尾を検査し、陽性個体は

31尾(うち18尾は症状で判定、１３尾はPCR検査陽性)であ

った°陽性個体から採卵した卵は廃棄処分とした。

(5)医薬品適正使用対策

防疫対策定期パトロール巡回時および魚病検査時

に、医薬品使用時は使用量を厳守すること、出荷時は

休薬期間を厳守すること、また医薬品の使用方法を指

導した。

(6)医薬品残留検査

検査の結果，医薬品の残留は認められなかった。

【調査結果登載印刷物等】

なし
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表1．平成14年度魚病検査依頼対応

検査月 魚種 病名
4月 アユ 不明

アユ ビブリオ病

サクラマス稚魚 細菌性腎臓病

サクラマス稚魚 不明

ニシキゴイ 不明

5月 サクラマス稚魚 せつそう病

6月 アユ 冷水病、運動‘生エロモナス症

イワナ せつそう病

ニシキゴイ トリコディナ症、キロドネラ

症、ギロダクチル

7月 アユ 冷水病

アユ 不明

アユ 不明（輸送ストレス、スレ？）

ギンブナ 運動性エロモナス、酸欠、
ギロダクチルス症

コイ 酸欠、チョウ症

ヒラメ稚魚 不明

8月 アユ 運動性エロモナス症

9月 イワナ ビブリオ病、ミズカビ病

ヒラメ 不明

1０月 ニシキゴイ ねむり病

1月 アユ 冷水病

イワナ稚魚 さいのう水腫

サクラマス稚魚 ＩＰＮ

マダラ トリコディナ症

3月 アユ 冷水病

－１１７－

症状

腹部膨満、肝臓退色、消化不良
虹門出血、腹部発赤、眼球出血、腸
管出血、腹水

眼球突出、腹部膨満、体色黒化、腎

職に白いシスト

ヤセ、粘液過多、腹水

遊泳緩慢

鯉貧血、肝臓退色、腎職壊死、
体表スレ、腹部膨満、眼球突出、

体表の潰傷、肝臓退色
体表と尾鰭のスレ、体表に潰傷、

鯉退色、筋肉点状出血、腎臓壊死
鯉の粘液分泌過多、鋸弁の癒合、

鰭の発赤

尻鰭および虹門の出血、尾柄部出
血、スレ、体表に穴あき症状

肝臓退色、胆のう膨満、背中にスレ

体表のスレ、退色

鯉の粘液分泌過多、立隣症状、

体表出血

池の注水部へ集まる、体表および鰭

のスレ、鯉の粘液分泌過多

鯉および口を開いて墜死、
体表の潰傷、鯉蓋、下顎の出血、

紅門出血

腹鰭基部および虹門出血、
腸管点状出血、頭部にカビ

頭部のヤセ（陥没）、口腔内微出血

遊泳緩慢、池底に横たわる、

各鰭の発赤

さい嚢に水腫
体色黒化、腹部膨満、鯉の軽微貧

血、腸管内黄色い粘液、肝戯退色

鯉の粘液分泌過多
下顎、胸鰭基部出血、鯉貧血、
肝戯退色

備考

保菌検査



(2)アユ冷水病調査研究

【目的】

近年，全国でアユに冷水病が蔓延しており，県内の

アユ資源にも重大な被害が発生している。このことか

ら、アユの冷水病菌保菌状況，宿主範囲を調査し、冷水

病菌の感染経路の解明、予防方法を検討し、冷水病に対

する防疫対策の確立に資する。

【方法】

庄川および庄川河口において、平成14年３月27日から

平成15年２月12日にかけて採捕したアユおよびアユ以外

の河川常在魚種（以下、常在魚）を調査材料とした。常

在魚については，オイカワ、ウグイ，モツゴ、ヨシノ

ボリ、カジカ、ヌマチチブ、ニゴイ、サケ稚魚を用い

た。冷水病原因菌FﾉavO6ac/erj”psyc力r”ｶﾉﾉ""(以下

冷水病菌)の検出部位は主として腎臓および鯉とした

が、仔魚については魚体が小さいため、仔魚全体また

は腎臓を含む躯幹部を用いた。

冷水病菌の検出方法としては，改変サイトファーガ

培地を用いた培養法、またはnestedPCR法を用いた。な

お、培養法にて分離した菌については凝集法にて冷水病

菌と判定した。

【結果の概要】

平成14年度の冷水病調査結果を表lに示した。

アユ降下仔魚、河口で採捕したアユ仔魚（以下、河口

域仔魚）およびアユ海産遡上稚魚からは冷水病菌は検出

されなかった。また、１０月に採捕したアユ産卵親魚から

は鯉で66.6％、腎臓で13.3％の割合で冷水病菌が検出

された。産卵親魚からは比較的高い割合で冷水病菌が

検出されたのに対し、降下仔魚、河口域仔魚、海産遡

上稚魚からは冷水病菌が検出されなかったことから、

冷水病は親から子への卵を介して（菌が卵内に侵入し

て）の垂直感染の可能性が低いと考えられた。

６および７月に河川で採捕したアユからは鯉で36.7-

42.8％、腎臓では6.7-13.3％の割合で検出されたが、

８月以降は検出されず、１０月頃から検出されるようにな

った。これは、夏期は河川水温が20℃以上となったため

村木誠一・田子泰彦

冷水病菌の増殖が抑えられ、１０月頃からは水温低下と

ともに、アユ親魚は産卵によるストレスや体力低下に

より冷水病への感染、発病しやすくなったと考えられ

た。

常在魚について調べた結果、オイカヮ、ウグイ、カジ

カ、ヌマチチブおよびサケ稚魚から冷水病菌が検出され

た。アユが河川に遡上する前に常在魚から冷水病菌が

検出され、アユが河川からいなくなる冬場にも常在魚か

ら冷水病菌が検出されたことから、これらの魚種が冷水

病菌を保菌していて、河川に遡上してきたアユ稚魚に感

染する可能性は否定できない。冷水病菌については、ア

ユ由来株、ニジマス由来株、ギンザケ由来株で血清型や

遺伝子型が異なる（若林、泉2000,Izumiand

Wakabayashi2000）という報告があり、今後、本県で常

在魚から分離された冷水病菌についても詳細な調査が

必要である。

今回の結果から、冷水病は垂直感染の可能性が低く、

アユは河川遡上後に冷水病に感染し、保菌すると考えら

れた。その感染源としては、保菌しているアユ放流種苗

や常在魚が挙げられる。保菌しているアユ放流種苗から

感染することは当然であるが、今回、アユが河川にいな

い時期に常在魚に保菌が見られたことで、常在魚も感染

源としての可能性が考えられた。引き続き、冷水病に関

する調査を行い、冷水病の感染経路を明らかにするとと

もに、防疫体制を整え、冷水病の被害を軽減する必要が

ある。
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若林久罰・泉庄太郎2000．いろいろな魚類および地域
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psyc〃r”ｶﾉﾉ”の型別と分布.アユの冷水病研究，

全国湖沼河川養殖研究会,pp7-l3

S､lzumi,Ｈ,Wakabayashi2000・SequencingofgyrBand
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Pathology，３５(2),93-94

【調査結果登載印刷物等】

なし
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表１ 平成14年度冷水病保菌検査結果

保菌個体数

調査日 魚種 鯉 腎臓

2002.5.13 アユ O/2０ O/2０

2002.52３ アユ O/3０

2002.6３ アユ 12/2８ 4/3０

2002.7 1７ アユ 11/3０ 2/3０

2002.8 1３ アユ 0/3０ O/3０

2002.9.12 アユ 0/3０ 0/3０

2002.10.16 アユ 20/3０ 4/3０

2002.10.9 アユ降下仔魚 O/100＊Ｉ

2002.10.23 アユ降下仔魚 O/100＊１

2002.11.9 アユ降下仔魚 O/100＊Ｉ

2002.11.28 アユ降下仔魚 O/100＊１

2002.11.28 アユ河口域仔魚 O/100＊Ｉ

2002.3.27 オイカワ 0/1６ 1／1６

ウグイ 0/４ 0/４

モツゴ 0/４ 0/４

2002.5.23 オイカワ 0/６

2002.11.28 ヨシノボリ 0/１ 0/１

ウグイ 2/２ O/２

カジカ 3/３ l/３

ヌマチチブ l/１ O/１

2002.12.19 ヌマチチブ O/２ 0/２

ニゴイ O/１ 0/１

オイカヮ 0/４ 0/４

2003.2.12 サケ 8/2０ O/2０

＊lnestedPCR法にて検査

＊２保菌率＝保菌個体数/検査個体数×100(%）

119

保菌率 ＊２ (％） 河川水温

鯉 腎臓 (℃） 備考

０ 0 1２．７ 海産遡上稚魚

０ 1４ ２ 海産遡上稚魚

42.8 1３．３ 1７ ５

36.7 6.7 1８ ０

0 ０ 2６ ５

０ ０ 22.0

66.6 1３．３ 1８．６ 産卵親魚

0＊Ｉ

０＊Ｉ

０＊１

0＊１

0＊１

０ 7.7 8.0

0 0 〃

０ ０ 〃

０ 1４．２

０ ０ 8.0

100 ０ 〃

100 33.3 〃

100 ０ 〃

０ ０ 7.5

０ ０ 〃 稚魚

0 0 〃 稚魚

4０ ０ 4.1 稚魚



3.3外来魚緊急総合対策事業

【目的】ブラックパス（オオクチバス，コクチバス），

ブルーギルなどの外来魚は，密放流等により富山県内でも

急速にその分布域を広げている。

バス類はいずれも圧倒的な強肉食性で他の魚を捕食しな

がら成長する。オオクチバスが止水・暖水域（ため池やダム

湖または河川下流域の淀み）に多く生息するのに対して，コ

クチバスは流水域・冷水域（上中流域の渓流や清流）に生息

が可能である｡本県の重要な内水面漁場が存在する庄川や神

通川の上流に位置する桂湖(境川ダム湖)と熊野川ダム湖(図

－１)ではブラックパスの生存が確認され,下流域への生息範

囲への拡大による，ヤマメやアユ資源に対する影響が強く

懸念されている。

このため,両水系の生態系の保全を図るとともに,サクラ

マスやアユ資源への悪影響を未然に防ぐために，庄川水系

桂湖および神通川水系熊野川ダムにおいて，ブラックバス

の生態（分布）を調べると同時にその駆除を図る。また,両

ダム湖の下流に位瞳する庄川と神通川のアユ漁場において

は，アユ漁などによるパス類の混獲（分布）状況を調べる。

【圏査方法】

（１）桂湖

調査は平成14年６月24-25日，１０月10-11日および11月11-12

日の3回行った｡採集に用いた漁法は刺網,投網および釣りで，

主として湖の地形が穏やかな富山県側の水域で採集を行っ

た（図-2,3,4）。漁具の設髄および場所の移動には調査船

「あゆかぜ」および「かわせみ」（上平村所有の船外機船を

用船）を用いた。用いた刺網（1反）の仕様は，ナイロン糸

の底刺網（長さ38m,高さ2.6m，目合い片目1.4cmの3枚網:白

色)，エビ網(長さ36m,高さ1.5m，目合い片目2.5cmの3枚網：

赤色)およびシャコ刺網(長さ38m,高さ1.0m，目合い片目3.

8cmの一枚網:青色）を用い,各調査では計７～10反の刺網を

使用した。

刺網は調査初日の午後に投網し，翌日の午前中に揚網し

た。釣り（竿の餌釣り:餌はミミズまたは砂イソメを使用）

および投網（12節および28節）は鯛査初日に行った。６月24‐

田子泰彦

25日には岸辺にバスの稚魚の群集が確認されたので，タモ

網を用いて採集した。

併せて,水温,透明度,濁度およびpHを測定した。

（２）熊野川ダム湖

調査は平成14年５月29-30日および10月28-29日の２回行っ

た。採集に用いた漁法は刺網で,漁具の設置には調査船「あ

ゆかぜ」を用いた。用いた刺網は桂湖と同様で,５月29-30日

にはエビ網6反とナイロン糸の底刺網4反，１０月28-29日には

エビ網3反，シャコ網3反およびナイロン刺網2反を用いた。

刺網は調査初日の午前に投網し，翌日の午前中に揚網した。

熊野川ダム湖では「あゆかぜ」しか使用できなかったため，

刺網設置点別のパスの採集尾数は計数しなかった。

各調査日において，湖面の5地点において水温，透明度，

濁度およびpHを測定した。

（３）アユ漁場におけるバスの混獲

アユ漁場におけるバス類の混穫状況を明らかにするため

に,神通川と庄川の主なアユ漁場において,投網，テンカラ

網，友釣りおよびコロコロ釣りによってパス類の捕獲調査

を行った。また,神通川と庄川の漁業者からはアユ漁の際に

混穫されたバス類の収集を行った。さらに，庄川右岸大門大

橋直下にあるワンド（長さ約100m,最大幅約30m）で大門漁

協が平成14年５月４日，６月19日，２２日，２８日および平成15年３

月19日（河川工事の影響でワンドがほぼ干上がった）に行っ

たバスの駆除に立ち会いし,捕獲されたバス（の一部）を収

集した。

採集したバス類については，種類,全長，体重，性別，生

殖腺重量,胃内容重量および胃内容物を調べた。

【調査結果の概要】

（１）桂湖

桂湖におけるバス類の採集結果および水質調査結果を図－

２，３，４および表-1に示した。６月24-25日では湖面の水位はほ

ぼ満水に近かった。採集されたバスは雄3尾,雌6尾の計9尾

－１２０－



ブラックバスの調査河川とダム

●
員
１
７
１
１

－１２１－

富山湾

神通川

羊熊野川ダﾑ〆１－

Ｍ~-H_ノ
〃

／
●

図－１ブぅ

湖の位置図

(Ｈ14.6.24-25）

堰堤

（

桂橋

桂湖のコクチバス生息調査結果図-２



18.1℃

1.8ｍ

3.2ｍｇ/Ｉ
９．２

§

11.9℃

2.7ｍ

1.5ｍｇ/Ｉ
７．１

劣唯

桂橋

桂湖のコクチバス生息調査結果図-３ (Ｈ14.10.10-11）図－４桂湖のコクチバス生息調査結果（Ｈ14.11.11-12）

ダム堰堤ダム堰堤

－１２２－

図－５熊野川ダム湖における水温、透明図－６熊野川ダム湖における水温、透明

度、濁度およびpＨ（平成14年５月29日）度、濁度およびpＨ（平成14年１０月28日）

１
２
２
７

１
１
４
９ ､8℃

2,

9ｍｇ/１
０

、 、
｢､
L』

【



で,すべてコクチバスであった。バスが採集された湖面の多

くは流入河川のバックウォーター付近であった｡採集された

バスの全長範囲は9.3～30.3cmで,成熟度（100×性殖腺重量

／体重）の高い雌個体2尾が含まれていた。主な胃内容物は

水生・落下昆虫であった。

また，桂湖堰堤右岸側から流入する河川のバックウオー

ター付近で,タモ網により全長範囲1.2～1.3ｃｍのコクチバス

稚魚130尾を採集した。

湖面中央に位圏する船置き場付近の水温は20℃であった。

１０月10-11日では湖面の水位は６月24-25日に比べかなり低

下していた。採集されたバスは雄8尾,雌7尾の計15尾のコク

チバスおよび雄のオオクチバスが1尾であった。バスが採集

された湖面の多くは流入河川のバックウオーター付近およ

び小さな沢が流入する水面であった｡採集されたバスの全長

範囲は8.8～31.5cmで,成熟度の少し高い雌個体2尾が含まれ

ていた。主な胃内容物はバッタやトンボを初めとした水生．

落下昆虫であったが,中には釣具のルアーもあった。

湖面の水温は19ｓ～19.9℃の範囲に，透明度は2.7～4.0ｍの

範囲にあり，ともにパックウオーター付近ほど高く，堰堤に

近づくにつれ低くなる傾向がみられた。

１１月11-12日では湖面の水位は10月10-11日に比べさらに

低下していた。湖面の周囲の陸には少ないところでも約２０

cmの積雪があった。バスは1尾も採集されなかった。湖面の

水温は12.2～12.6℃の範囲にあり，１０月とは逆に，バックウ

オーター付近ほど低く，堰堤に近づくにつれ高くなる傾向

がみられた。透明度は3.2～4.3ｍの範囲にあり，１０月と同様，

バックウオーター付近ほど高く，堰堤に近づくにつれ低く

なる傾向がみられた。

コクチバスの採集範囲が広かったことから，コクチバス

は桂湖のほぼ全域に生息していること，多数の稚魚および

成熟個体が採集されたことから，コクチパスは桂湖で繁殖

（再生産）をしていることおよび６月前後はコクチバスの産

卵期であること，全長範囲が10～30ｃｍと広かったことから，

複数の年級群の個体が生息していること，および1尾では

あるがオオクチバスが採集されたことから，桂湖にはオオ

クチバスも生息していることが推定された。

また，バスは川や沢の流入湖面および船着き場や倒木の

ある箇所など近くにカバー（隠れ場所）があるところを好む

こと，陸から肉眼で小型のパスが多数確認されたことから，

バスは陸に近い水深の比較的浅い所に生息していることお

よび降雪があり水温の低下した11月にはバスが1尾も採集さ

れなかったことから，水温が低下するとバスは水深の深い

ところへ移動するかほとんど活動しなくなるものと推測さ

れた。

各調査でバス類の他に刺網で採集された魚類は,６月24-25

日ではコイ22尾，ニジマス7尾，ニツコウイワナ4尾，１０月10

-11日ではコイ9尾，ニジマス10尾，ニッコウイワナ3尾，お

よび11月11-12日ではコイ13尾，ニジマス3尾，ニッコウイワ

ナ2尾であった。コイは揚網時において，ほとんどの個体が

生存していたため,すべて再放流した。ニジマスとニッコウ

イワナは揚網時において，全ての個体がへい死または放流

しても生存が不可能と考えられたため，水試に持ち帰り尾

叉長と体重を測定した。ニジマスの尾叉長範囲は40.0～58.0

cmに，ニッコウイワナのそれは23.2～325ｃｍにあった（付表

-1）。

桂湖には漁業権が設定されていないので，本調査で混獲

されたコイとニジマスは毎年桂湖で行われる釣り大会のた

めに放流された個体，ニッコウイワナは天然魚に由来する

と考えられた。

（２）熊野川ダム湖

熊野川ダム湖におけるバス類の採集結果および水質調査

結果を図-5,6および表-2に示した。５月29-30日では雌3尾，

雄6尾の計9尾のオクチバスが採集された｡採集されたバスの

全長範囲は13.7～26.5cmで,成熟度の高い（7.1）雌個体が含

まれていた。主な胃内容物は小魚であった。

湖面の水温は16.9～18.1℃の範囲にあり，バツクウオータ

ー付近ほど低く，堰堤に近づくにつれ高くなる傾向がみら

れた。透明度は1.6～2.3ｍの範囲にあり，バックウオーター

付近ほど高く，堰堤に近づくにつれ低くなる傾向がみられ

た。ＰＨは9.2～9.3で湖面の色は漫い茶緑色であり、淡水赤潮

の状況を呈していた。

１０月28-29日では雌1尾，雄2尾，性別判読不能2尾の計5尾

のオクチバスが採集された。採集個体の全長範囲は9.0～28.

0cmにあり，各個体の成熟度は0.28～0.56と低かった｡胃内容

物には消化物しか認められなかった。

－１２３－



義一1桂湖で串j銅と釣りにより採補されたブラックパスの大きさ、雌雄および主な胃内容物〈平成14年度)

調査日 魚種 全長(cm)体重(g) 肥満度宵内容重量(g)胃内容指数主な胃内容物雌雄性殖銀重量成熟度

1 H14.06.25 コクチ 21.8 126.8 12.2 0.85 0.67 消化物 ♂ 0.38 0.30 

2 H14.06.25 コクチ 24.4 175.6 12.1 1.13 0.64 消化物 ♂ 0.93 0.53 

3 H14.06.25 コクチ 17.7 75.2 13.6 0.18 0.24 消化物 ♂ 0.08 0.11 

4 H14.06.25 コクチ 18.5 84.7 13.4 0.28 0.33 消化物 ♀ 0.50 0.59 

5 H14.06.25 コクチ 14.5 39.6 13.0 0.80 2.02 ハチ、昆虫 ♀ 0.14 0.35 

6 H14.06.25 コクチ 23.5 172.6 13.3 0.65 0.38 水生・落下昆虫 ♀ 6.67 3.86 

7 H14.06.25 コタチ 30.3 363.5 13.1 2.46 0.68 消化物 ♀ 22.35 6.15 

8 H14.06.25 コクチ 11.0 14.0 10.5 一 一 消化物 ♀ 0.08 0.57 

9 H14.06.25 コクチ 9.3 9.0 11.2 一 一 消化物 ♀ 0.06 0.67 

1. H14.10.11 コクチ 15.3 45.6 12.7 0.48 1.05 水生・落下昆虫 ♂ 0.16 0.35 

2 • H 1 4.1 0.11 コクチ 15.5 46.7 12.5 0.41 0.88 水生・落下昆虫 ♀ 0.26 0.56 

3申 H14.10.11 コタチ 13.0 27.4 12.5 0.2 0.73 消化物 ♀ 0.13 0.47 

4 H14.10.11 コクチ 12.1 22.1 12.5 0.16 0.72 消化物 ♂ 

5 H14.10.11 コクチ 10.8 15.6 12.4 0.06 0.38 空胃 ♂ 

6 H14.10.11 コクチ 9.7 9.5 10.4 0.06 0.63 空宵 ♀ 0.04 0.42 

7 H14.10.11 コクチ 8.8 8.7 12.8 0.02 0.23 空胃 ♀ 0.05 0.57 

8 H14.10.11 コクチ 29.3 313.0 12.4 3.40 1.09 魚1匹.昆虫 ♀ 9.20 2.94 

9 H14.10.11 コクチ 23.0 191.6 15.7 0.04 0.02 空胃 ♂ 0.83 0.43 

10 H14.10.11 コクチ 28.8 279.6 11.7 1.49 0.53 バッタ ♀ 6.90 2.47 

11 H14.10.11 コクチ 31.5 373.2 11.9 0.15 0.04 空胃 ♂ 2.10 0.56 

12 H14.10.11 コクチ 20.9 91.2 10.0 0.06 0.07 !l胃 ♂ 0.33 0.36 

13 H14.10.11 コクチ 20.5 88.3 10.2 4.35 4.93 ルアー ♂ 0.10 0.11 

14 H14.10.11 コクチ 19.3 81.0 11.3 0.79 0.98 水生昆虫 ♂ 0.30 0.37 

15 H14.10.11 コクチ 20.1 87.3 10.8 一 室胃 ♀ 0.40 0.46 

1 H14.10.11オオタチ 21.0 117.8 12.7 2.80 2.38 小魚・トンボ ♂ 0.30 0.25 

勺ま釣り、その他は剃網
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湖面の水温は19.5～19.9℃の範囲に，透明度は2.7～4.0ｍの

範囲にあり，ともにバックウォーター付近ほど高く，堰堤に

近づくにつれ低くなる傾向がみられた。

２回の調査とも採集された個体はすべてオオクチバスであ

ったので，熊野川ダム湖にはまだコクチバスは侵入してい

ないものと考えられた。５月下旬には成熟度の高い個体が採

集されたことから，５月下旬はオオクチバスの産卵期に該当

すると考えられた。

各調査でバス類の他に刺網で採集された魚類は,５月29-30

日ではギンブナ705尾，コイ14尾,サクラマス幼魚（ヤマメ）

１尾，ニツコウイワナ41尾，１０月28-29日ではギンブナ48尾，

ニッコウイワナ1尾であった。ギンブナとコイについては，

可能な限り再放流した。

ニッコウイワナの尾叉長範囲は23.8～42.7ｃｍにあり，ヤマ

メの全長は22.3cmであった（付表-1）。

熊野川ダム湖には漁業権が設定されていないので，ニッ

コウイワナは天然魚に，ヤマメは以前に放流された個体（富

山漁協組合長談）の生残魚に由来すると考えられた。

（３）アユ漁場におけるバスの混獲

神通川と庄川のアユ漁場におけるバス類の採集結果を表－

３，４に示した。神通川では計20回のアユの漁獲調査を行い，

2,443尾のアユを漁獲した際にブルーギル1尾（全長81cm,８．

９９）とオオクチバス1尾（全長26.3cm,体重308.09,雄）を混

獲した。庄川では計46回のアユの漁獲調査を行い1,125尾の

アユを採捕したが,バスは1尾も混獲できなかった。

神通川のアユの漁業者からは７月３日に河口から11.5km地

点で1尾(全長38.0cm,体重812.09,雄），９月26日に河口から

10km地点で2尾（全長14.4cm,体重47.49,雄と全長12.2cm，

体重27.9＆雌）のオオクチパスの提供を受けた。

庄川右岸大門大橋直下にあるワンドで大門漁協の駆除に

より捕獲されたオオクチバスの体長等の測定結果を付表－３

に示した。平成14年５月４日では雌3尾,雄3尾の計6尾のオオ

クチバスが採集された。採集個体の全長範囲は14.6～24.2ｃｍ

にあった。主な胃内容物はザリガニ，エビ，ヨシノボリなど

の底生性の生物であった｡成熟度は0.17～10.33の範囲にあり，

成熟度が極めて高い雌個体1尾が認められた。６月19日では

雌6尾，雄7尾，性別判読不能2尾の計15尾のオオクチバスが

採集された｡採集個体の全長範囲は9.6～26.4ｃｍにあり，小型

個体が多かった。胃内容物は小魚の他は消化物であった。成

熟度は0.01～2.25の範囲にあった。６月22日では全長範囲17.

1～245ｃｍの雌2尾,雄2尾の中型個体の他,全長範囲9.9～13.

2cmの小型個体11尾のオオクチパスが採集された。６月28日

では雌4尾,雄3尾の計7尾のオオクチバスが採集された。採

集個体の全長範囲は11.9～22.5ｃｍにあった。胃内容は多くが

空胃であった。成熟度は0.12～1.27範囲にあった。平成15年３

月19日では雌18尾，雄14尾の計32尾のオオクチバスが採集

された。採集個体の全長範囲は9.2～41.0ｃｍにあった。胃内

容物は多くがザリガニ，エビなどの底生性の生物であった。

成熟度は0.14～2.44の範囲にあった。なお，大門漁協は水試

への持ち帰りの個体の他に26尾(全長範囲9.8～35.3cm,平均

全長17.9±7.2cm,平均体重125.0±176.19)のオオクチパスを

現場で駆除している。

以上のことから，ワンドのような水の流れの緩やかなと

ころでは比較的高い密度でオオクチバスの生息がみられる

箇所はあるものの，アユ漁場におけるバスの生息密度は極

めて低いものと考えられた。また，オオクチパスの産卵期は

５月頃であること，およびワンドで採集されたオオクチパス

の胃内容物にはザリガニ，エビ，ヨシノボリなど底生性の生

物が多かったことから，比較的動きの遅い生物が主な餌と

なっていると推定された。今後は、アユなどの遊泳能力の高

い魚のバスによる食害を明らかにする必要があると考えら

れた。

【圏査結果登載印刷物等】

なし

－１２５－



傘河口からの距離

表一４庄川でのバス混獲飼査結果

表－３神通川でのバス混獲鯛査結果

－１２６－

､河口からの距離
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(1)

付表１

沖合漁場開発調査
日本海スルメイカ淵場胸査

日本海スルメイカ漁期前餌垂拭触録黛鈷巣（平成14年４月17-24日）＜その１＞

－１２９－

鯛変定点脅号 ２ ３ ４ －５¥ ６ ７ ８ ９
：－，’･心･’-.‘

q,へ;:増夢『篭1０

月日 4/1９ 4/1９ 4/1９ 4/1９ 4/19-20 4/2０ 4/2０ 4/2０ 4/2０ 4/20-21

位
置

開始北緯

東経

終了北緯

東経

3６．００

1３２．００

3５．４５

３２．００

3５．３０

３２．００

3５．４５

1３２．３０

3６．００

３２．３０

36.06

1３２．１８

.6．２０

１３２．３０

3６．１９

1３２．００

3６．４０

３２．００

36▽４０

３２．３０

3６．３８

1３３．１２

3６．４５

1３３．１５

時
間

開始

終了

操藁時間数

１９:2０

4:0０

8．６７

１９:0０

4:00

９

釣硬個体数 1．５２２ 729

槻械台数 １０ 6．４３

個体/台・時間 1７．５５ 12.6

外妻背長遍囲 13.4-25.6 11.5-21.1

卜審背長ﾓー ﾄ゙ １９．５ 15.5

水
深
別
水
温

0ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

１００ｍ

150ｍ

200ｍ

300ｍ

1４．８

1４．５３

1４．４６

1４．４５

1３．８４

1２．３２

9．６９

2．８４

1．０２

0．５９

1５．２

1４．１７

1４．０９

1３．５２

1２．３７

1０．６６

4．８８

0．７９

0．６５

1４．６

1３．６３

1３．２４

1３．１６

12.97

1２．１５

10.55

2．８６

１５．１

1４．４４

14.33

1４．２６

1３．６９

1２．３２

10.84

6.00

１５．８

1５．１７

15.13

1５．１１

1５．０４

1４．８３

1３．５８

9．１６

4．２４

1４．８

14.82

14.77

1４．７３

1４．６８

１４．０６

1３．５８

１０．３５

2.70

0．７５

1５．１

15.06

1５．０５

1４．９９

1３．８９

13.25

1１．７９

４．８９

1．２１

0．７６

１５．１

１４．８４

14.79

14.76

1４．７１

1４．４７

1３．４６

1１．６９

2．３６

0．８７

１５．１

１４．３９

14.03

13.90

1３．７７

1３．５８

1２．００

1０．２１

6．１９

０．８１

15.4

15.27

14.60

14.45

14.04

13.00

11.80

8．０３

2．１４

飼者

･阻岐品西にい 帥つり船多数 ・他船なし

綱査定点番号 1１ 1２ １３ 1４
り ●

1５ 1６ 1７ 1８
,全､寺.oＬＬ心~旬町---と-.

;･“P『．．，､や1９ 2０

月日 4/2１ 4/2１ 4/2１ 4/2１ 4/21-22 4/2２ 4/2２ 4/2２ 4/22-23 4/2３

位
匠

開始北緯

東経

終了北緯

東経

3６．２０

1３３．００

3５．４５

３３．００

3５．４５

1３３．３０

3６．００，

1３３．３０

36‐１９

1３３．３５

3６．１６

３３．３７

3６．４０

３３．３０

36.40

34.00

36‐４０

３４．３０

3６．２０

１３４．００

3６．２１

1３４．０４

36ＣＯＯ

3４．００

時
間

開始

終了

撮戴時間数

１９:0０

４:0０

９

１９:0０

3:3０

8.5

釣狸個体数 568 272

樋機台数 9．７８ 8．３５

個体/台・時間 6．４５ 3．８３

外嚢背長範開 10.5-22.5 12.2-20.8

咋審背長ﾓー ﾄ゙ 14.5.19.5 1５．５

水
深
別
水
型

０ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

１００ｍ

150ｍ

200ｍ

300ｍ

１５．６

15.20

15.12

1５．０９

1５．０４

1５．００

1４．８９

9．７３

１５．５

1５．４３

1５．１８

15.04

15.06

15.3

1５．２３

1５．１４

１５．０１

1４．７６

1５．２

15.11

1４．９１

1４．８２

1４．７６

1４．７２

14.64

14.29

1５．３

１５．１２

15.11

15.00

1４．８５

14.80

14.57

1１．５５

15.0

14.95

14.95

14.74

1４．１７

13.05

10.42

７．３４

2．４２

０．６８

1３．７

1３．３８

1３．３０

１３．２１

１２．０１

1１．６１

1１．３４

7．８０

2．３７

0．８６

1３．６

1２．９１

1２．３７

1１．８０

1１．４０

1１．３５

1１．３０

1１．５１

7．０６

1.00

1５．２

13.74

1２．７９

12.38

1１．８１

1０．２１

8．５１

4．８９

2．４８

0．７７

15.3

1５．２８

１４．８３

１４．４６

1４．０１

1３．７８

1２．９１

１１．４７

1．９６

侭者

･他船1里

(本船握藁位量” ;り３マイル西）

･他船なし

･バラなし



くその3>
関当E定点骨骨 21 22 23 24 25 1)、~~:.‘ 七fー〉ヶがて~t・ 6

月 日 4/23 4/23 4/23 4/23 4/23 4/23 

位 開鎗北総 35' 45' 36' 00' 36' 20' 36' 40' 36' 20' 36' 00' .経 134' 00' 134' 3D' 134' 30' 135' 1)0' 135' 00' 135' 02' 

置 .7 ~ua 36' 01' 

東緩 135' 03' 

時 開 始 19:00 

終 7 23:目。
間 録集時間数 3.5 

約E量個体蝕 46 

担車線台敏 9.14 

個体/台・時間 1.44 

外奮管長範囲 12.7日間.6

外饗背長正ード 15 

。m 15.3 15.4 14.4 14.3 13.9 15.2 

10m 15.17 15.06 14.16 14.10 13.61 15.05 

水 20m 15.01 14.54 13.92 13.82 13.47 14.05 

深 30m 14.84 14.45 13.66 13.71 12.52 13.56 

JI~ 50m 14.48 13.92 12.58 13.41 12.01 12.68 

水 75m 13.97 12.91 11.87 12.05 11.90 11.64 

温 100m 13.12 12.21 11.80 12.09 11.62 11.94 

150m 10.62 11.56 7.27 11.79 10.66 9.37 

200m 3.17 4.68 2.58 9.82 2.89 3.54 

300m ー 0.77 0.94 1.75 0.78 ー

， 0.5時間の織黛中断あり

偏 壇守 • SI. 27日Jal;t欠測

-130ー



付表E 日本海スルメイカ盛強期園査鼠峨撮緩鎗』艮{平成14年9112 -9日}くその 1>

綱査定点毎号 2 3 4 5 6 1 a 9 10 

月 日 9/3 9/3 9/3 9/3-4 9/4 9/4-5 9/5 9/5 9/5日 S
位開始 ~UII 39' 30' 39' 00' 39' 00・ 39' 30' 40' 00' 39' 30' 39' 00' 39' 00' 39' 30' 

東経 134' 00' 134' 00' 134' 30' 134' 30' 135' 00' 134' 59' 135' 00' 135' 30' 135' 29' 

置 "7 ~UII 39' 26' 39' 27' 39' 30' 

東経 134' 26' 134' 54' 135' 23' 

時 関 始 19:00 19:00 19:30 
終 了 4:00 4:00 4:00 

問 ~tit時間散 a.33 9 a.5 I I 
釣獲個体敏 1.596 10，054 1，754 

担u高台霊堂 10 9.56 10 

個体/台・時間 19.16 116.85 20.64 1 
外審背長箆圏 19.3日 26.8 21.6-29.5 18.2日 27.9

些.背長t-ト. 24.5 23.5 23.5 

Om 23.4 24.0 23.3 23.3 23.1 23.1 23.1 23.2 23.4 

10m 22.54 23.93 23.07 23.24 23.08 23.19 23.29 23.25 23.55 1 
水 20m 22.59 23.49 22.95 22.27 23.01 23.32 23.24 23.26 22.47 

~開R 30m 21. 03 16.07 16.25 16.22 16.52 14.58 14.70 15.80 16.90 

別 50m 11.08 15.51 12.73 14.04 14.45 12.00 8.93 10.43 1I.6S 

水 75m 5.15 12.32 5.82 11.05 10.24 7.94 6.92 7.45 5.05 

温 1t)Om 6.50 9.21 5.96 8.09 7.54 4.61 4.61 5.29 5.51 

150m 6.03 5.59 3.14 3.92 3.19 2.10 2.08 2.25 

200m 4.76 3.82 1. 67 2.15 1.64 1.25 1. 38 1.29 1.441/ 
300m 3.20 1.30 0.92 1. 07 0.91 0.84 0.80 0.75 0.81 

-繭13マイルの聞にSll -京20マイルに2箆
備 4署 -欠潤

くその2>

調査定点寄号 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

月 日 9/6-7 9/7 9/7 9/7 9/7-5 9/5 9/5 9/8日 g

位 開始北鎗 40' 00' 40' 00' 39' 30' 39' 30' 39' 30' 39' 00' 39' 00' 39' 00' 

東経 136' 30' 137' 00' 137' 00' 136' 30' 136' 00' 137' 00' 136' 30' 136' 00' 

置 終了北.an 40' 00' 39' JJ' 39' 02' 

東経 136' 33' 135' 57' 136' 02' 

時 開 始 23:20 19: 15 19:20 

ーさ 7 4:00 4:00 。:00
間 僚議時間銭 4.67 8.75 4.67 

約湿個体数 1，765 3，090 990 

償健台数 10 10 10 

個体/台・時間 37.79 35.31 19.49 

外賓背長旋回 19.4-27.4 17.4日 26.3 14.5日 27.6

外套背長t-ド 22.5 22.5 22.5 

Om 23.0 22.8 24.5 24.0 23.8 24.1 24.3 23.9 

10m 23.08 22.85 24.27 23.83 23.92 24.14 24.24 23.76 

水 20m 23.07 22.84 24.27 23.81 23.92 24.13 24.23 23.70 

深 30m 16.68 17.35 20.77 23.56 21. 08 20.73 20.60 22.36 

別 50m 13.46 14.64 16.24 15.99 14.97 15.96 16.03 15.33 

水 75m 10.04 10.85 13.67 13.37 9.76 13.09 14.77 10.82 

温 100m 6.84 8.89 10.91 11.00 6.61 10.58 11.47 7.03 

3.13 4.85 5.77 5.115 3.08 5.29 5.42 3.22 

200m 11 1.83 2.48 2.89 2.76 1. 73 2.70 2.04 1.75 

300m 0.95 1.15 1.22 1. 18 0.94 1.06 0.97 0.85 

-欠測 -南6マイルに2. -北西にいか釣り船多数

偏 五号 師聞は

-131一
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TI. 1. 3資源評価調査委託事業
( 1 )資源評価調査委託事業

表3 1 平食14年度にi閉定したカタクチイワシのBL組E
年 月 日 調場/皆j吸 2 3 4 5 6 7 
2002 41 19 支に lJj Iff 
2002 41 19 171< i番
2002 51 21 |魚、 ~~ p錦

2002 51 22 全r ~~ 亘書

2002 71 12 |・*' 三者 17 41 39 3 
2003 21 14 ヨr i者
2003 31 14 |全く
2003 31 14 支く ヨ三番

P -z 居中の数字は当 ー帽凶

8 91 10 11 12 13 
2 51_6J 
11 13 11 47 
2 71 31 
31 53 

HL34 50 
13 45 33 
11 53 1 33' 

表3-2 平成14年麿に洞l宮したマアジのFL組虚:豊中の世牢は当段階紐傭 (cm)以ト次の階紐個来満の摩動

能 (cm 以上次の暗躍トG盲ラミ満の度;段
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 合計
32 100 
28 100 
56 4 100 
42 2 100 

100 
7 100 
8 100 
3 100 

l年 l月 11ヨl 油楊/階級 Lll 21 31 41 51 61 71 81 91 101111 121 13L141 151 161 171 181 191 26r~nl 221 231 241 251 261271 281 291 301 311 321 331 341 351361 371 381391 401 411舎軒l
|20021 51 211培 L_J_I~I__I~ 1 1 41381521 41-zr-I-l T--I--I -r-1l-1----rT r--r-1 1 T--l 1 11 1 I---.-Tfool 
l20021 71 121氷見控淵主番 1_ 1 I 21301491 151 41--T 1 I-T r-1 1-1 I-IT 1--1 1 1001 
|20021 81 221氷見謹淵二番 L....l.--~1----.li8L.68J 121 11_-' 1 11 L 1 1 1 1 1 1 1--1 1 r 1 1 1-11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11001 
|20021 91 101氷原附銅本健二祷 11 231 481 261 21 1 1 L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 L 1 1 '- 1 1 1__ 1 1 1 1001 

塞3-3 平虚14年麿，=制定したサパの礼組虚:喪中の世宰位当館階紐値 f佃 3以上.放の階紐値来満の官位
|年 l月|日 i 漁場/階紐 1 11 21 31 41 51 61 71 81 91 101 111 121 1剖 141151 161 171 181 191 201 211 221 231 241 251 261 271 281 291 301 311 321 331 341 351....361 371 381391 401 411舎計l
l20021 51 211魚津杉乃鋪 Lul~I_1 1 1-' 1 1 J--T 1- 1 -1 r-1 11 1，-1-41 21 31 -1-11 1 3151 61 71 11 4L.41 11 1 1 1 1 421 
120021 71 121氷毘控淵竺番 1 1 1 1 1 1 11 91 341 251 121 21 1 1 1 1 1 I 1 I I I I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 831 
|20021 121 241経由藤吉 1__'-I_L 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I-T -1 1 -1 1 1 1 1 1 21 61 151 161 71 71 41 21 11 601 
|20021 121 241培市提 -'---.I'--------L----'-_I 1 1 -' L_l--.i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 r 1 1 1 1 1 1 1 21 1 41 91 71 191 101 81 101 61 21 771 
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ゴェｑ－Ａ立命Ｍ律守』ア鋤I壱１去弓”二雪′→１１辿登ゆ缶、盃Ｆ『ぬ命・ヨエ門司盃潅貯岸21＋墾鋼zRbbtrM古ｒＰｗｎ，Ｉ９ｌＬ洗ヮ、E膳師則捕『割二親3ｍ底製了

匡 月 日 漁場／階級 1０ １１ 1２ 12 1４ 1月 1Ｒ １７ lＲ 1Ｑ 2０ ’１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ ’７ ２８ 2９ 3０ 、１ 3２ 3３ 3４ 3５ ３６ ３７ 3８ 3９ 4０ ４１ ４１ ４２ 4４ ４月 ４６ ４７ ４Ｒ 4９ 5０ 合計

’)0２ ５ ２１ 域市振 Ｉ １ ４ ３ ５ ６ ５ 1２ １４ ６ ３ 6０

，)0２ ７ 1１ 氷目.隠場 1 ８ ８ ３ ２ ３ Ｉ 2２

，)０２ ８ 2２Ｍｆ目害匿＝黍 ３ １１ ７ ０ ９ ２ 5０

，0０２ ８ うｋ目溶継l＝司恐 １ Ｉ ２ ２ ７ ４ 2２ ２ １ ８１

２)0２ ９ （|氷員協沖 ２ ２ ３ 〕 1１ ８ ４０

')０２ ９ 2６I埴市隈 ２ ９ 2０ ６ ２ ２ ９３

２)０２ ９ 2６I魚逮沖乃姻 １ ８ ８ ４０

２)0２ ０ ８l氷貝前網 ２ ９ 1８ ３ ５２

２)0２ ４ 氷貝脇沖 ４ ３ 2０ ９ ３１１ 4０

２)0２ ４ +ｋ目191T鯛崖 ６ 2８ ９ ９１１１１ 5４

２)0２ ８|魚津忘峯 １ ２ ８ 2０ １１ ５ 4７

２)0２ ８|吉原 ３ ４ 1月 １０ ２111 3８

2002 lぅｋ目誌潤一器 ２１６ 2５ ５ ５１２ 4５

2002 ５‘I聖日誌恕i＝垂 ４１８ １９ 1魚 ６ 5０

2002 ５1斗し日詫§幽一垂 １ ４１５ 1魚 ５ ３ 3１

2002 ９十1Ｆ目誌粥３－基 ４１１２ 1７ １ 3４

2002 ２ 》偶 坐巳諮§幽一ヨ藍 Ｉｌ‘ 2９１８ ２ １ 4８

ウ、、ワ ２ 1７ 斗レ目角齢幽＝量垂 １ 2０ 1７ 1ヨ ２ 5６
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１２００２

隼 月 日 観勧／Pty極 4９ 5０ bｌ 5２ 5３ 5４ 5５ 5６ 5７ 5８ 5９ DU ０１ 、乙 、⑪ 6４ 6５ ００ ＤＪ ､｡ DＵ ＩＵ 7１ 『必 『｡ 7４ 殉 7６ 〃 胴 7８ UＵ ８１ 8２ 8３ ８４ ５勺 ８６ 剛 郷 8９ 9０ 9１ 9Ｚ 9３ 9４ Ｕ、 8６ Ⅵ vＯ UＵ 合計

2，２ ５ ク１ 惚市銀 ６ ９ ７ ６ ３ ２ 4４

2，２ ５ フク K児以州診岸 ２ ２ ２ 11

2002 ５ フク 可川匠々波 ６ ２ 1９

20,2 ５ 2４ K見腸沖 ⑨

20,2 ５ 2４ 司川長谷 １０ 1１ 1４ ４ ２ ３ ６ ５６

?､DＺ ５ 2４ K児J逼沖 ２ ３ ４ ４ ２ ２０

2002 ５ ?４ 司川冨米 ３ ４ ３ 1５ 1２ ５ ３ ３ ２ ３ ５ ６ ７ ２ ７９

2002 １１ ４ ｡川えのの ３ ３ ３ 1４

ｸ､nフ １１ ８ 与原 ３ ４ ３ ２ 1４

20ｍ 1１ ８ 里田唾吉 ２

ﾌ0,ク １１ １４ ﾖ川岸端 ３ 1１ 2０ 1９ 2０ ８ ４ ６ ３ ９８

20,2 １１ 1５ ５川岸端 ３ ３ ５ ３ ２ １９

，､０？ 1１ 2０ 氷見戊偏二番 ４ 1３ ４ ２７

2002 １１ フ、 忍耐F大神栄 ５ 1４ 4３ 2２ 2１ 10 ２ 1２１

?､、 1１ ク１ 石川岸端 ２ ８ １７ １５ ７ ７ ４ ２ ２ ８７

2，２ １１ フク 七川岸晴 ４ ７ ６ ８ ３ ７ ２ ４０

'002, 1１ 2３ 石川佐々涙 ３ ２ ４ ５ ２ ２１

ｸ､､ク １１ 2３ 石川岸端 ５ 2９ 3１ 1９ ９ ３ 100

2002 1１ ク９ 新湊大神栄 ２ ２ ７ ４ ８ 1９ ６ ５ 7５

2002 1１ Ｚ７ 氷見前嗣 ５ ４ ７ ８ １５ ９ go

2，２ 1１ ２７ 石川岸端 ３ ９ ７ ８ 4９

2002 1１ クァ K見島 ２ ４ 2０ 6２ ９ 4０ ９ ４ ２ ２ ３１８

2002 １１ 2８ .川岸騎 ２ ６ ７ ９ ２ ２ 4８

詞、？ １１ 2８ 司川佐々波 ２ ９ 0 ７ ９ ４ 5４

?、？ 1１ ２８ K見削網 ２ ９ ８ ９ ８ ４ ８，

2002 １１ 2８ K見姑 ５ 2０ ７ 7３ 2０ ５ ３ 1８５

2002 １１ ３０ 氷見馬場 ６ ２ 3０ 1３ ２ 6８

2002 １１ ３０ ね川岸噸 ２ ５ １３ ４ ３ ３１

2002 1１ 3０ 氷見削嗣岸 ３ 2０ 4１ 5０ 3７ １５ ７ １７８

2002 １１ ３０ 石川佐々波 ２ ３ ５ 2９ 3３ １７ ６ ３ ２ 118

2002 １ク ５ 氷見削網岸 ９ ２ 3０ 5０ 1５ ５ 123

2002 1２ ５ 石川佐々波 ９ 3２ 3０ １７ ５ ４ ２ 1１９

20ｍ 、フ ５ 石川岸端 ２ ３ ３ 0 1４ 1９ ６ ４ ３ 閑

20ｍ １ク ６ 氷見勘岸 ２ ６ 1３ ８ 釦ク

2002 1ク ６ 石川岸端 ４ ５ 2５ 2４ ４ 7４

2002 1フ ６ 石川庇々 ［ ３ 1７ 1７ ３ ２ ２ ２ 7３

2002 1ク ６ 氷見削嗣 自 ２ ４ １０ 3７ ” 8３ 2２ ９ ３ 276

2002 1フ ７ ノリ、』唾ＲＴＪ千ゐ ３ ９ １３ ５ ３１

2002 １フ ７ 石川1左々波 ３ ９ 訂 3８ 1７ ７ ２ 1０６

2002 1ク ７ 石川岸端 ３ 1１ 2３ 1２ ６ ４ ２ 6３

2ｍ#、 １ク ７ 〃､』芭呼Jq蝿ﾄＰ ５ 1２ 3０ 2６ ７ ２ 8６

2002 1ク ９ 石川岸端 ４ １０ 2３ 2６ 3５ 1２ ３ ２ Ⅲ７

2002 1ク 1ク K見島 ３ ８ ９ ５ 2５

２０ｍ 1２ 1， K児及蝿二審 ２ ３ ４ 1３

2002 １ク 1フ K見励 ５ 2２ 4５ 鍵 ６ ３ １０s

2002 1ク 1ク 可川岸端 １５ 3４ 3０ 1２ ５ ４ １０s

2002 １フ 1ク J川佐々波 ３ ６ 2０ 4０ 鱒 ７ ２ ２ 105

2002 １ク 1３ 可川匠々波 ６ 2０ 2２ 1９ ６ ２ ２ 8０

７００２ 1２ 1３ i川岸端 ６ 2９ 7２ 4１ 2３ 2３ １０ ４ ３ ２ ２１７

、０２ 、ク 1３ 〈見削稲岸 ３ 1２ 醜 １０８ 7４ 2４ ４ 282

2002 1ク 1３ 〈見削用 ２ ５ ９ １０ ９ ５ 4４

2002 １ク 1４ 可川匠々波 ５ 2５ 4８ 2３ 1１ ４ ３ ２ ３ ４ 132

2002 1ク 1４ 氷見勘岸 ２ 1５ 訂 2９ 1２ G８

2002 1’ 1４ 氷見則嗣岸 １０ 2６ １４ 5１

、０２ 1ク 1４ 氷見削胴岸 ３ ４ ５ ５ 2３

2002 1ク 1７ 石川白鳥 ２ 2０ 2２ 1６ ４ ２ 7３

２００２ １ク 1７ 石川庄々波 ２ ６ ４ ５ 2０ 3７ 1２ ７ F７

20ｍ １ク 1７ 勿込〆J玉可0〒 ３ ２ 1５ 5１ 5０ 1５ 097

20ｍ １ク 1８ 氷見 し ４ ９ 1８ 2０ ５ ４ 61

2002 1２ 1８ 氷刷 6沖 ４ 1９ 3８ 5４ 5３ 1４ ２ ２ 1８８

2002 1ク 1９ 石川」 2端 ２ ４ 2１ 3０ 1６ １０ ４ ２ ２ 9５

2002 1フ 1９ 氷別 6沖 ５ 1３ 3２ 1８ ８ 7８

，、， 1２ 1９ 石川１ 胃々硬 ２ ２ ２ ９ 2１ 2０ 2０ １０ 8７

1' ２０ 氷見 ケ ３ 1２ 3３ 1１ 6０
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2002 1’ ク、 氷見脇沖 ４ 2６ 3７ 2１ ３ ２ ９６

2002 1フ サ角 何川口の画 ３ 1１ 2６ １７ ６ ２ ６７

2002 1ク ｸヨ 七Ⅱ 鹿渡鮭 ２ ３ ４ 4１ 4７ 2４ ７ ３ ２ 1３４

2002 1ク ク罰 氷尻,戊淵三番 ２ １０ 1８ 2３ ７ ２ ４ ８９

2002 1フ 麺Ｉ 境iｆ 賑 ４ ２ ４ ３ 1７

2002 1２ 2４１吉崎 ２ ２ ２ ２ ４ ４ ６ ５ ３１

2002 1２ ２５１J石、野母 ２ ２ ６ ３ ６ ４ ５ １０ ４ ４ ５２

2002 1２ ２５１‘七Ⅱ 岸端 1３ 2２ 4４ 1９ ５ 1０５

2002 1２ ２５１；氷院 戊淵二番 ２ ５ １０ 1２ ９ ４０

2002 1２ ﾌＲＩ‘楢川 佐々波 ２ ４ ５ ７ ６ ８ ２ ５ 1１ 3５ 3２ 1４ ３ 1３５

2002 1２ ２６１：石J１ 岸端 ３ ４ ９ 1５ 2０ 1１ “

２ｍ？ 1２ 泥’ 氷周 勘 ５ ６ ３ ２ ２ ２ ２ 2５

2002 1２ ’偶 氷jｉ鵬９沖 ３ ４ ３ ３ 1７

2002 1ク 2７ 氷員 肯 家三番 ２ ３ ３ ５ ４ ６ ３ 2８

2，２ 1フ ﾌＲ 氷員脇 沖 ３ ４ ６ ８ ５ 2７

2002 1， ﾌＲ 氷偏 戊 園二番 ２ ２ ２ ６ 1７ ８ ５ ２ 4７

2002 1２ 3０ 氷jｉ 肯 獄三番 ３ 1５ 1２ ９ 4０

2002 1２ 3０ 氷院戊 圃三巷 ３ ４ ８ ５ ８ 10 3２ 2０ 1４ ４ １１２

20,2 1２ 3０ 石川睦々波 ４ ７ ４ ５ ５ ５ ４ ９ １０ 2９ 1６ ５ 1０８

2002 1２ 3０ 氷見削卿 岸 ３ １０ １０ ２ ２ ３ 1６ 1５ 1２ ２ ３ 8４

2002 1２ 3１ 氷見戊湧 二番 ３ ５ ２ ４ ３ 1３ ９ １０ 8４ 104 4８ 1２ 300

2002 1２ 3１ 石川佐々 波 ２ １０ ９ ２ ３ ２ ４ ２ ８ ８ ７ 6１

2002 1２ ３１ 氷見腸沖 ３ ２ ２ ３ ５ ５ ３ ３ 3５

2003 １ ４ 氷見茂淵二番 ５ 1７ １９ ９ ２ 5３

2003 １ ４ 石川岸端 ６ ４ 1３ ６ ２ ２ ４ ３ ７ 1３ 1８ 2１ 1５ ４ 120

2003 ４ 石川佐々波 ４ ８ ９ １０ ２ ５ ８ １０ ２ 1９ 2３ 4０ 2８ ９ ２ 1８２

2003 １ ５ 氷見戊淵三替 ２ ２ ５ ７ 2３ 2０ 1３ 7３

、９３ ５ 氷見反淵二誌 ２ ３ ８ ３ ２ ６ ２ ２ 3２

加0３ ５ 石川岸端 ２ ３ ６ ９ ５ ３ ３ ２ ９ ４ 5２

2003 ７ 氷見削嗣岸 ２ ６ ３ 1４

2003 ７ 七川匠々政 ５ ７ ５ ６ ２ ６ ３ ９ ２ ９ 2３ 1６ ７ ３ 1０５

2003 １ 1８１ 石川佐々波 ２ ２ ３ ８ ４ ２ ６ １９ 1８ 1１ ２ ８１

2003 １ ｸ４１‘石川匠々波 ７ 1２ 1３ 1３ 1３ ３ ６ ６ 】２ 1１ 1１ ５ １１４

２００３ フｑｌ‘石川佐々波 ３ ３ ２ ３ ４ ２１

2003 １ ３１１：氷見戊偏二否 ２ ２ ２ ５ 1２ ５ ６ 3５

2003 ３１ 石川佐〃波 ３ ６ 1２ 1１ ８ ４ ５ ２ ９ １９ 1３ ５ １００

２００３ １ 3１１氷見茂淵二番 ２ ２ ８

2003 ３ 1４１氷見戊禰二笹 ３ ５ ４ ７ 3３ 4８ 3２ ６ ３ 143

３ ２７ 石川富来浜辺 ２ ２ ４ ４ ７ 1１ ７ ８ ４ ４ ２ 5８



ｌ
〕
い
①
１

垂 月 日 麺紐ユグｎＥ心沿
色幽
④』

星
④日

（
｜
”

Ｚ』

2７
皇士
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｜ 一
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２刀２ ７ 121氷ｐ_涜益 ４ ８ ６ ７ ２ 2９

２殉２ ７ 121
＝０１１句〒画工 1４ 1４ ５ ２ 3６

２〕0２ ７ 121：石川門前大ロ
４

２〕０２ ８ 221氷見茂淵二名 1４ 1１ 1２ 4２

２

一

〕0２ ８ 231
コザ画面鈴 ３ １ ２ ７1１ ４ ２ 3３

２】0２ ９ 101石川門前大ｑ ２ ８1３ ２２ 1８ ７ 7０

２〕０２ ９ 1０ 氷見綬岩 ４ ５ ３ ２
1６

２)０２ ９ 2６ 魚津杉乃端 ３ ５ ２ ワ ワ１２ 2１

２〕0２ 1１ 2１ 氷見茂淵三： １
７
一
一
1０１４1１ ２ 2５

２〕０２ 1１ 4１氷見茂淵三： ２１２ 7１1２ ６１３ 3５

２〕0２ １１ 4１氷見小杉岸 １６ 9１ロ６ １８1５ ２ 6０

２〕0２ 1１ ８ 魚津杉乃蝋 ４１７ １７１ ２ ７'１５1１ 6３

２〕０２ 1１ ８吉原 １７ 1７１Ｅ８ ７１１1１ 5２

２｡0２ 1１ 131、七÷ｆ面 ［４ ５１４1１
２〕０２ 1１ 1４

聖嗣＝雪＝里 ３ ４１Ｅ６1４1１８1５ ３ ６

２
函励 1１ 1９

＝１０１白面 ４１Ｅ ７１３ ２

２〕、 1２ ７氷見隅増 ２ ４ ３ １ ４ 1１ロ３1２１２1２ ４

２〕0２ 1２ 121氷見小杉岸 ２121Ｅ５ ９１７1４ １１ ５

２〕0２ 1２ 191氷見茂淵二判 ２ ２ ５1４1９1６ ２ 4０

２〕0２ 1２ 201
ごＦ園Ｆ１盛 １ ４ ３ ４ ３ ５ ４1４ ８１１ ３ 5２

２
一
》
1２ 241臼ｈ季挙かや毒 ２ ２ ８ ５１０ ９ ５ ２１１ 4４

２〕0２ 1２ 301
ごＰ、亜麺一， ２ ４ ４ ２ ３ 3０

２〕0３ 1８ 氷見音塚三Ｉ ５ ４ ２ 2０

２〕0３ ３ ２７ 氷見膏塚三Ｉ
４



2.4富山湾の海洋科学研究

(2)湧水域周辺の生物群集に関する研究

付表-ｌ魚津市青島地先の距岸190～210ｍに出現した珪藻類単位：cells/枚

学名

AChJﾌan幼ｅｓＳｐｐ．

AqpﾉｹoｍｓＦｐ

Cbcco"eおplace"tUJa

Cbcco"“ＳＳＣ“eIJ”
■

のＣＣＣ"ｅｚｓｓ掴ｐ
●

の'〃"ぬ℃幼ecacjost

Gymbe〃ａ皿amUta

砲ａａｃｉａｓ１ｑｐ．

Fr君gJaz弓ｊａｉ"”s域”ｓ

‘”ｐｈｏｎａｍａｑ”山口jp”c”t“

‘b四pho"“画psisSpL

Gr7a皿BZqphor石ａ"gzJJ“召

ﾉ9ｹzajoaiscussco“cUs

αc"qphr9asppL

他"Ｃｕﾉａｓ阿臥

/Wtzschia量T』s“』皿

/MIFtzs酌狗Ｓｐｎ

Rseudbgp画ロル”a“Ａ麺鱈c妬“Ｃｕ〃

SJ"eα泊釣scicuJa”

SP77edr画za6UJa”

a”ear君ｓｐＬ

合計細胞数

出現環境

淡水産
１１J

海産～汽水産(１J

海産～汽水産（培養で塩分

7％･の低塩分まで生育）
〔２】

淡水産
Ｌｌｊ

海産
Ｌｕ』

淡水産'１Ｊ

海産
Ｌｑ』

海産
Ｌｑ』

海産～汽水産（塩分７～８psu

まで分布）
【３〕

海産
Ｌ４ｊ

海産～汽水産～淡水産
ｔろ』

海産
1コ』

汽氷産
ｌろ」

汽水産
Ｌご』

８量岸距離（、）

190 200

23.893 17,143

５９ 721 5１ 421

1９ 907 5９ 993

１７１ 207 374257

3９ 814 6５ 707

８，２２９ 2,743

230893 8,571

3,979

95,557 14,286

１１，９４３ 5,714

3,979 5,714

11,943 2,857

１，５６８ 736 565,664

７ 964 2,857

１９ ９０７ 11.429

１１ 943

230929 157,129

１１１ 486 2,857

51,757 28,571

2,476.786 1,376,914
７，をさき備考：スライドグラス１６枚の内の14枚の両面に付着した珪藻を計数し、その合計をスライドグラス１枚当りの数

に換算した。出現環境『－』表示は不明を示す。
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付表－２魚津市青島地先の距岸190～210ｍに出現した底隼隼物単位：個体

門 綱 目 科

軟体動物 ヒザラガイ ヒザラガイ ウスヒザラガイ

ケハダヒザタガイ

ニマイガイ イガイ イガイ

ハマグリ マルスダレガイ

オオノガイ キヌマトイガイ

環形動物 ゴカイ サシバゴカイ ウロコムシ

ゴヵィ

コプゴカイ

イソメ イソメ

ケヤリ カンザシゴカイ

星口動物 星虫 サメハダホシムシ タデホシムシ

節足動物 甲殻 フジツボ フジツボ

タナイス レプトケリア

ワラジムシ コツプムシ

ヨコェピ ユンボソコエピ．
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ワレカラ
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原索動物 ホヤ マボヤ エボヤ
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海産アユ付表－１神通川へ放流したアユ種苗の量、大きさおよび由来海産アユ付表一２庄川へ放流したアユ種苗の量、大きさおよび由来

放流日放流放流水温放流量平均体璽種苗の由来増殖場o２放流日放流
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H14.8.18

H１４．８．２１

H14.8.25

H14.8.28

Ｈ１４．９．１

Ｈ１４．９．４

Ｈ１４．９．８

Ｈ１４．９．１１

Ｈ１４．９．１５

Ｈ14.9.18

Ｈ14.9.22

Ｈ１４．９．２５

Ｈ14.9.29
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海産アユ付表－５平成１４年庄川における遊漁・漁業実態調査結果

区間

(河口からの距離：ｋ、）

漁法

漁場範囲友釣り毛針釣りﾃﾝｶﾗ網投網ｺﾛｺﾛ釣り小計１kｍ当比率＊

（k、）（竿数）（竿数）（網数）（網数）（竿数）たりの数（％）

合口ﾀﾞﾑ(26)-舟戸橋(25）１１６１２０１０２９２９４１．４

舟戸橋維神橋(24）１２１１８２１０４２４２６０．０

雄神橋一雄神大橋(21）３６２５３２３０１２０４０５７．１

雄神大橋-太田橋(20）１８６３８１１９０１４４１４４205.7

太田橋-砺波大橋(18）２１３３９６７９０２４５１２２．５１７５．０

砺波大橋-高速道路(17）１６１１０３１３２０１７９１７９255.7

高速道路-水道管(15）２３０２７６４０６７３３．５４７．９

水道管-中田橋(14）１５２６０１３２０１２７１２７１８１．４

中田橋一南郷大橋(10）４９２２１４４０４９12.2517.5

南郷大橋一大門大橋(7)３１５９１２６００１７７５９８４．３

大門大橋一高岡大橋(6)１８１１１８１６６０２２１２２１315.7
●－ｃ●｡●●●●●●Ｃ－ＣＣＣ■●●●●●■●●●●●－●●●●●●●●●ワ●●●。●●●●｡●●･｡●●●●■‐■●－●●●●●●Ｐｐ－Ｃ●ｃ●●－●●●●●ＤＣ●●ｏ●ｅ●●●●■●毎●●ｃｅ－●ｅ●＝…●●－つ｡●｡●●●●●ｅ●■●●■｡■｡●●●｡●●｡●●●●●ＣＧ●ｃｃ●●●●●■●｡●■■●ｐ●●●●●●●●●●●●●巴●●。ｅ●●や｡●ー●●ｏ●一●凸●●●●●●中●◆●●●●◆●●配色◇｡ｰ●◆●◆●●◆●●

合 計２０７１０５５９９０４１０１，４００７０１００

*1kｍ当たりの平均値に対する比率

海産アユ付表－６平成１４年神通川における遊漁・漁業実態圏査結果

漁法

区間漁場範囲友釣り毛針釣りﾃﾝｶﾗ網投網ｺﾛｺﾛ釣り小計１kｍ当比率＊

(河口からの距離：ｋ、）（k、）（竿数）（竿数）（網数）（網数）（竿数）たりの数（％）

ダム(24)-大沢野大橋(22）２４０１３５２３１０２１０１０５．０３０．２

大沢野大橋一高山線(20.5）１．５１９０６３２３７０２９４１９５．７５６．３

高山線-新婦大橋(19.5）１４６０５１２２９２５４５５４５．０１５６．８

新婦大橋‐新成子橋(１７）２．５８４５１５７１３５５１，０４６４１８．２１２０．３

新成子橋-新保大橋(15）２１，１６７１１９２５６１６1,362681.0196.0

新保大橋一高速道路(12）３１，２６２１８４１８１０２２６1,595531.7153.0

高速道路一婦中大橘(11.5）０．５１１９２８５３０３１８６３７１．０１０６．８

婦中大橋‐有沢橋(１０）１．５２３４１５８９５９６４526350.3100.8

有沢橋-富山大橋(8.5）１．５１１０１３１２３２２０３６９２４５．７７０．７

富山大橋‐神通大橋(7)１．５１５１２１２４４７６５０．３１４．５

神通大橋-富山北大橋(6)１１０２２１０２４４９４９．０１４．１
●●●●●●Ｇ●●●●凸■●■●●●｡●｡●●●●Ｇ●■●●●●●●●●凸●●●●●●●●●●●●●｡■■■●●●●●●●●●●●●●●Ｐ●●年●●●●●●●◆｡○●●●●●●●‐Ｃ●■●●●●●◆●●●岳●■●巳●ｅ●●●｡●●●●●C●●●■●●●●｡●●●Ｇ●●●凸■●●●●●●●●●■●●●｡●●●●●ＤＰ④●●●●●●●●●●巳●●●●●ﾜ●●◆｡●｡●●●●ｅ●｡●●e●■｡●｡●ｅ●●●●●●Ｇ●●●●●●●ＣＧ｡Ｇ■●●●●●●●わ●●●●●●

合 計１８4,452９１１４６４２４４０４6,255347.5１００

噸1kｍ当たりの平均値に対する比率

－１４０－



膳、窟・右腹

右腹、左腹

海産アユ付表一８庄川における標議魚追跡結果

脂

魔

調査日場所＊漁法調査尾数療識尾数部位 鋼査日場所．漁法調査尾数標議尾数部位

魔

魔

Ｈ14.5.215.5ｋｍ投網２４６０

Ｈ14.5.305.5ｋｍ投網１３３０

Ｈ14.6.136ｋｍ投網２４２０

Ｈ14.6.286ｋｍ投網８９０

Ｈ14.7.2６ｋｍ投網１１５０

Ｈ14.7.1210ｋｍ投網１０６０

Ｈ14.7.197ｋｍ投網１１８２膳

Ｈ14.7.2623ｋｍ投網９４０

Ｈ14.8.8６ｋｍ投網５８０

Ｈ14.8.20７ｋｍ投網２０４０

Ｈ14.8.2010ｋｍ投網６０１臆

Ｈ14.9.3６ｋｍ投網６３０

Ｈ14.9.1511.5ｋｍ投網９９０

Ｈ14.9.1611ｋｍコロコロ３０

Ｈ14.9.196ｋｍ投網１０５０

Ｈ14.9.2311ｋｍコロコロ６０

Ｈ14.10.176ｋｍ投網２３５０
●●●●●●●◆●ｰ●●●●●●●､●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●①●●●●●●●●●●●●●●●●◆今●●●●●●●●●●●●Ｇ●●●●●●●●●●●●●ー●●●●●●●●●■

計 1,976３

Ｈ14.6.36ｋｍ投網

Ｈ14.6.1717ｋｍ投網

Ｈ14.6.2215ｋｍ友釣り

Ｈ14.6.2721ｋｍてんから網

Ｈ14.6.2715ｋｍてんから網

Ｈ14.6.3017ｋｍ投網

Ｈ１４．７．３１７ｋｍ投網

Ｈ１４．７．７１７ｋｍ投網

Ｈ14.7.1017ｋｍ投網

Ｈ14.7.117ｋｍてんから網

Ｈ14.7.167ｋｍてんから網

Ｈ14.7.176ｋｍ投嗣

Ｈ14.7.1718ｋｍ投網

Ｈ14.7.2220ｋｍ投網

Ｈ14.7.2318ｋｍ投網

Ｈ14.7.2818ｋｍ投網

Ｈ14.7.2920ｋｍ投網

Ｈ１４．８．９１７ｋｍてんから網

Ｈ１４．８．９１９ｋｍてんから網

Ｈ１４．８．３２０ｋｍ投網

Ｈ14.8.116.5ｋｍてんから網

Ｈ14.8.157ｋｍてんから網

Ｈ14.8.136ｋｍ投網

Ｈ14.8.176.5ｋｍ友釣り

Ｈ14.8.196.5ｋｍてんから網

Ｈ14.8.2120ｋｍ投網

Ｈ14.9.16.5ｋｍてんから網

Ｈ14.9.27ｋｍ投網

Ｈ１４．９．５１８ｋｍてんから網

Ｈ１４．９．５２０ｋｍてんから網

Ｈ１４．９．５２１ｋｍてんから網

Ｈ14.9.107ｋｍてんから網

Ｈ14.9.126ｋｍ投網

Ｈ14.9.1221ｋｍてんから網

Ｈ14.9.1519ｋｍてんから網

Ｈ14.9.247ｋｍ投網

H14.10.166ｋｍ投網

H14.10.166.5ｋｍ友釣り

H14.10.246.5ｋｍ友釣り

H14.10.266.5ｋｍ友釣り

釦
娼
四
侭
詑
４
劉
率
廻
韮
釦
釦
副
旧
朽
６
釧
諏
妬
霊
泊
和
知
露
顕
諏
塑
如
肥
Ⅷ
訓
諏
和
訓
５
ｍ
”
”
電
吃

０
０
０
２
２
０
１
０
０
０
０
０
１
０
１
０
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０

海産アユ付表－７神通川における標議魚追跡結果

右腫

右腹、両厘

－１４１－

､河口からの距睡

●G●缶●守●●●■●●●■●●■●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●◆●●●●●●●●●●●G●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●Ｇ●●C●｡●■■｡Q●●●●●。●●｡●●●Ｃ●●●●●●｡●●●申●●●●●●●●ｅ●●③●●●●●●心

計 １，０３５１２
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１
１

１

１
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１９４．４～９４．４９４．４

１９４６．５～１７１．２９７．８

１６２．７～６２．７６２．７

１３１８．２～３１８．２３１８．２

１１６．３～１６．３１６．３

６５６．０～１３９．９９２．０

１１２４．７～124.7124.7

１２４．６～２４．６２４．６

１２６４．７～１４３．８９１．８

１１３１．３～１３１．３１３１．３

１５８８．２～588.2588.2

８５８．１～１９４．０１１２．４

５６０．８～１０３．９９２．３

０－～－

０－～一

２４７．５～８０．１６３．８

２９１．０～９５．７９３．４

３３０．９～112.9６３．７

４４１．８～145.9７９．４

２３２．６～３７．０３４．８

７８３９．８～263.8108.0

２１１１．７～170.0140.9

０－～一

１３７０．６～370.6370.6

１２３．３～２３．３２３．３

２４４２．２～１８２．８９１．６

２６４．３～104.7８４．５

０－～－

０－～－

１３５．０～３５．０35.0

22４１．０～３４４．３１５９．６

１３８．９～３８．９３８．９

０－～－

１６７５．８～221.9127.9

１１７０．９～170.9170.9

１６．４～６．４６．４

１１８．１～１８．１１８．１

３５６．７～６８．７６２．７

２４１８．４～591.8505.1

３５４．６～200.8106.8

１１７９．６～１７９．６１７９．６

４２１．３～６２．９３９．９

１２３２．８～167.0７６．１

４５９．４～１９１．０１１６．８

２７．７～３９．２２３．５

１１４３．７～143.7143.7

３３．７～３７．８２２．３

０－～一

11040.9～1040.91040.9

２１５８．３～239.5198.9

１２６３．１～263.1263.1

１１１１．６～１１１．６１１１．６

５２０．８～５６．５３２．２

０－～一

０－～一

２９１．７～100.796.2
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１２０４．５～204.5204.5
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１２．４～１２．６

１０．６～１６．１
－～一

１１．５～２１．６

１０．３～１４．４

１１．５～１３．６

１１．０～１８．１

２７．０～２７．０

５．１～７．８

４．５～７．２

４．５～８．５

４．４～７．０

９．３～１５．０

１３．７～１３．７

１３．４±0.6

22.7０．０

１３．８±２．９

１７．６±０．０

１０．４±０．０

１２．１±0.6

20.8±2.1

24.5±１．０

１６．４±0.0

25.7±０．０

１５．８±１．３

３０．０±0.0

16.0±０．０

－±－

９．２±１．１

４．８±０．４

６．７±０．０

１５．３±0.7

14.5±０．０

１０．９±０．１

９．７±０．５

１１．２±０．８

１２．１±3.0

10.1±０．７

１６．２±１．３

１８．２±０．０

１０．１±0.3

16.4±０．０

９．８土０．０

１１．０±１．４

１７．２±3.2

29.0±０．０

９．７±０．４

９．５±0.5

18.0±0.0

12.4±0.5

12.0±２．１

１０．７±２．５

９．３±０．４

４．６±０．１

３．８±０．２

１１．５±０．０

１５．４±１．７

１２．４±０．０

５．４±０．７

５．８±0.0

43.6±0.0

19.0±０．０

１７．４±５．０

１３．６±０．０

８．０±３．１

１０．９±０．７

１２．５±0.6

27.9±０．０

１１．６±0.0

26.5±０．０

８．６±3.3

10.8±０．７

１２．５±０．１

１２．９±２．３

－±一

１３．９±２．７

１２．４±２．１

１２．７±０．７

１２．８±０．９

２７．０±０．０

６．５±０．８

５．７±０．７

５．６±０．８

５．８±０．５

１２．７±２．４

１３．７±０．０

３
１
２
１
１
６
２
４
１
１
４
１
１
３
７
３
１
２
１
２
７
３
５
６
１
１
１
１
１
４
５
２
９
４
１
８
０
４
３
２
２
１
７
１
２
１
１
１
２
１
９
８
３
１
２
１
５
１
３
３
１
０
２
７
２
１
８
１
１
２
３
１

１

１

２

２
１

９
４
１
２
１
３
６

１

２４．５～４１．２３１．９±６．９

１０９．９～１０９．９１０９．９±０．０

８．７～３５．６２２．２±１３．５

38.0～３８．０３８．０±０．０

８８．６～８８．６８８．６±０．０

１７．７～２９．８２５．３±３．９

５９．２～９７．１７８．２±19.0

188.9～２６７．２２１４．５±３１．２

７３．３～７３．３７３．３±0.0

175.8～１７５．８１７５．８±０．０

２５．１～４４．５３５．１±8.4

258.3～258.3258.3±０．０

３４．４～３４．４３４．４±０．０

１０．０～１９．５１５．２±３．９

４．６～１６．６１１．４±４．２

５７．８～６８．６６２．６±４．５

５８．７～５８．７５８．７±０．０

４０．３～５１．０４５．７士５．４

６５．０～６５．０６５．０±０．０

１０２．４～１０３．２１０２．８±０．４

５．７～９．４６．９±１．１

４．１～７．０５．７±１．２

９．９～５１．６１８．３±１６．６

６．７～１２．３９．１±２．１

１３．３～１３．３１３．３±０．０

４０．０～４０．０４０．０±０．０

６．４～１０．６８．２±１．２

４２．０～４２．０42.0±０．０

１１．８～11.81.1.8±０．０

９．９～２３．１１５．３±５．２

５．５～３５．８２５．８±10.9

149.6～149.8149.7±０．１

５．８～８．８６．８±１．０

７．３～１２．８９．５±２．０

５３．５～５３．５５３．５±０．０

２０．３～３０．８２６．１±３．８

９．３～４５．３１６．２±１０．７

５．６～２４．８１４．１±８．１

５．８～７．７６．９±０．８

３８．２～４０．４３９．３±１．１

１９．５～２７．５２３．５±４．０

９４．７～９４．７９４．７±０．０

２９．７～１２９．８６８．３士２９．５

１２．２～１２．２１２．２±０．０

５３．６～123.8８８．７±３５．１
８９．１～８９．１８９．１±0.0

830.0～830.0830.0±０．０
２９．５～２９．５２９．５±０．０

１４．７～９１．５５３．１±38.4

180.6～180.6180.6±０．０
１．４～３４．９１０．８±１２．０

７．３～１６．１１０．２±２．７

１０．７～１７．９１４．３±2.4

203.0～203.0203.0±０．０

１０．８～１０．９１０．９±0.0
186.8～186.8186.8±０．０
１．６～６０．８１２．２±１３．７

６．８～１８．０１０．３±２．２

１３．５～１５．１１４．３±０．７
１９．６～６６．１37.0±２０．７
２．８～２．８２．８±０．０

１２．２～７４．４２３．３±１７．４
８．９～２６．３１７．６±８．７

２３．２～３８．０３１．６±５．３
１０．３～４５．２１５．７±４．１

160.4～160.4160.4±0.0

９６．４～265.6157.5±５８．７
４６．９～124.6８３．２±２４．７

４４．２～223.4９２．８±４０．３

４３．１～160.0８９．９±２６．３
１２．８～４８．０３２．４±１４．６

４４．１～４４．１４４．１±０．０

８月29日

10月25日
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１月22日

２月26日

２
２
１
０
０
１
４
４
４
０
０
７
３
１
０
７
８
４
１
１
４
７
１
５
９
３
５
１
１
３
１
３
１
６
８
３
１
１
８
１
３
２
５
３
３
１
０
６
１
１
８
３
３
０
６
２
２
５
４
３
３
２
４
１
３
８
０
４
２
０
１
３
９

３
３

２
２
２
２
１
１
４
１
２
３

０
４
０

１３．３～３９．３２６．３±

４８．２～６９．０５８．６±

１０１．７～１０１．７１０１．７±
一～一 一±

１０．９～２０．６１５．２±

559.2～559.2559.2±

１．６～４．０２．８±

８．７～１９．６１３．０±

１２．７～１６．７１４．２±
一～一 一±
一～一 一±

１８．１～４６．０２９．３±

１１．４～４６．７１９．４±

1090.0～1090.01090.0±
一～一 一±

１１．８～２６．７１５．６±

４４．１～150.4８９．８±

５１．５～149.5９８．３±

４２．５～４２．５４２．５±

９．８～９．８９．８±

６４．６～136.2９８．７±

105.4～150.4126.4±

760.0～760.0760.0±

２４．５～９１．８４１．１±

３３．１～293.7148.1士

８８．０～150.3117.0±

５４．５～1430.0622.8±

１０．５～１８．７１４．０±

182.2～182.2182.2±

493.1～545.0514.6士

１３．１～１３．１１３．１±

２．７～３．４３．１±

1020.0～1020.01020.0±

１２．６～４３．９２３．５±

１２．４～５１．８２７．５±

129.8～219.0173.2±

７９．６～７９．６７９．６±

２４．８～２４．８２４．８±

１２．２～３９．１１７．７±

６６．４～６６．４６６．４±

６６．１～106.1９１．８±

150.7～３１４．９２３２．８±

５８．３～７７．８６８．１±

５７．１～２９１．１１３５．９士

４９．１～１０１．０６８．５±

８２．３～８２．３８２．３±

３８．１～308.9153.4±

８７．５～１４１．３１２０．９±

1390.0～1390.01390.0±

２．９～２．９２．９士

１１．７～４０．５１８．６±

137.6～339.8205.6±

１１．７～２４．４１８．０±

４３．７～226.7127.9±

３６．６～335.4148.4±

９８．０～146.6122.3±

１５．４～１８．６１７．０±

４３．３～175.1129.4±

４２．９～156.7９３．０±

２７．４～７０．７５３．６±

７０．５～８１．４７４．２士

４２．６～２７７．３１１９．５±

５０．３～１０９．０７６．９±

１５９．０～１５９．０１５９．０±

８．５～１６．３１２．４±

２６．６～204.2120.8±
一～一 一±

266.6～５９８．４４１６．０±

188.8～１９４．１１９１．５±
一～一 一±

７．３～７．３７．３±

１３．１～２２．０１８．１±

７９．５～２７８．０１９１．０±
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Ｍ
柘
一
胴
５
５
４
０
５
６
６
３
６
５
６
２
６
９
１
６
７
４
５
６
５
一
個
５
５
６
５
５
５
５
６
６
０
６
４
６
３
６
６
６
３
５
５
４
５
５
５
１
２
５
５
調
鯛
－
４
４
６

１

１
４
１
１
１
４
１
３
１
３
１
４
１
１
５
１
１
１
２
１
１

８
６
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７
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３
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７
０
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５
７
０
８
６
５
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５
６
０
２
９
５
７
７
０
９
０
４
０
９
６
３
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７
６
４
７
２
６
７
０
９
４
０
０
０
２
０
１
０
３
４
９
８
５
２
８
５
０
６
０
０
１
３
０
２
７

２
０
０
－
０
ｕ
Ｏ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
１
０
－
ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
２
０
０
２
０
０
１
０
０
０
２
２
０
０
－
１
０
０
０
０
１
０
ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
２
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｕ
ｌ
Ｏ
ａ
ｕ
－
ｕ
ｌ
Ｏ

１

２１２．７～１８．３

３４．７～６．２

１６．１～６．１

０－～一

３２１１．３～１４．４

１４１．５～４１．５

３７５．６～７．０

４１０．６～１３．４

４１２．３～１４．１

１０．０～４．７

１０．０～６．１

７１０．５～１４．５

２３１２．１～１９．２

１４６．８～４６．８

０－～一

２８１１．９～１５．３

１３０．０～６．６

３００．０～６．９

１０．０～４．７

１１０．４～１０．４

６０．０～６．４

１２０．０～６．８

１４６．３～４６．３

５１１．８～１７．８

３６４．１～７．９

３５．２～６．３

５１３．８～５１．３

１１１．１．５～１４．０

１６．８～６．８

３３６．７～41..2
１１１．５～１１．５

３６．２～７．０

１４７．０～47.0

６１２．５～１９．５

８１２．３～１９．２

５６．２～６．８

１５．６～５．６

０－～－

１８１２．１～１８．５

２４．９～６．１

３５．１～６．０

５５．８～７．９

５５．０～５．５

３４．２～７．７

４４．２～６．１

１５．３～５．３

５０４．３～８．１

７５．６～６．６
１５０．５～５０．５
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河川内室用皐介類生態調査璽究盆表ー2 主成14隼度謹通川下流峨水質問責筆墨
調査日 項目 Stn.1 Stn.2 Stn.3 Stn.4 Stn.5 Stn.6 Stn.7 

表層 麗層- 表層 蔑層 表層 震肩 衰窟 薦肩 蓋扇 底麗 表扇 底層 表層 震層
4月23日水深(m) 0.0 5.0 0.0 4.2 0.0 4.3 0.0 2.5 0.0 2.5 0.0 2.0 0.0 3.0 

濁塩水度分虫p{(悶H{pg℃s/u} l} ) 

7.2 6.2 7.1 7.0 7.2 7.0 7.2 7.0 7.2 7.1 7.2 7.0 7.3 7.1 
3.6 5.0 5.0 5.0 4.9 4.2 4.3 5.0 4.8 5.0 4. 7 4.1 5.0 6.0 
0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.03 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.03 0.04 
12.9 13.0 13. 1 13.3 13.2 13.3 13.5 

5月21日水深{m} 0.0 5.2 0.0 4.2 0.0 4.5 0.0 3.0 0.0 2.6 0.0 2.2 0.0 2.8 

調塩水度分温p(atH {pg℃sJu} l】} 

6. 7 7.9 7.0 7.8 7.0 7.5 7.2 7.4 7.1 7.3 7.2 7.3 7.3 7.4 
1.4 2.2 1.7 1.7 1.5 1.4 1.3 1.0 1.4 1.7 1.3 1.4 1.3 1.5 
0.05 31. 83 0.04 0.40 0.04 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 
12.7 12.7 12.9 13.0 13.2 13.3 13.4 

6月20日水深(m) 0.0 4.9 0.0 4.2 0.0 4.4 0.0 2.8 0.0 2.5 0.0 2.6 0.0 2.8 

7 J:J251日濁ー塩水永度分温Lp偏伽{Hp℃gsJ3 1 u1) ) 

7.0 1.9 7.1 7.8 1.3 1.9 1.3 7.5 1.2 1.2 1.3 1.7 7.5 7.7 
2.2 1.5 2.2 3.6 2. 1 3.3 3.0 3.5 1.9 7.0 2.4 2. 7 2.0 2.2 
1. 59 32.79 0.89 7.52 0.23 31. 88 O. 14 9.01 O. 14 8.97 0.06 O. 18 0.06 0.06 
19.8 18.8 18.2 18.3 18.0 18. 1 18.1 
0.0 5.0 0.0 4.2 0.0 4.4 0.0 2.5 0.0 2.8 0.0 2.4 0.0 3.3 

濁犠水度分温p伽{H{Pz℃sJu} l} } 

7.0 8.0 7.2 8.0 7.4 8.2 7.5 8.0 7.5 7.9 7.5 1.8 7.6 7.8 
12.0 42.0 13.0 8.0 12.0 13.0 11.0 12.0 12.0 12.0 11. 0 12.0 12.0 11. 0 
0.11 30.56 0.06 15.09 0.04 0.23 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 
20. 1 20.1 19.8 20.3 20.2 20.4 20. 7 

8月27日水深(m) 0.0 2.8 0.0 2.3 0.0 2.5 0.0 2. 1 0.0 4.2 0.0 4.0 0.0 4.9 

1萌 24百濁塩及鹿分温pZ{E(mH {pωg℃sfu} l】一】

7. 1 7.3 7.3 7.8 7.4 7.7 7.3 8.1 7.3 1.8 7.3 1.7 7.5 1.1 
2.9 4.0 2.6 4.6 2.8 6.0 3.4 4. 7 2.2 2.7 2.6 2.4 2.2 2.5 
O. 11 32.37 O. 10 31. 99 0.06 30.21 0.06 0.35 0.06 0.01 0.06 7 0.06 0.06 0.06 
20.6 20.2 20.0 21. 1 20. 7 20. 20.9 
0.0 4.9 0.0 4.0 0.0 4.2 0.0 2.0 0.0 2.6 0.0 2.0 0.0 2. 1 

濁塩度分pb{H pgsJu1} } 

6.8 8.0 6.8 1.9 6.9 8. 1 7.0 7.7 1.0 1.6 7.0 7.5 6.9 7.5 
2. 1 8.0 1.9 2.6 . 2.0 2. 1 2.0 3.9 1.8 2.5 1.6 1.9 1.5 1.5 
0.07 32.64 0.07 4.91 0.06 0.17 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 

水温("C) 14.0 14.0 13.9 14.4 13.9 14.0 14.2 
11月20日水深(m} 0.0 5.0 0.0 4.3 0.0 4.2 0.0 2.4 0.0 2.5 0.0 2.0 0.0 2.3 

pH 6. 7 7.8 6.8 8.1 6.9 8.1 7.0 7.9 7.1 7.7 7.0 7.6 7. 1 7.6 
濁度(周g/I) 1.1 2.2 O. 7 0.8 0.9 2.4 O. 7 O. 7 0.9 0.9 0.8 0.9 1.4 1.1 
糧分(psu) 2.94 32.61 O. 70 1. 52 0.53 0.06 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 
水温("C) 8. 1 8.0 8.1 8.4 8.0 8.1 8.2 

12月25日水深(m) 0.0 4.9 0.0 4.5 0.0 4.0 0.0 2. 1 0.0 2.5 0.0 2.0 0.0 2.6 
pH 6.9 7.8 6.9 8.2 7.0 8.2 7.0 7.9 7.1 7.6 7.1 7.6 7.1 7.6 
濁度(lIg/1) 2.2 1.1 2. 1 1.1 1.3 1.1 1.2 1.2 1.4 1.0 1.4 1.1 1.4 1.1 
塩分(PSU) 0.34 31. 58 0.09 0.64 0.06 0.06 0.05 0.05 0.05 0.05 0.06 0.05 0.05 0.05 
水温("C) 6.1 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6. 1 

1 JJ 21日水深{m) 0.0 4. 7 0.0 3. 7 0.0 3.9 0.0 2.0 0.0 2.5 0.0 2.2 0.0 2.5 

濁度p(mH g/l) 
6.8 7.8 6.9 7.7 7.0 7.6 7.0 7.6 7.0 7.5 7.0 7.5 7.2 7.5 
33.0 12.0 270.0 70.0 260.0 210.0 280.0 160.0 250.0 60.0 390.0 140.0 170.0 90.0 

塩分(PSU) 0.09 31.11 0.07 0.39 0.06 0.07 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 
水温("C) 4. 7 4.2 4.3 4.0 4.5 4. 7 4. 7 

2月25日水深(悶) 0.0 5.2 0.0 4.0 0.0 4.2 0.0 2.1 0.0 2. 7 0.0 2.0 0.0 2. 7 

濁度p(mH g/l) 
7.8 8.1 7.6 8.1 7.5 8.2 7.5 8.1 7.4 7.9 7.4 7.7 7.5 7.7 
1.3 1.8 1.4 2.6 1.4 3.3 1.6 1.9 1.8 1.4 1.6 4.0 1.7 1.4 

塩水分温((p℃su)) 0.07 31. 37 0.07 27.25 0.06 0.33 0.05 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 
5.4 5.1 5.2 5.9 5.2 5.2 5.3 

3月24日水深{m) 0.0 5.1 0.0 4.1 0.0 4.0 0.0 2.4 0.0 2.4 0.0 1.7 0.0 2.6 
pH 7.7 8. 1 7.6 8.3 7.6 8.3 7.6 8.0 7.6 8.0 7.6 8.0 7.6 8.0 

濁塩水度分温h((p℃gsfu)l) ) 
1.2 3.4 1.8 4.0 1.0 1.3 1.2 1.6 1.0 1.1 1.0 1.1 0.9 0.9 
0.08 31.81 0.07 8. 38 0.06 0.13 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 
7.7 7.2 7.0 8.1 7.2 7.2 7.7 
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3.0０．３

河川内有用魚介類生態調査研究付表－３平成14年度の調査・漁獲で混獲されたカジカ・アユカケ
（カジカ） （アユカケ）

５月２日神通川（5.5）投網
５月２日神通川（5.5）投網
５月21日神通川（5.5）投網
５月21日神通川（5.5）投網
６月27日庄川（15）ﾃﾝｶﾗ網
８月９日庄川（19）ﾃﾝｶﾗ網
８月９日庄川（19）ﾃﾝｶﾗ網

太詳漁具言

147

上ｌ神鑑 ５月２日 5.5

庄川
庄川
庄川
庄川
神通川
神通川
神通川
神通川
神通川

(6.0）
(6.0）
(6.0）
(6.0）
(0.5）
(0.5）
(0.5）
(0.5）
(0.5）

７月１７日

７月１７日

９月１２日

９月１２日

12月25日

２月26日

３月25日

３月25日

３月25日

２．１

２．２

３．３

２．９

１１．１

１１．６

１０．２

０．１

０．１

０．５

０．２

１５．９

１７．４

１２．９

網
網
網
網
網
網
網
網
網

投
投
投
投
刺
刺
刺
刺
刺

５．５

５．７

７．０

7.8

11.9

21.3

25.0

24.0

13.7

２．０

2.0

４．７

６．１

24.8

159.0

222.6

228.0

３４．７



Ｊ
７
９
３
５
３
２
６
６
７
ｚ
７
３
２
９
３
ｐ
Ｏ
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４
６
９
ｏ
３
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４
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３
９
２
４
３
４
９
１
７
７
６
０
２
７
６
２
３
５
ａ

謁
幅
翠
脂
狸
鋤
旧
調
掴
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調
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旧
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塞
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記
蚕
而
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詣
帽
”
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帽
酔
翠
旧
型
訓
電
訓
狛
電
杷
ｍ
９

外来魚対策付表－１桂湖で採集された水産重要種
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調査日尾叉長（c、）体重（９）魚種調査日尾叉長（c､）体重（９）魚種

０
０
０
７
０
５
０
７
７
３
５
７
２
０
０
８
５
４
５
６
０
５
０
１
０
３
０
０
５
８
８
０
３
０
３
５
８
７
０
５
８
３

●
●
●
●
■
ｐ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●

４
７
８
５
６
３
４
１
３
８
９
８
５
０
１
０
６
８
２
１
１
２
０
７
２
５
６
８
８
５
８
４
４
０
５
２
２
２
９
９
３
２

３
２
２
２
３
３
２
３
２
２
２
２
２
３
３
３
２
２
３
３
３
３
３
２
４
３
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
４
２
２
２
２

ナ
ナ
ナ
ナ
》
ナ
ナ
ナ
》
ナ
ナ

一
一
一
一
評
一
一
》
》
》
》
》
葬
葬
葬
一
葬
一
葬
葬
葬
一
》
》
》
一
一
葬
葬
》
》

一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

●●●

● ●

●●

》

川
伽
脚
加
川
却
加
唾
畑
加
麺
》
却
細
捌
捌
捌
迦
伽
加
訓
即
価
麺
唖
一
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
却
却

２
２
１
１
１
”
１
１
１
１
１
１
１
１
“

●● ●●● ●Ｑ● ●

●● ●● ●● ●●■

０●

配

Ｄ
ｏ
Ｄ
Ｄ
Ｓ
Ｄ
５
２
Ｄ
５
５
》
ｐ
５
０
Ｄ
５
ｏ
Ｄ
ｏ
ｏ
５
４
Ｂ
ｏ
》
９
０
３
５
６

８
６
４
６
０
０
０
３
７
４
２
》
６
５
３
４
２
９
５
２
３
３
１
８
８
唖
５
３
３
３
７

５
５
５
５
５
４
４
２
２
２
３
唖
４
５
５
５
５
３
５
５
５
５
２
２
２
和
５
５
５
３
２

● ●●●■ ●● ●Ｏ●

●● ●●●●● ● ●●

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
》
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
種
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
皿
１
１
列
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
》
１
１
１
Ｊ
１

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
》
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
皿
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
皿
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
刈
亜
１
列
Ｊ
１
則

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
皿
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
》
４
４
４
４
４

●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
函
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
函
１
１
１
１
１

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
唖
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
和
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

■

●●

外来魚対策付表－２熊野川ダム湖で採集された水産重要種
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Ｈ14.10.29２６．５１４１．２ニッコウイワナ
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外来魚対策付表一３庄川右岸大門大橋付近のワンドで刺網および投網で採捕されたオオクチパスの大きさ、雌雄

および主な胃内容物（平成１４年度）

調査日全長(c､）体重(9)肥満度胃内容重量(9)胃内容指数主な胃内容物雌雄性殖線重量成熟度

１Ｈ14.05.04２０．２１１４．３１３．９２．７１２．３７ﾄｳﾖｼﾉﾎﾟﾘケ０．１９０．１７

２Ｈ14.05.04２１．２１６２．４１７．０５．４４３．３５サ・リカーず０．６４０．３９

３Ｈ14.05.0424.2２４０．８１７．０６．２５２．６０魚(ｶｼﾞｶ）ダ０．６５０．２７

４Ｈ1４．０５．０４１４．６４７．３１５．２２．２６４．７８エビ大1､小１早０．１３０.Z７

５Ｈ14.05.04２０．０１０９．６１３．７０．２２０．２０消化物早１．６０１．４６

６Ｈ14.05.04２２．７１７８．７１５．３０．１８０．１０消化物竿１８．４６１０．３３
●●●●。●●●●●b●b●●ｅ■●■｡●●●ＢＧ■●■●●●③●●●●の●●◆●●●●●●●●●●●●●●●●●◆●･－・････・・・････････････････････◆･･･◆・・◆････・・・◆･････････････・・・｡・・・・・G･･･印・・・･････・・・･函･◆・・◆･･････●･･････｡。・・・ｃ･･◆ｃ･・・・･◆・一・・・・◆･◆・･･･e・・・・・・●･◆･･････・・・･・・・｡●・・・・･･･.．・毎.毎･･｡~

７ Ｈ14.06.19９．６１１．６１３．１消化物ぴ

８Ｈ1４．０６．１９１０．２１４．５１３．７０．６９４．７６消化物。､

９Ｈ14.06.19１０．３１４．２１３．００６３２２．２５消化物（魚）ず

１０Ｈ14.06.1911.1１８．９１３．８消化物ｃＦ

１１Ｈ14.06.1911.6１９．１１２．２０．６２３．２５消化物（魚）３

１２Ｈ14.06.1912.3２６．０１４．０１．３８５．３１消化物ケ

１３Ｈ14.06.19１９．０１０１．３１４．８０．２３０．２３空胃ケ０．０１０．０１

１４Ｈ14.06.19１０．３１３．２１２．１空胃９

１５Ｈ1４．０６．１９１０．６１５．２１２．８消化物早

１６Ｈ14.06.19１１．２１８．１１２．９消化物早

１７Ｈ14.06.19１２．０２３．４１３．５一消化物早

１８Ｈ14.06.19１２．５２４．７１２．６０．５９２．３９魚早

１９Ｈ14.06.1926.4２７５．１１５．００．６２０．２３消化物早６．１８２．２５

２０Ｈ14.06.19１０．５１５．２１３．１

２１Ｈ14.06.19１１．８２２．０１３．４消化物
。●●●●●●白●●●●､●q●●●■●●●●●●●●｡●●●●ゆ●●●●●●●･ゆ■p●･●●●毎●巴､●●●●●●c●●●ｅ●●●●●●●●ｃ●●g●●､｡●●p●●■■●串●●○・●●･●●｡●●●●●●｡●｡●●●｡●●●●｡●●●＆●●■●●●●●●●■●■●●●●●ｇ●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●①●●●①●●●●●●●●ＣＣＤ■●●●●■●・■●・●・●■●●●口●●●●●●■ｐｃｇ●●●●●■~●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●~●●

２２Ｈ14.06.22２１．５１４０．３１４．１０．０６０．０４空胃３０．７９０．５６

２３１Ｆ114.06.22２１．６１５５．６１５．４０．６３０．４０消化物３０．１８０．１２

２４Ｈ14.06.22２４．５233.2１５．９６．４４２．７６ザリガニ¥１．４１０．６０

２５Ｈ1４．０６．２２１７．１６９．４１３．９０．６３０．９１消化物早０．３１０．４５

２６Ｈ14.06.22１０．５１４．６１２．６－

２７Ｈ14.06.22１２．６２７．６１３．８－

２８Ｈ14.06.22９．９１１．４１１．７

２９Ｈ14.06.22１０．２１４．２１３．４

３０Ｈ14.06.22１３．２２８．４１２．３

３１Ｈ14.06.22１０．１１５．１１４．７

３２Ｈ14.06.22１０．６１５．０１２．６

３３Ｈ14.06.22１１．５１９．９１３．１

３４Ｈ14.06.22９．９１３．２１３．６

３５Ｈ14.06.22１１．３１８．６１２．９

３６Ｈ14.06.22１０．５１３．８１１．９

３７Ｈ14.06.28１４．８４２．４１３．１０．２３０．５４空胃ｃ７０

３８Ｈ14.06.28１２．３２３．６１２．７空胃ず

－１４９－
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３９Ｈ14.06.28１１．９１９．１１１．３空胃ｃＦ

４０Ｈ14.06.28１３．３２９．０１２．３０．２０．６９空胃早０．１２０．４１
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４２Ｈ14.06.28２２．５１６５．８１４．６空胃早２．１０１．２７
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111 錠衛指導

1.技制隣簿相談

内
骨-ー

漁業資源課 栽倍・深層水課 内水面課
漁業資源の生態等情報の提供依頼 53 1 6 24 
魚病等相談依頼 一 一 2 

調査協力依頼 はやっき剰鯛査依額
2 

28 

2.研修生等の受入

(1 )粋判嫡糊l朋究員

受入機関

科轍鮒撰義組

名
一
航

一
村

氏
一
松

研究課題 | 受入期間
深層水を利用した有用海藻の細胞培養|平成13年1月から
による育成研究 |平成15年12月まで

(2)一般研修生

受入機関

東京大学農特s
生物環境科学課程

y姻環境斜学専修3年生

(3)海洋高校生「栽培漁業実習J

佐藤航平

研修内容

漁業資原.]JQ鵠養殖全般に

わたる研修

受入期間

平成14年7月29日
...... 8月9日(10目的

氏名

受入時期 実 習 内 容 指導研究員 実習生と人員

平成14年5月 8日 水産試験湯業務の概要説朗 林栽培・深層水課長
5月15日 トヤマエピの種苗生産 渡辺(孝)主任研究員 海洋高校
6月 5日 トヤマエヒ種苗総涜 野沢主任研究員 海洋技術スポーツ科
6月26日 ノ、タハタの魚体測定等 場田富l庄幹研究員 生産バイオコース
9月 4日 アユ鱗の計測 因子主任研究員 2年生15名
9月11日 マダラの魚依則定等 縮図面庄幹研究員
9月18日 パイ類の魚体測定等 渡辺(孝)主任研究員
9月25日 スルメイカの魚体測定 若林富l庄幹研究員

(4)中堅教員水産体験研修会

受入時期 研 修 内 曾-・ 指導研究員 受講教員数

開講式、施設概要都月、 角内水面課長 1 3年次教員 5名

平成14年8月6日
講義『富山県のサケについてJ
実習『サケの読鱗一年齢査定J
反省会

(5) r社会に学ぶ14歳の封蛾l事業
受入時期 活 動 内 容 指導研究員 学校と受入生徒数

平成14年 9月30日 水産試勝暑の概要と施設見学 高都欠長 滑川市立

べニズワイ飼育水摺の清掃 前田研究員 早月川中学校

スルメイカの魚体測定と解剖 若林雇IJ主幹研究員 2年生 4名
1 0月 1日 パソコンによるホタルイカ為冗解析 内山主任研究員
1 0年 2日 試験飼育魚の世話等 堀田IIJ主幹研究員
1 0月 3日 サクラマスの選別、分槽及および魚 小谷口語IJ主幹研究員

体測定
1 0月 4日 立山丸倒納作業 島倉主任
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就業体験内容

・海水中の栄賛塩分析

受入先

富山商船高等専門学校

商船特ヰ4年生1名

N 研究成果の発表・録稿論文簿

1.研究発表会

年月日

平成15年
2月21日

場所| 発表課題 |発表者

I 1 .富は腐とその周辺海域におけるパイ類の漁獲 |研究員 前田経雄
実態とその生物判端数

富山市 12.スルメイカ漁期盤課について |睦柵損
若林信一

富山県民会館 13.喜附1る富山県の魚を目指して |働富山駒k魁准
一部直調査から見えてきた川下の患織ー |技術員 飯田直樹

4.富山湾で育ったアコ稚魚の河川への遡上 |主任研究員

ーアユは何を引き金にして'JIIへ上るかー | 因子泰彦
5.富山湾漁場環境総合調査について |研究員

一水質・底質調査結呆ー | 小善圭一

6.富山湾漁場環境総合調査について |水産漁港課

一藻傷調査結果ー |主任 護国対ト

2.学会・講演会発表

(学会等)

学会名 年月日 会湯 発表課題 発表者

Algae 筑旧2 1 4年 つくば Growth of pruned Kelp Laminaria 松村航
7月19-24日 japom句 andsonus form出.onofthe

cut-off blade tips in deep-sea water 
pumpedfrom め~amabay.

水産海洋学会 1 5年1月18日 氷貝水産 富山県の漁業の現状と課題 内山勇
地域研究集会 センター

水産毎洋学会 1 5年3月31日 東草VJQ窒 富山県における海洋環境モニタリング 内山勇
シンポジウム 大学 の現状、成果と今後の取り組み

第27回 1 5年 海洋深層水で培養した関定コンブの 松村航

日本藻類学会 3月27-29日 三重県 生長について
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信託演会)

i?i頼先 | 年月日
朝日町 I 14年 5月31日

第39回日本海定置 I 14年 6月11日
漁業振興大会

富山県定島漁業協会 I 14年 8月 8日

化学工学会関西支部 I 14年 8月29日

山梨県水産技術センタ I14年 8月29日

海洋深層水利用研究会 I14年 9月26日

県魚津土木センター I 14年10月25日

宮城県内水面漁連 I 14年11月 1日

県森林政策課 I 14年11月 8日

馬毎洋高校 I 14年12月10日

場所| 演 題 |講演者

あけぼの |深層水とっくり育てる漁業 |林清志

旅館
福井県三国|日本湖開閉封1るプリの年齢別回遊生態に除野慎吾

町社会福祉|ついて

センター

富山鯨|ブリ髄の概と舗の漁鱗について|概吾

会館

富山蹴 |富山線属材明研究のはじまりとその水産|林清志

ホテル |利用

山梨鳥漁連|水辺の脳波伽鴇嘆に及ぼ持簿 |因子泰彦

水産会館

ホテJゆと|日棉固有水側用の献と問猷 |林清志

きんぷら
みのわ |魚の{まないアユについてー |榊誠一

2言語生|剛防防向翻殖口町 |田粥

年金会館 I (ー特に河川の生息環償改善の観点からー)
林業普及 |森(山)と海をつなぐ(いでいがサクラマ|因子察彦

センター |ス
海洋高校 |内水面漁業の魅力について |因子泰彦

福島県内水面試験場

富山県民生涯学習

カレッジ

14年12月12日 |福島県ハイ|河川におけるアユ資源の紛寺・培大策

テクプラザI(ー特にカワウ対策の観点Jからー)
田子泰彦

林清志

井野慎吾

井野慎吾

村木誠一

回子泰彦

因子泰彦

長崎県対馬支庁

氷先漁業協同組合

富山県内水面漁連

富山漁業協賊E合

(財)日本釣振興会

富山県支部

15年 2月 5日 |高岡文化 |人々 の暮らしと水
ホール |ー富U跨深層水の羽鶴IJ舟ー

15年 2月 6日 |長崎県対馬|対馬に来遊するブリ成魚について

厳原市

15年 2月 8日 |氷見水産 |ブリ資源の現状について

センター
15年 3月11日 |富山県民 |富山県におけるアユ冷水病調査について

錦官
15年 3月16日 |富雌脱 |アユは何を引き金にして川へ上るのか

ホテル
15年 3月29日 |ハートピア|アユ釣り併包える現状と問題点

つるぎ

3.海外科学技備会議研究発表

該当なし
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4．投稿論文

著者名

岡本勇次･林清志

林清志

田子泰彦

藤田大介ほか

田子泰彦

田子泰彦

田子泰彦・松本吉則

田子泰彦

田子泰彦

松村航･藤田大介

5．特許

発明の名称

論文名・報告書名等

２月および３月の標識放流結果からみた富山湾におけるスルメイカの移動，富山県水産試験

場研目曹彊告14,1-10.2003
富山湾におけるアオリイカの漁猿実態，富山県水産試験場研踊授告14,11-282003

1992～1996年に庄川へ標識放流した湖産アユの遡上範囲､生残､成長およ〔嫡捕率富山県

水産識鯛研目瀞紐告14,2942.2003
氷見市虻が島周辺のガラモ場の鉛直分布，生産構造および葉上動物相，富山県水産試験場

研究報告14,43-60.2003
ｱﾕ綱魚で混獲されたサクラマス幼魚の飼育池での生残率(短報）,富山県水産試験場研究報

告14,61-64.2003

神通川で漁獲されたサクラマスの最近の魚体の小型化（資料），日本水産増殖学会
誌50(3),387.391.2002
コンクリートの飼育池で水深別に育成したアユの成長（短報）

麓50(3),377-378.2002

日本水産増殖学会

富山湾の湾奥部で成育したｱﾕ稚魚の河川への回遊遡上日本豆k産学会龍68(4),554雲563.2002

サクラマス生息域である神通川へのｻﾂｷマスの出現日本水産増殖学会誌50②,137-142.
2002

海洋深層水培養コンブの介在生長に基づく自給型アワビ養殖の提案海洋深層水研究3②,53‐
63,2002

出願番号 出願人 発明者(富山県）

養殖魚の生体防御促進物質
特願平7-209178

借開平9-28229リ
富山県 宮崎統五

深層水を用いた活魚輸送方法

コンブ目の大型海藻の培養方法

とその培養装置及びアワビ、ウニ

又はサザエの養殖方法とその養
殖装置

6．受賞等

(受賞）

該当なし

(学位授与）
該当なし

特願2001-81142 富山県 中村弘二．d磐曽傍･渡辺健

特願2002-302531 富山県
マリノフオーラム２１

松村航･藤田大介

－１５４－



Ｖ広報等啓発
１．出版物

刊行物・事業報告書等の名称

畠水試たより第８１缶；

富山湾の漁場環境（２００１）－水質・底質・藻場一

富山湾漁場環境総合調査報告書
富スく試たより第８２号
平旧随１３年度 畠山県水産試験場年報
富Ｌ｣県水産試験’易酬究報告第１４号

２．新聞掲載・報道
(富山県水産試験場の試験研究業務が掲載された新聞記事の見出し）
見出し

ホタルイカ絶好調
富山いきもの紀行４４
サクラマス

カタクチイワシ

４月の富山湾
水深２００メートルの水温
ホタルイカ漁出足好調
ホタルイカ豊漁

暑い春異常言〔家と』やま中

海水潟_上昇
マダラ漁獲量復活を

漁獲回復へ野生化促進

富山いきもの紀行アユ

深層水育ちのトヤマエビ

深層水で育てたトヤマエビ放流

とやま面白学自然科学編

とやま面白学自然科学編

ベニズワイ守れ制度の網

富山湾のホタルイカ
漁獲予報の精度向上

今冬のブリ少なめ

富山湾ベニズワイ赤信号

シロエビの枯渇防げ
富山湾だけで捕れる｢宝石」
異変サクラマス小型化
漁獲激減の神通川に追い打ち

県水産試験場の深層水飼育
サクラマス増殖に手応え

とやま面白学自然科学編

富山湾を科学する
県水産試験場からの報告①

説明

過去１０年で３番目

春告げる，，川の王者
，，

環境激変絶滅ピンチ

３月漁獲高平年の１０倍
県内

過去３０年で最高９．２２度

暖冬影響、漁期に変化も

３月の県内

既に昨年実績超え

最終漁獲２０００トン見込む

暖冬が成育に好影響

高い水温、漁期を短縮

ホタルイカ漁が早期化

既に昨シーズンの倍

｢栽培漁業」確立へ調査

きょう県水試

標識つけ２２００匹放流

サクラマス稚魚

自然に近い水路で飼育

かれんな「清流の女王」

真夏にたくましく成長

水橋沖に放流

県水産試、水橋沖に

川の王者が幻の魚に

富山湾のオンリーワンシラエビ

｢漁獲量上限」必要か

県水試日本海で初の資源調査

｢倍以上見込める」今年豊漁ピタリ指摘
県水産試験場基礎研究重ね、生体解明

県水試予報２歳魚が全国で低調

県水試調査乱獲のつけ
生息数能登沖の半分
生態や数量を調査

県、来年度にも漁獲目標設定へ

アマゴとの交雑原因？

県水試調査１０年で体重約1ｷﾛ減

採卵量約90万粒に
2年連続成功病気を抑制、エサ厳選

用心深く定置網回避？

継続的に調査実施

プロローグ豊かな漁業資源を守る

－１５５－

発行時期

平成１４年９月

平成１４年１２月

平成１５年１月
平 成１５年３眉

平 成１５年３梶

年月日 新聞名
H1４．４．４ 北日本
H１４．４．１１ 中日

H1４．４．１３ 北日本

Ｈ１４．４．１７ 北日本

Ｈ１４．４．１７ 北日本
Ｈ1４．４．１７ 朝日

Ｈ1４．４．２５ 北日本

Ｈ1４．４．２６ 北日本

Ｈ1４．５．７ 北日本

Ｈ1４．６．６ 中日

Ｈ1４．６．６ 富山

Ｈ１４．６．７ 北日本

Ｈ1４．６．１０ 北日本

Ｈ1４．７．８ 北日本

Ｈ1４．８．２２ 富山

Ｈ1４．８．２４ 朝日

Ｈ1４．９．１１ …….ﾖ白米

Ｈ1４．９．１３ 富山

Ｈ1４．１０．６ 富山

Ｈ14.10.30 富山

Ｈ１４．１１．２ 富山

Ｈ１４．１１．４ 北日本

Ｈ１４．１１．７ 北日本



見出し

一番上りのアユ最大

県水試の田子主任研究員調査
富山湾を科学する
県水産試験場からの報告②
フクラギ少なめ総漁獲量は1474

フクラギ水揚げ低調

富山湾を科学する
県水産試験場からの報告③
深層水でアワビ養殖
えさのコンブも一体培養
一喜ブリー憂

富山湾を科学する
県水産試験場からの報告④
にゅ－す探検

富山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑤
富山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑥
富山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑦
とやま面白学自然科学編

富山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑧
沈んだ漁具での魚類の犠牲
自然に返る繊維で防げ
富山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑨
富山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑩
ヒラマサ豊漁、マイワシ不漁

●

冨山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑪
とやま面白学自然科学編

富山湾を瀧
県水産試鴎

･学する

1場からの報告⑫
冨山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑬
大寒プリ２０尾を記録型標識放流

ブリ漁獲量今季100ﾄﾝ減？

巻網によるブリ漁獲で波紋
日本海
冨山湾西岸海中の草原

冨山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑭
冨山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑮
藻場拡大など報告

ブリ漁獲量、平年の１０％

説明

河口で待機、徐々に小型化

生残率向上へ新放流計画
湾自体が天然資源

海洋の構造層を成す３種類の海水

10月の富山湾漁況

県内10月は平年の半分

年間２万ﾄﾝの漁獲量

定置網漁１５０近くの漁場ひしめく

県水試特許出願

｢大当たり」大漁続きに沸く

新湊今季最高2544本
魚の鮮度は格別

八鰻張網徹夜で行う過酷な漁

安定した豊漁へ調査・研究

１０ヶ月続く抱卵

ﾄヤマエビ（上）水温管理し種苗生産

脱皮時の共食いで数激減

ﾄヤマエビ（下）制限される放流時期

深層水で親魚養成

ハタハタ秋田も富山も漁極量激減

日本海の大回遊を実証

技量を要する漁

シラエビ富山だけの，，お宝,，資源
県水産試験場

実用化へ実証試験カニかごや網に応用を
落ち込む漁彊量

マダラ安定した種苗生産課題
年間10万個放流

アワビ「高価な貝」漁獲アップを
昨年の富山湾漁況

事例の蓄積必要

クロマグロ季節回遊の経路を追え
冬の富山湾がゆりかご

アユは海で育つ

春と秋に姿現す

アオリイカ湾内を南北に行き来

漁業者に情報提供

スルメイカ資源大きい「秋生まれ群」

対馬・美津島町高浜漁業青年部

巻き網漁業の影響か

井野研究委員（県水産試験場）が指摘

資源・魚価へ影響懸念

定置業者操業規制など要望
氷見一高岡間で初420錦確認

県水産漁港課・蕊田主任水質浄化にも一役

母川回帰率は0.3％

サケ１万ｷﾛ以上の長い旅

必要な資源管理

ホタルイカ(上)90年前に漁が確立

県民会館県水産試が研究発表

－１５６－

年月日

Ｈ1４．１１．１４

Ｈ1４．１１．１４

Ｈ1４．１１．１７

Ｈ1４．１１．１９

Ｈ1４．１１．２１

Ｈ1４．１１．２２

Ｈ1４．１１．２６

Ｈ1４．１１．２８

Ｈ1４．１１．３０

Ｈ1４．１２．５

H1４．１２．１２

Ｈ1４．１２．１９

Ｈ1４．１２．２３

Ｈ1４．１２．２６

Ｈ1４．１２．２９

Ｈ１５．１．９

Ｈ1５．１．１６

Ｈ1５．１．２２

Ｈ１５．１．２３

Ｈ１５．１．２７

H1５．１．３０

H１５．２．６

H１５．２．７

H１５．２．９

Ｈ１５．２．７

Ｈ1５．２．１３

Ｈ１５．２．１３

Ｈ1５．２．２０

Ｈ１５．２．２２

Ｈ１５．２．２７

新聞名

富山

北日本

富山

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

北日本

富山

北日本

北日本

北日本

北日本

水産経済

富山

水産経済

富山

北日本

北日本

一一一一●｡一ー－■~一

富 山

富山



見出し

冨山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑯
ホタルイカ漁獲

今年は平年並み
今年のホタルイカ総漁獲量

県水試今年のホタルイカ予報

冨山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑰
富山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑱
富山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑲

人いる色インタビュー

サクラマス交雑進むサツキマス

天地人

富山湾を科学する

県水産試験場からの報告⑳

(テレビ・ラジオ）
タイトル

富山が元気。見たもん勝ち

(雑誌）
該当なし

説明

生まれは若狭、山陰沖？

ホタルイカ（下）想像超える回遊範囲
きよう解禁県水試予報

平年並み２０００トン前後

漁獲量平年並み

底質や水質など調査

漁場環境人間活動大きく影響
網目調整し乱獲防ぐ

かご漁業効率的で場所選ばず
漁獲量限度量制を導入

ベニズワイ（上）資源管理
漁業者が回復に挑戦
県水産試験場研究員

村木誠一さん（２８）

アユ冷水病調査に情熱
減少・小型化の原因

富山大と県水試共同研究で判明

１０００平方海内に１０－１３匹

ベニズワイ（中）生息密度

深海用のカメラで調査

取材・放送年月日

取材：平成１４年４月３０日
放送：平成１４年５月２６日

－１５７－

年月日 新聞名
Ｈ１５．２．２７ 北日本

Ｈ１５．３．１ 中日

Ｈ１５．３．１ 読売

H１５．３．１ 北日本

H1５．３．６ 北日本

Ｈ1５．３．１３ 北日本

Ｈ１５．３．２０ 北日本

Ｈ１５．３．２３ 中日

Ｈ１５．３．２６ 北日本

Ｈ１５．３．２７ 北日本

Ｈ１５．３．２７ 北日本

報道機関

チューリップテレビ
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3.キな来場貝単老

年月日
見学 団体等

者蘭i府県名 団体名
人数（名）

平 成14年４月１８日
９
８ ;山県 かね七株式会社引率（首者I圏流通業者） ３

５月１３日
宅
日 ;山県 金谷鮮魚 舌紹介（国冒冒舘ブこ字叙ｦ蛍ﾐ手ノ ３

５月１４日 ゴ二海道 羅臼漁業協同組合・罰 E臼定置漁業部会 1８

６月５日 貝I京都
■

』 <E壷『丁)黒Ｉ巷漁場整備召
宮
１
－I防災海岸課 ２

６月６日 ・
毎 二海道

ロ
ロ :海進i漁業信用基金1)I会異業種懇談会 1０

６月１２日 口
卓 畠海道

ロ
ロ :海正i議会水産林務冒星員会 1７

６月１３日
９
６ ;山県 １1津屈 史同好会 3０

６月１７日 Ｉ;山県
ロ
ロ :陸比 務信ｉ・富Ｌ』陸･務事務所 ３

６月２１日
届
０
１ ;山県 入善日 議釜号議員 １

６月２４日 千葉県
二
二葉際 議釜§議員 ２

７月３日 富山県 日本海I北音I地区水産教育研究
全
軍 ３

７月４日 北海道 北海進I瀬相I町議会産業建設常‘壬委員会 ８

７月４日 静岡県 焼津潟1業協;同組合 ２

７月１０日 宋牙匙底
Ｆ
』 水産庁:漁港漁場整備音I整備課 ４

７月２６日 東京者Ｉ 社団法人チタン協会 ３

８月５日 神奈川
目
索 カルピス株式会社 ４

８月７日 東京者Ｉ 水産基本政策ｷｬﾗﾊﾞﾝ隊（水産庁漁政部長ほか） ６

８月７日 富山陽Ｌ~ 商工労働部 ３

８月１９日 愛知陽１､ 名城大学学生 １

８月３０日 大阪府 社団舟昌人化学工学会関西支部 3２

９月２日 神奈川県 よこ７rか市民会議 １

９月１０日 新潟県 能生ノ､学校 5５

９月１８日 富山県 北陸力血区農林統冒
■q

錫会 ９

９月２４日 新潟県 新潟二二季･専門学杉
一
と ２

９月２５日 新潟県 両津テﾗ渡I洋深層水 用研究会 １０

９月３０日 大阪府 (株）霜賀ジャパン（韓匡 ） ５

１０月１日 新潟県 糸 魚川沫.漁業活性化推進楠 議会 1５

１０月２日 富山県 県 Ｉ皆員研;修所新任職員研修施設訪問研修 3５

１０月２日 神奈川県 大岡醤町議 《
云

厚
、
ト
ー ５

１０月１０日 宋暴劃＄ 中値３四匡|各黒農Ｚく省担当者研彦 1０

１０月１１日 富山県 富Ｌ｣みどりの会 1１

１０月１７日 ロシア ロシア沿海地方代表団 ８

１０月１８日 ゴ上海道 ゴ上海道水産林務剖現目港漁 県 ４

１０月１８日 ５
Ｅ ;山県

可

ﾛＩ 5等専 学校電賓 ヨ『〆 そ教官脇 義会 1５

１０月１８日
■■

づ 尽阪府 （財）大阪化学お １『センタ
レ
ー 1１

１０月３０日 千葉県
一

葉県議会農林水屑E常任委員会 1４

１１月６日 鹿児島県 日本政策投資 蚤艮１丁PヨノＬﾂＷ 支 店 ２

１１月８日 富山県 呆』Ｌ大字天且鍔 大学召B専攻準 1７

１１月２０日 富山県 エンジニア樋会 2０

１１月２７日 富山県 堂界定置f網サミッ ～ｉｎ氷見タ･国人参加者 2１

１１月２７日 北海道 (財）ゴ ５海道科学技術総合折眉興センター ４

１２月３日 東京都 食品園 ﾐ環境保全技術研究制i合 2１

１２月１０日 茨城県 独立希 砥〔法人国立環境研究所 ２

平成１５年１月１５日 静岡県 静岡県 束ｔ培漁業センター ２

２月２６日 新潟県 能生日､商工業振興錫議会 1５

３月７日 鹿児島県 下甑本 ９

３月１７日 兵庫県 但馬水産ホ師 『センター １

３月１７日 神奈川県 神奈川県Ｚ噸 置終i合研究所 ２

３月２４日 北海道 熊石町深侃罰 用促進研究会 ６
『
雪
ロ

〈
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４．夏休み子供科学研究室の開催

年月日 場所 対象者・人数 内容

計画：富山湾で海洋観測してみよう

１４年８月２日 水産試験場研修室

県内の

小学５．６年生

１０人

(荒天のため立山丸の出航を中止した）

実績：深層水と表層水の性状の比較実習
深層水利用研究施設・種苗生産施設の見学

立山丸船内見学

(担当：漁業資源課）

５．きらめきエンジニア事業の実施

該当なし

－１５９－



Ⅵ技術研修、会議出席

１．技術研修

（１）職員の技術派遣研修

該当なし。

(2)客員研究員の招璃

（２）客員研究員の招鴎 指導を受けた内容 招鴎期間

日本歯科大学生物学教室助教授長田敬吾
付着珪藻の生理・生態と培養技
術について

平成１４年１２月１１日～１３日

元水産庁日本海区水産研究所長小川嘉彦
ホタルイカを例とした漁況解析
手法に関する識演及び個別指導

平成１５年１月２０日～２２日

２．職員研修

職・指名

係長幅寿悦
係長森田満
係長高田弘基

副主幹研究員

若林信一

研究員前田経雄

研究員前田経雄

主事吉森尚美

技師金谷文樹

場長鈴木満平

主任山本三千男

総務課長笹食国男

場長鈴木満平

3.主な出席会議

月日

4/１０～1２

4/1６

4/1９

4/26～4/2７

5/1０

5/15～5/1６

6/11～6／1２

6/１２～6/1５

6/13～6/1４

6/24～6/2５

6/26～6/2８

6/27～6/2８

6/27～6/2８

7/10～7/1２

氏名

鈴木満平

田子泰彦

村木誠一

鈴木満平

鈴木満平

井野慎吾

井野慎吾

浦逼清治

林清志

高松賢二郎
前田経雄

井野慎吾

鈴木満平

角裕二

小谷口正樹

派遣先 派遣期間 研修の目的

必須
５月２８日

７月５日

職員研修所 ７月２２日 新任係長研修
選択 ８月２９．３０日

１０月２８．２９日

職員研修所
５月２２日

７月１８．１９日

瀞７１壬課去t補1左

クラス研修

職員研修所
６月１３．１８．１９．２１日

７月２９日
吏員基礎課程研修

職員研修所
６月１３．２４．２６．２７日

８月１日
吏員基礎課程研修

職員研修所 ７月１０．１２．１５日 事務吏員総合研修

職員研修所 ８月１９．２１日 吏員課程研修

タワートリプルワン ８月２１日 管理者（合同）研修

サンシップ・職員研修所 １１月２６日 ｽﾃｯﾌ゙ ｱｯﾌ゙ 研修

とやま自遊館ホール ２月５日 出納員研｛ま

北日本新聞ホール ２月１２日 管理者（合同）研修

用務地

東京都・新潟市

東京都

東京都

東京都

東京都

福井県美浜町

福井県三国町

三浦市/横須賀市

東京都

新潟市

函館市

新潟市

蒲郡市

名古屋市

用 務

水産試験研究打合せ

アユ種苗総合対策委託事業試験研究担当者打合せ会議

ワクチン賦験打ち合わせ

２００２年度海洋深層水利用研究会総会・幹事会

第１回全国湖沼河川養殖研究会理事会・運営委員会

ブリ標識放流調査

第39回日本海定置漁業振興大会（旅費別途）

資源増大技術開発事業（浅海域複数グループ）打合せ

栽培漁業担当者会溺

平成13年度資源評価調査日本海ブロック資源評価会議

ブリ標識放流事前調査

北部日本海ブロック水産試験場長等懇賭会

平成14年度全国湖沼河川養殖研究会東海北陸フロック会調
全国内水面水産試験場長会西部ブロック東海北陸支部会鰯

第27回全国養鱒技術協議会
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1115 高前松賢一郎
国経雄

東京都 日本海北部の資源回復計画候補魚種検討会

7/20-7/22 松村 航 つくば市 第26回日本海類学会(旅費別途)

1123-7/26 内若山林信勇 釧路市 H1源4イ評カ価類調資査源ス研ル究メ会イ組カ
資 秋季発生系群資源評価会績

1130 松村 航 東京都 深H14層エ水ネ環ル境ギ技ー術使委用員合会理化(旅海費洋別資途源)活用シスァム開発事業

7/31-8/1 井野慎吾
新潟市 H14資源評価調査日本海プロック資源静価会繊

前回経雄
林 清志

H14エネルギー使用合理化海(松洋村資源:活旅用システム開発事業8/20-8/21 渡辺
健航
室戸市

松村
深層水第2田技術委員会 費別途)

8/22-8/23 鈴木満平 宮崎市 H14全圏内水面水産鼠験場長会西部ブロック会織

8/26-8/28 村木鯨ー 札幌市 さけ・ます資源管理連絡会組

8/30 村木践ー 東京都 H147ユ種苗総合対策事業第1回検討雲員会

9/4-9/5 林高松賢一郎
清志
石川県中
山町

H14北部日本海プロック水産館験場連絡協織会

9/4-9/6 角鈴木満祐平一鹿児島市 第2回全国湖沼河川養殖研究会理事会
運営委員会、全国湖沼河川護殖研究会第75回大会

9/4-9/6 浦温清治 盛岡市 H14日本水産工学会秋季シンポジウム

9/17-9/19 井野慎吾 浜田市 第42回ブリ予報技術連絡会

9/25 村木蹴ー 伊~市 アユ冷水病対策協議会生体防御研究部会打合せ会議

9/26-9/27 林 清志 石川県内浦町 深層水情報交換会"深層水Na v i. ー7" (旅費別途〉

10/15-10/18 野沢理哉 秋田市 平成14年度栽倍漁業日本海北・酉ブロック会議

10/16 前田経雄 東京都 平成14年度都道府県資源評価管理担当者会鰻

林 清志
水産養殖研度究会2回深検層討水会多段利用型水産相聾殖技術開発種目10/21 渡辺 健 東京都 平成14年第

小善幸一

10/22-10/23 浦温清治 新潟市 平成水14産年度日本海ブロック水産業関係館験研究推進会繊
海区 業研究部会イワガキ増益殖研究会

10/28-10/30 高若松林賢信二一郎 長崎市 立山丸第2種中間検査工事完成検査及び工事監督

10/28-10/31 村木誠一 東京都 魚病症例年研究会、全国魚類防疫推進第一会議研
平成14 度アユ冷水病対策協強会 究グループ報告会

10/31-11/1 林 清志 東京都 平成14年度第1回水産費殖研究会

10/31-11/2 田子泰彦 宮崎市 宮崎県内水面漁連平成14年度巡回教室鵠師(旅費別途)

11/5-11/6 村木誠一 福井市 平成14年度E内魚水類面防地疫域体合制同整検備討事会業における
東海・北陸

11/13-11/15 小善幸一 鳥取市 平成14年度漁喝環境保全事業日本海ブロック会趨

11ハ5-11/16 林清志 能登島町 平成14年度資源増大技術開発事業(マダラ〉検討会
堀田和夫

11/26 浦遁清治 京都市
『ホンダワラ類等有用海藻類の培養殖技術開発に関する研究』
中間報告会

11/27-11/30 小善幸一 沖縄県久米島町 第6回海洋深層水利用研究全国大会

12/4-12/6 内山 勇 新潟市 第57回日本海海洋調査技術連絡会

12/9-12112 高松賢二郎 新潟市 海洋ぴ環漁境業研資究部会究部、会日本海漁海況予報等検討会醸
及 源研

12/10-12/11 井野慎吾 新潟市 海洋環境研究部会及び日本海漁海況予報等検討会鶴

12/11-12/12 内山勇 新潟市 日本海漁海況予報等検討会議及び漁業資源研究部会
前田経雄

12/12 若林信一 金沢市 平成14年度日本開北部地繊水産統計協鶴会

12/12-12114 林渡辺 孝清之志 新潟市 平海成区水14産年度業研日本究海部会プロック水産業関係鼠験研究機関推進会穏

12/12-12/13 因子恭彦 郡山市 巡回教室諮師〈旅費別途)
ー
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12/12-12/13 村木誠一 東京都 平成14年度魚類防疫士認定鼠験受験

12/16-12/18 前渡回辺 経健雄 青森市 平成14年度日本海北プロック資源管理型漁業情報交換連絡会議

12/20 林 清志
東京都 平成15年度栽倍漁業関係事業の水産庁ヒアリング

堀田和夫

高内松賢一郎 平成15庁年度『多元的な資源管理型漁業の推進』事業実施計画
1/29 山勇 東京都

の水産 ヒアリング
前回経雄

t/U--¥/31 鈴木満平 横浜市・東京都 |半豆協諸1同4ヰ隼底麿室笛園2閉内会λ白一山-沼器T ぜ回Edh吊Z.回示2T2鱈宏4雲!!ao.. 

1/29--1/31 因子泰彦 東京都 平成14年度アユ資源研究部会

1/31 林渡 清志
辺健

東京都 水平産成養14殖年研度究第会3園深検層討水会多段利用型水産増養殖技術開発種目

1/31 村木誠一 東京都 平成14年度アユ冷水病対策協組会全体会議

2/3--2/5 鈴木満平 新潟市 平成成14年年度度日本本海海プロック場所長会係蹴鱒及験研び
平 14 日 プロック水産関 究促進会議

2/5--2/7 井野慎吾 長崎県厳原町 平成14年度沿岸漁業・漁村活力向上学習会講師〈旅費別途}

2/6 因子泰彦 東京都 平成14年度第3回アユ種苗総合対策検討委員会

2/6-2/7 浦謹清治 和歌山市 平成14年度資源増大技術開発事業〈浅海域復数グループ〉検討会

2/6--2/7 村木諒一 東京都 平成14年度魚病対策技術開発研究連絡協議会(研究報告会}

2/7-2/8 林渡 清志 東京都
『深層水多段利用型水産増益殖接請の開発』に関する

辺健 研究促進評価委員会

2/18 小谷木口正樹
村 誠一

東京都 平成15年度さけ・ます増殖関連補助事業の水産庁ヒアリング

2/20-2/21 高松賢二郎 東京都 日本海北部資源回復計画行政・研究者担当者会稽

2/24-2/26 渡辺孝之 八戸市 平成14年度第35回北部日本海プロック種苗生産研究会

2/25-2/27 若林信一 清水市 平成14辺年高度度国際回遊資性源魚調類査等資推源進調査対再策事委託業事まぐるかつおグループ
日本周 業報告会出席

2/25-2/27 村木誠一 八戸市 平(成14年本度魚海類プ防疫体ク制〉整備事業地域合同検討会
北部日 ロッ

2/26 -松渡辺村 健航 東京都 JO4lA固エ環ネ焼ル按ギ術ー委使員用会合・理分化科海会洋合資同源会活鶴用システム
第 〈松村:旅費別途)

2/26-2/28 角 祐一 上田市 平成14年度内水面関係鼠験研究推進会髄

2/27-2/28 林 清志 東京都 平成14年度第2回水産養殖研究会

3/4-3/6 高前松回賢経二郎雄 長崎市 平成本14年海度国際資源調査等ク推管進対策査蚤(再託事委業北東アジアグループ
日近シェアドストッ 理調 提}報告会

3/5-3/6 林野沢 清理志哉 新潟市 海平成区水14産年度業研日本究部海会プロ日本ッ海ク水プ産ロ業ッ関ク係増鼠強験殖研研究究推推進進会連鶴絡会議

3/10-3/11 高前松田賢経雄郎 新潟市 平成14年度ペニズワイ資源生態調査検討会

3/11-3/12 井野慎吾 東京都 平に戒閲す14年る度研特究定)研年究度爾末莞報E告E蓬会事出業席苓 (7リの回遊生態の変動解明

林 清志
3/13-3/14 野沢理哉 小浜市 平成14年度トヤマエピ検討会

震辺孝之

3/19-3/20 村木誠一 東京都 H14年度全国魚類防疫推進会諮(第37回)

3/20 松村 航 東京都 l凧第5回エ環ネ境ル妓ギ術ー委使員用会合(理旅化費別洋途)賀諏湖システム

3/26-3/27 野渡沢理哉
辺孝之

小浜市 トヤマヱピ種苗生産採苗用親エピ輸送作業

3/27-3/30 鈴木満平 津市 日本譲類学会第27回大会

3/27-3/29 松村 航 津市 日本藻類学会第27回大会〈旅費別途}

3/30-4/1 内山 勇 東京都
2003年度水産海洋席シンポジウム『沿岸の環境と生態系に関するモ
ニタリング』出 及びホタルイカ研究に関する打合せ
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